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1 沿革と概要

1. 沿革

当生産技術研究所は，昭和24年5月31日公布の国立学校設四法に基き，

生産に関する技術的諸間題の科学的総合研究と，研究成果の実用化試験を行

うことを目的として同日付で千葉県千葉市に設位された・

当初は部門数 15であつたが，昭和 25年度に 10部門を，同 26年

度に 10部門を増加して，現在 35部門となっている．

当研究所は次表に示すような 5部に分れ，それぞれの部において表に示さ

れたような専門分野を担当している．

所長は，瀬藤象二，兼重寛九郎，星合正治に続いて，昭和 32年4月より

谷安正が就任し現在におよんでいる．

第1部（砧 礎）一一応用数学・応用光学・音唇工学・ 固態材料学・

流体物理学・

身i2靡rsc株計戒・ j沿靴I)

3部

・伝熱工学・ 熱原動機学・流

体機械学・化学槻械学・切削工作学・ 非切削工

作学・ 箱密加工学・ 溶接工学・板金及び船体構

• 船体連動学

・電力工学・ 電力制御

・通信機器学・、超短波工学

第 5部（土木・

第4部（化学・ 冶金）ー一無機工業化学・ 工業電気化学及工業光化学・有

機工業化学第一•有楓工業化学第ニ・

化学第三・化学工学・無殷工業分析学・

業分析学・鉄鋼製錬工学・非鉄金属製錬工学・

金属加工学・金属材料学

――土質工学・土木構造学・ 交通路工学・

測鼠学・建築構造学・建築環塙学・建築装備学

・建築生産学・建築配置及機能学・生産技術史

2. 研究所の位置。敷地。建物。配置図

A. 位置

ー



千葉市弥生町1番地

国電総武線西千葉駅東口下車すぐ前．京成霞車黒砂駅下車東北へ 300m.

B. 敷地・建物・坪数・配置図

！I 阿巾
分 I主な施設または棟数

｀ 
坪延 坪

坪 坪
央 本餡，講堂，中央講義室，食堂，不燃書耶等 1,221.7 1, 631'0 

第 1部 5.5 棟 9508 1,4910 

第 2部 7.5 棟 1,413 3 2, 0480 

第 3部 3.5 棟 7273 1, 0968 

， i： iI 第第 45 部部
： 

11. 棟 1, 3627 2, 135.3 

8. 棟
;、

1,439 0 2, 6660 

試作工場 2.5 棟 3616 4316 

宿舎 12. 棟 2570 257,0 

合計 I I 7, 73341 11, 7567 

この外，構内には研究上試作した軽金属住宅一棟があり，建物に関する諸

条件を測定している．建物は 28年度軽鼠不燃書庫， 29年度には特殊吹精実

験室が建設されたものを除き，すべて木造平家または 2階建であるが，国立

大学整備計圃に砧き，千葉大学の教室不足を解決するため，当研究所の土地，

建物を分割移譲するよう，文部省より提案があり，これについて昭和 30年

より毎年 400坪づつ 3ケ年間に 1,200坪の新営計圃が確定し， 30年度お

よび 31年度で鉄筋軽鼠コンクリート造 3階建延803坪の建物が完成し，第

5研究部が使用している．なお， これとは別に，試作工場として鉄骨造平家

建 144坪の新営（付幣設備は含まず）を文部省直轄で施工し，建物のみ 32

年度中に完成の予定である． この叶両によつて西および北地区の土地，建物

を徐々に千葉大学に明渡す予定になつている．

c. 各建物と主な用途
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途

Aヽ 造 286. 71 II 

平家建

" 181. 31 ” 
木二陪造建 383. 21 

” 

所長室，会艤室，中央事務室，図古室，医
務室，電話楓械室，交換室

購堂，写真室，徽分解析機室

食堂，厄生施設

講義室

2
 



本館付屈 lj條二鼠階鉄建骨 33. 31中央 軽凪不燃杏庫

東第1号館 I二木階建造 第材1部試研事験務究室室， 図書試室，513.6 第1部 料ヵ ，疲労 験室，
用学室

II 2 II N 360.7 II 所員宝，会議望応用物理研究室，工作室

II 3 II 木平家廷造 117. 6 ” 放射線実験室，応用物性論研究室

// 4 ,, " 107.8 第4部 冶金工場（解，圧延，引抜，工作）

I/ 5 I/ 木二階建造 367.5 ” 
所員室， 非室鉄金属属製試錬研室究油室，廿合化金及金究属室
加工研究，金 験， JI 学研

II 6 II II 365.6 II 粉末冶金究研室究有室，機鉄合鋼成製研錬究研室究室，
ソトープ研 ， 

,, 7 ,, 
" 154.9 II 所員室，化学工学研究室

'1 8 II " 271. 6 II 第4部事務室，会議室，図書室，講義室

,, 9 ,, I 
” I 307. SI " I 及所研発究員室酵室研，，究熊石機油室化化，元学学素研研分究究析室室室，，染，写蓄料真屯研及池究電室室気（付，糖化属化学） 

11 10 II I " 390. 6! " 
析所微研鼠員合究室成，室無研，機有究工機宝業合，分成製析研氷研究室究宝，室タ，ー有ル機研工究業室分， 

,, 11 " I 木平家建造 58.8 I/ 屯気化学研究室，応用化学工場

‘’ 
58.8 II 

所貝室，糖化発酵試験工場，

鉄筋骨及び
工場

11 12 II I鉄コンI 
96. 01 I鉄鋼製錬（特殊吹精）研究室クリート II 

造中二平家階建付．

11 13 11 I 木平家建造 194.1 第2部 液体究機室械研鋳究室，熱工学研究室，化学様械
研 ， 造研究室

" 14 " I II 105. 9 II 作自動室車及内燃機関研究宝直流霞源室，ェ

西第 1号館 I木二階建造 285.2 第3部 第図書3部室事，務搬送室，研所究員室室， 計器室， 会議室，

マイ クロ波宰党研究志 屯子究計玄研夕卵研，究真詔究室空研室，管航究，試パ宗空作，花ル室高子ス， 
II 2 II I 

” I 
389. ll 
” I 周超波音学路研波研究究究 ，室圧，電'"気気研制御
工研研 室， トランジス
回室

I/ I/ 3 ,1 // II 木平家II建造
200.4 II 受屯所，高電圧研究室，膜型送電線研究室

193.1 電気研機究械室研究室作， トランジスタ試作室， 溶
接 ，工室

11 5 11 I 二木階建造 404. 8 第5部

西第 6号館III 287.2 ‘’ 

II 7 II 木平家建造 268.5 
” 
コンクリート実験室，水理学実験室，土木
構造学実験室

3 
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ポンプ室

木造
二階建
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木造
平家建

” 

第 5研究部
1 号館

試作工場

” 
木造
二階建

II 

” 

木造
平家建

木造
二階建

” 
木造
平家建

鉄筋軽絨
コンクリ
ート造 3
階建

鉄骨
平家建

404. 81釘C5剖5

338.1 

123.5 
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382. 21第 2部

377. 31第 1部

228. 41第 2部

500.8 

圭土

170. 5¥ "~ 
工

167. 61第2部

287.2 

298.0 

39. 21中

” 

803. 81身'{5紆/S

144. 01試
工

” 

作
場

央

作
場

環燒研究迄

建築材料実験室，構造実験宝

建築実験工作室，材料置場

脳波及振動研究室

所旦室，会議室，図書分宝（機械），測定室

気休力学実験室，応用力学研

自動制御研究室，機械力学研究室，工作椴
械研究室，塑性加工研究室

第 2部事務室，所員室，電子顕微鏡室，溶
接及船体構造研究室，図害分室（緒密），会
議室，製図室

事務室，

自動制御研究宝高速笈写真研究室，緒密
加工研究室

所員室，罠因分室（船舶），試作工場（木工
場及設計室）

所貝室，水槽実験室

所内水適給水源

所貝室，会議室，図甚室，実験研究

（建設中）

D. 水道・電気・ガス・電話

水道は構内 2ヶ所におのおの 178m, 133mのさく井を行い，ボアホール

・ポンプにより汲み上げ，全施設に自家給水していな給水鼠月平均20,000

msで，停電時には県営水道に切替の設備がある．

電気は，東京電力株式会社と自家川の契約をし， 500kWの設備を持つ受

電所で受けて自動電圧調整器で電圧調整を行つた上各プロックの変圧摺でそ

れぞれの用途により変圧送電している．電力消費屈は月平均 40,000kWH. 

ガスは東京瓦斯株式会社と契約し，構内に設けられたガスホールダ（容積

150mりを通じて供給している．ガス消費鼠は月平均約 12,000m3. 

電話は千葉局に 8回線加入し，私設交換機は白動式A型で， 400回線の容

もち，付属する手動中継台は局線 20回線，内線 300回線の容鼠がある．

4
1
 



東京大学生産技術研究所配欄図

し畏 ll 
-P~ ヽ． 
勃置

一

回電

京成踏鉄

＝＝一・=

至千葉

至京成千葉



2. 研究活動の概観

1. 研究計画ならびに方針

わが国における工学と工業とは，その発達経路の関係上，必ずしも相互に

密接に連絡されていたとはいいがたいこの欠陥に鑑み，当研究所は，生産

に関する技術的諸問題の科学的総合研究に重点をおき，研究成果の実用化試

験を行うことによつて，工学と工業とを結びつけ，わが国工業生産技術の水

準を高め，延いては世界文化の進展に寄与しようとするものである． このた

め生産の現場と緊密な連絡を保ち，生産技術の実態を知つて，適切な研究計

圃を立てると共に，現場から寄せられる技術的諸問題に対しても，実際的な

解決を図ることを重要な使命としている．

当所の研究員は，それぞれ自己の属する専門分野の進歩発達のために研究

を進めているが，研究所としても或る具体的な問題を採上げたり，あるいは

適当と認める外部からの研究委託を引受けたりする．これらは問題によつて

関係のあるいくつかの専門分野の人々で，研究班を組織するしくみになつて

いる・当所がほとんど工学全体にわたる専門分野を有するのは，このような

総合研究態勢が最も好ましい方法であり，そのためには多くの忠門分野を必

要とするからである．

基礎研究の成果が打出されると，一歩前進して，技術上，経済上の面から

工業生産化への可能性を立証しようとしてこれを別個の研究組織に移して中

間規模の試作または試験をも行つている．

今までの経験によると多くの受託研究は， これを担当した研究者に対して

直接に或いは間接に研究上多くの利益を与えている． しかし受託研究を引受

ける限度は，当所の自主的計画をさまたげない範囲で行いまた短期間に結

果を求める目先のことばかりに力を注ぐことになつてはならないことはいう

までもなし、．

以上のように工学の広い分野を備えて総合研究を行い，中間試験研究に前

巡し，産業界と連契して受託研究を行う態勢にあることは，当研究所の特色

である．

行政組織は，後章に記す通り，所内に，教授会，教授総会の外，所長の諮

問機関としての常務委員会を設け，また各種の専門委員会を設置して事務部

を指郡し，助言を与えている．

なお，その他に，実際の生産現場と提携し，生産技術の実態を把握して，
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研究の使命を達成しようとするための槻関がある．すなわち，本学内の学部

・研究所と当所との連絡を図るために設けた生産技術研究所商議会，理工学

研究所と当所との協力体制を進めるための理工研•生研連絡会議，ぉょ

外の学談経験者による生産技術研究所協議会の三つがある．協議会は現在産

業界や各庁研究機関の代表的技術者 38名によつて組織され，年2回の定例

協議会の外，必要に応じ，臨時に専門部会をも開催して，当研究所の研究方

針や産業界との連絡の諸問題を協議し効果を挙げている．

2. 昭和31年度の研究の現状

A. 中間試験研究

中間試験研究は，甚礎研究の完成したもので，生産に移すために中間規模

の試験研究および設備拡充を必要とするものについて行う研究である．昭和

25年度より実施し，その研究題目は，毎年選定することになつている． しか

し研究の内容によつては， 2年以上にわたつて継続実施されるものもある．

31年度においては下記の研究が実施された・

1. 薄板深絞リ試験機の試作

助教授 山田嘉昭

金属薄板の成形性試験法を確立し，各種試験値相互の関係を明らかにする

ため，高梢度•高危率で，必要な測定装置を備えた薄板試験機を試作しよう

とするものである．

試作機はポンチカ 12ton, しわ押え力 6ton の容箪を有する全油圧駆動

式で，エリクセン，オルセン，円筒深絞り，孔拡げ試験のほか，その万能的

な機能を利用して各種の試験に適用できる． また本機にはインダクタンス型

ブルドン管圧力叶が付属し，荷重一行程線図の自記記録が可危である．本機

により，まずエリクセン試験法の検討を行い，つぎに各種試験値の関連に関

する広汎な実験に着手する予定である．

2. 定速型自記記録材料試験機

教授池田健

（特殊研究設備の項参照）
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3. 熱的物性値計測装置（継続）

教授橘藤雄

諸物質の伝熱に関係ある物性値を正しく測定することは，伝熱論の研究に

も，その工業面への応用にも重要である． これらの装置を取揃える目的で叶

匝をすすめているが，現在次の諸装置について性能の向上に努めている．

金属熱伝祁率測定装置

非金属固体 ” 
非金属液休 " 

" 熱膨脹係数測定装置

温度計較正装置

4- 研削盤の性能向上に関する研究

教授竹中規雄

！！ 小川正義

研削盤の性能を向上させるための砧礎的研究として，平而および円筒面の

精密研削を採り上げ，研削機構の解明ならびに心無研削における円筒面の研

削仕上機構の検討を行つていな本年度は平面研削盤および心無研削盤を購

入し所要の実験を行い得るように整備すると共に真円度の精密測定装置その

他を製作した．

5. ラジアル・ガスタービンの研究（継続）
教授 兼直寛九郎

" 平尾収

助教授 水町長生

" 石原智男

ラジアル・ガスタービン内のガスの流動状況について，新らしい観点から

理論的解析を行い，その結果最高効率を得るための条件を明らかにした． こ

の結果を用いて試験用ラジアルタービンを試作し実験を行い，理論の妥当性

を確め，また理論的解析では明らかになし得ない各種の損失を実験的に明ら

かにした． この実験で平均内部効率 86寃，温度効率 90劣をあげることが

できた．さらに以上の実験および解析の結果，さらに2-3::,;; の効率上昇を

期待し得る方法を見出すと共に， これをガスタービン原動機として使用し得

る可能性を確認することができた．以上の研究結果を用い， 50I-Pラジア）レ

・ガスタービンを試作し，引続き研究中である．
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6. 高性能逆張力伸線機の試作研究（継続）

教授鈴木弘

当所鈴木研究室においては，昭和 25年以来逆張力仲線技術の研究を行つ

て来たが，その結果仲線能率向上のための最大の障害である引抜抵抗を在来

法の怜以下に引下げる技術を確立した．この成果を活用して，従来以下の

仲線コストで，生産速度は大巾に向上して，生産能率を向上する仲線機を試

作するのが本研究の目的である．

試作機は 7.5馬ヵ，銅線用超高速仲線機であつて，現在の世界の第一流仲

線機に較べて，価額では 40銘減，危率は 30Jる向上を目標としている．伸

線速度 2,000m/min の当初の目椋を達成できて，現在の世界の一流機を大

巾に凌駕することに成功したので，巻取装置の性能を向上する点に目標をお

いて研究を続行中であな

1. 電気計測器の試作ならびに較正設備

（特殊研究設備の項参照）

8. 超音波工業計測法の研究

教授星合正治

外3部教官ー同

励教授丹羽 登

超音波を使つて種々の工業計謁を行うことができるので，従来翌所で行つ

てきた超音波検査に関する実績を活用して，超音波工業計測法を実用化する

ことを目標としている．第2部石原研究室，第5部井口研究室の協力をえて，

超音波流鼠計に関する研究，試作を行い他の方法との比較を行つた・ 従来

の方法に比らべて流れをさまたげず，また自記させ易い特長がある．

なお，流体内での系直々の超音波計測を行うために，試験用の流水装置を製作

した．

また第2部安藤研究室と協力して，鋼板の脆性破壊の伝播速度を超音波で

測定する研究を行った・

9. 硬調乳剤製造に関する研究（継続）

教授菊池

写真製版用の乾板として従来まで湿板法が用いられて来たが，近年写真乳

剤で硬調なものが得られ漸次これに移行しつつある，本研究では，硬調性の要

因となるものを解析しながら実験を行い漸次処方および製造法の改良を行つ
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た．従来，本研究はアンモニア法によつて行つて来たが硬調性，ヵプリなど

に欠点が多く今回はこれを中性法で行つにその結果中性法が種々の写真特

性において優れることを見出し，その中で r=5-6の高コントラストのも
のを得ていなこれによつて，今後の研究の払礎処方および製造法を確立す

ることができた・

10. テロメリゼーションに関する研究

助教授 浅原照三

研究員 宮崎智雄

助手高木行雄

四塩化炭素を telogenとするテロメリゼーションに関しては昭和28年以

来研究を行つてきたが， 本年は特に高圧エチレンを taxogen とする反応を

行つに過酸化ベンゾイルを触媒とし，四塩化炭素とエチレンのテロメリゼ

ーションを行うと，高収率で CC13(C直ふ,Clの形の telomerを得た・

現在の高圧反応装置を改良し，さらに圧力を高めて反応できるように検討

を加えている． 得られた telomer からは二塩基性酸および Wーアミノ・カ

ルボン酸が高収率で得られるが，なおその収率の向上をはかつている．

11. 溶鉱炉湯溜吹精による溶銑の脱クロームに関する研究

教授金森九郎

助教授 松下幸雄

助手館 充

II 中根千富

溶鉱炉湯溜部において，恒温度吹精を実現し含ニッケルクローム鉱をふく

めた未利用資源の処理法を確立するため昭和 30年3月に lt試験高炉を建

した．

本年度は操業を 2回（延 51日）行い， この過程で長期間の操業に対して

安全な炉底の築造上の諸条件を把握すると共に， この炉に適当な操業条件を

確立し，脱クローム吹精の準備を行つた．

12. 床版試験機の試作研究（継続）

主任 教授福田武雄

II 星 埜和

助教授 三木五三郎
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助教授 久保慶三郎

平面的に移動できる載荷装置で，かつ大きい荷重で試験できる床版試験機

の試作を計圃，諸種の型の試験機を検討し，新しい型の試験楓を設計した・ こ

の試験機によつて床版，舗装版および立体構造物の実物に近い強度を試験す

ることが可能になり，舗装版の砧礎の地盤に悪影聾を与えることなく舗装と

路盤の支持力理論の確立，合理的設計ができるほか鋼床版，鋼グリッド床な

どの平面構造物の強度試験も行うことができ，設計法の改良等が可従になる．

30年度は試験機の設計および付属測定設備の整備を終了し， 31年度に試験

機1台の製作を終了した．

13. 生研式室内音響測定装置によるテーラーメーキング

システム（仮縫方式）の研究

教投

助

渡辺

石井

要

光

この研究は公会堂その他の Auditoriumの施工に際し，工事の各段階で音

需測定を行つてチェックしながら建設する方法に関するものである． さきに

試作した生研式室内音聰測定装置により部屋の音懇的性餡を支配する残孵時

間，エコーの有無，音場分布，遮音性等について如何にチェックすべきかの

研究を行い，測定の際の足場の影響，吸音材料の吸音率が実験室で比較的小

さい試験体（約3坪）の測定した場合と実際に施工された場合と等しいか否

かなどについても検討した・

また HighSpeed Level Recorder (Brtiel & Kぉr社製） を輸入したので

残聾時間の測定が今までより容易となつた．

これらの研究の成果を応用して，現在建築中の読売会館の大劇場およびホ

ールの設計施工の指導を行っている．

B. 総合研究

1. 観測ロケットの研究 (SR研究班）

教授星合正治 教授池田 健（幹事）

” 高木 （幹事） ” 糸川英夫（幹事）

” 沢井善三郎 ” 章夫

” 橘 藤雄 ” 平尾 収

” 丸安隆和 ” 坪井善勝
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教授福田義民

助教授浅原 助教授 成文

” 植村恒義 ” 勝田

” 野村民也 ” 森大吉郎

” 池辺 陽 ” 丹羽 登

” 末岡清市 ” 富永五郎

” 山田嘉昭 ” 安藤良夫

” 武藤義一
昭和 28年 12月結成された AVSA研究班は，当面の として昭和

32年7月より始まる第3回国際地球観測年に使用せられる観測ロケットを完

成させる任務をもつたために，当分の間活動を休止し，この間， SR班を新

らたに組織して観測ロケットの完成に全力を領注しつつある．

昭和 30年度の 4月より 8月までペンシル・ロケットのテスト， 8月より

11月までには全長約 lmのベビー S,T および R型の飛しょう試験を行つ

た．次いで昭和 31年度は 9月には 128J -S型カッパ・ロケットのテスト

を行い 12月にはテレメータおよびレーダ装置をもつたTおよびTR型の飛

しょう実験を行い所期の成果を収めた．

現在は地球観測年に用いる本番用 2段式ロケットを計圃中であり，カッバ

I[型およ ()'.]I型は 32年4月に飛しょう実験を行い，さらにつづいてW型の

実験を行う予定である．

本番用ロケットの性箆は，観測目的により高度 30km-100 km を目標と

しこれまでと同じく固体燃料を使用するものである．

2. 放射性同位元素の工業への応用

教授谷 安正 助教授加藤正夫（幹事〉

采女： J＝ 乱 ” 正治 教授藤高周平

” 高木 ” 福田義民

” 菊池真一 ” 永井芳男

” 一色貞文 助教授仁木栄次

助教授松下幸雄 研究員武谷清昭

” 安達
本年度行った研究は次のようなものである．

1. ラジオオートグラフ用乾板の研究（継続） （菊池）

2. Cosoを用いたラジオグラフィーの研究（継続） （一色）
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3. ラジオオートグラフの金属学への応用（継続） （加藤・小林）

4. 海底漂砂追跡に関する実験（継続） （加藤・小林・佐々木）

5. Tm110を用いたラジオグラフィーの研究（継続） （加藤）

6. Sr90を用いた螢光体の研究（継続） （仁木）

7. 小型溶鉱炉への RI の応用（金森• 加藤）

本年度は実験室の天井と実験台の上にフードおよびダクトが完成したので

フードを使用する実験が並行して行えるようになつた．春には昭和電工6

名，夏には日本科学技術連盟講習生6名の講習を行つた．

3. 高密度中性子線束発生装置の試作研究

任 教授

” 
” 

正

平

文
周

真

安

高

色

谷

藤

助教授 末岡清市

！， 加藤正夫

”’富永五郎

助手鈴木筵文

比較的低コストで密度の高い中性子パ）レスビームを発生する装置を試作中

である．従来の荷電粒子加速摺は，イオン源よりイオンビームを引き出して

加速するのでターゲット電流はたかだか数mAにすぎないが，この装置では

大型のイオン源をつくり，この中に強力なプラズマ放電をおこさせ，このプ

ラズマシースの近くにおいたターゲットに 10-6sec以下の高電圧バ）レスを

かけることによつて，プラズマ内イオンを加速するので，瞬間ターゲット

流は従来のものに比して lQ4~lQ7 倍大きい． このため中性子源として各種

の実験に用いられると同時に，熱核反応にとつてきわめて大切な 5~50keV

程度の核反応のデータ，およびプラズマに関する各種の砧礎デークが得られ

ることが期待される．

4. 応用測定技術の研究

班 元教授 竹中二郎

幹 教授 池 田 健

班貝 ” 岡本舜三
助教授 大井光四郎

” 山田嘉昭
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助教授 森 大吉郎

所外 20名

応力測定技術を急速に向上させ，優秀な応力測定機路を試作，実用化させ

る目的で，広い分野にわたる多数の研究者が協力して研究を行つている．研

究内容は抵抗線歪計，容鼠型歪計その他各種歪計，光弾性，応力骸料，振動

測定，相似法，各種の電気計罪機等の多種多様であつて，その成果はこれま

で逐次まとめて発表されている．

5. 構造物の設計農度に関する研究

代表

協力研究員

” 

教授

助教授

” 

岡本舜三

三木五三郎

久保慶三郎

所外 6 名

土木構造物の振幅大なる振動時の性情を研究し，その設叶震度を定むるに

必要な資料を得，これにもとづいて設計震度を論じようとするもので，実在

構造物の大振幅振動試験を主として行つている．（科学研究費）

6. エ作機械の振動防止に関する研究

教授竹中規雄

助教秤 旦理

所外 6 名

工作機械の加工精度向上のため，工作機械に発生する振動の防止を目的と

するもので，工作機械の振動診断，発生する振動の振動源および振動特性の

解析，防振法の研究などを行う一方，加工物およびエ具の切削条件とびびり

振動との関係，びびり易さを示す加工物材料の性質などについて解析を進め

てし、る．

1. ドラム式超高速度カメラの研究

代表者 助教授

教授

助教授

植村恒義

平尾収

水町長生

所外 1 名

燃焼，爆発，破壊現象等の超高速度現象の解析に必要な新型ドラム式超高

速度カメラを研究試作し，分担者の要望する燃焼，爆発現象の解祈究明を目
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的とする．代表者の従来製作した I, II, TII型超高速度カメラを砧礎とし

て，さらに改良を加え，撮影速度，光学系の明るさ等の性能に著しい向上を

示す IV型カメラは，毎秒 15-30万駒の撮影速度を有するもので， 31年度

には設計完了，重要部分の製作を終つた・

8. 自動車の運動性能の研究

教授 尾 収

” 亘理厚
助教授 大島康次郎

研究員 菊池英ー・

他 1 名

自動車試験用回転ドラム上にて自動車に正弦波状の操舵を与え，それに対

する自動車の応答を 16mm撮影機により記録して理論的解析の結果と対比

して，自動車の連動性能に影膊をおよぼす諸因子の検討を行い，懸架機構，

操縦楓構の設計のための資料を得るための研究を行つていなまた試験台に

おける結果と実際の路而における現象との関係を明らかにするために自働操

縦装置の試作を行つている．また模型による実験も進めている．

9. 倣い削リ装置の性能向上に関する研究

教授

” 

雄

人
規

安

中

橋

竹

靡

！！ 亘理

助教授 大島康次郎

研究貝野本 明

液圧式倣い削り装四に空気式前段増幅を付加する方式および電子，電気式

手段を組合わせる方式の試作を行い，その実験的研究を実施している．

10. 合金接合トランジスタの製法と試験法

主任 教授 木 昇

分担 助教授 今I 岡 稔

” 安逹芳夫

” 尾上守夫
品質均ーにして特性良好な合金接合ゲルマニウム・トランジスタの屎産に

資する目的をもつて，酸化ゲルマニウムの還元，ゲルマニウムのゾーン精製，
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単結晶生成，薄片作成，エッチング， コレクタおよびエミッタ接合の製作，

迎入線取付け，真空封入，完成品の試験の各段階の方式確立，測定法の改善

に努めてきた・

本年度行つた主な研究は次の通り・

(1) 酸化ゲルマニウムの還元試験法（所外委員会へ協力）

(2) エッチングおよび雰囲気のトランジスタ特性におよぼす影評

(3) 超音波による接合部および金属接触部の製作法

(4-) トランジスタ定数測定法の改良

(5) 小振幅アドミタンス変調の研究

(6) ダイオードのパルス試験法の確立

(7) トランジスタのパJレス試験法特にスイッチング時間の研究

11. 製版用硬調乳剤製造に関する研究

任

永忠司

所外 7 名

写真製版には非常に硬調な写真乳剤が必要である．外国にはすでに相当よ

い製品があるが，日本ではまだ処方等発表されないので，本研究班において

乳剤処方，現像処方などを分担研究している．

授

手

教

助

菊池

12. ニトロパラフィンおよびその誘導体の合成

主任 助教授 浅原照三

分担 教授 山 本 買

研究貝 桐 逸志

所外 3 名

石油化学工業の一環として菫要なニトロパラフィンおよびその誘郡体の合

成を目的として，昭和 30年度に引続き研究を行つた．原料は天然ガス（メ

タン），石油分解ガス中のプロパンプロービレンガスおよび高級炭化水索（ド

デカン）を使用した．本年は新らたに連続気相ニトロ化装置および気ー液相

ニトロ化装四を完成し，これによつて反応条件の決定，装置材料の検討，廃

硝酸の回収，生成ニトロパラフィンの分離等の研究を行つにガス状およ

び液状炭化水素のニトロ化の条件の決定は完了し，引続き小規模ニトロパラ

フィン製造装置の建設のための準備をすすめている．誘郡体としては， ヒド

ロオキシアミン， クロロピクリンの製造条件の決定および界面活性剤の原料
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である 2ーアミノ-2ゾチJレ・プロパノー）レの合成を行つた・

（科学試験研究費）

13. 向流多段方式による連続イオン交換装置の試作研究

研究代表者 敦授 山 本

分 任 助教授 山辺 郎

” 武藤
技官 丸 山 隆

現在行われているイオン交換法は，すべて回分操作方式であるが，種々の

点からこれを連続化することが望ましい．連続化の方式としては種々の方法

が考案，研究されているが，まだ工業化に至つているものはない．この研究

では向流多段流動眉方式を採用し，径約 5cmの小型ガラス製 1段装置によ

る韮礎研究を行つたのち， これによるデータを晶にして径約 12cm4段の連

続装置を試作して目下研究を続行中である．（科学試験研究費）

14. 連続分析装置の試作研究

研究代表者

班貝

敦授

助敦授

橋武雄

仁木栄次

外 6 名

工業分析において広く用いられている滴定法を迅速，正確かつ連続的に行

うために，電子管計測技術を応用して自動的に操作するところの連続分析装

置の試作を行つていなさきに種々の自動滴定装置の研究を行つてきたの

で，引き続き電菰滴定法を応用した自動電孤滴定による連続分析装置の試作

研究を続行中である．この装置では一定流速の被験液中の指示霞極の霞位を

交流変換を行い，次いで交流増輻し，整流して直流を得て，それを一定流速

の電解質溶液の通過する電解セルの両電極に加えて電解し，そのいずれか一

方の極に生ずる霞解液を被験液に混合して反応を行わせ，霞位差滴定を行つ

て常に一定電位差を示すように，霞解霞流を自動的に調節して，被験液の成

分濃度を，その電解電流値として霞子管式平衡記録叶に指示記録させる．

（科学試験研究費）

15. 構造物基礎の沈下算定に関する研究

主任 教授星埜和
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助教授 三木五三郎

外 7 名

橋梁，建物など構造物の砧礎沈下邸定法を確立するため，地盤潤査の方法，

土質試料の採取力学的性質試験方法の研究ならびに沈下の実測調査を行い，

上部構造荷重の分布，地盤内応力の計倉店法を合理化し沈下に影聾する因子を

分析して沈下叶邸法の信頼度を靡めることができた．なお，土圧分布や間隙

圧の実測について研究する予定である．（科学試験研究府）

16. 土の三軸試験法に開する研究

任 敦授星‘埜和

外 7 名

三軸試験法による土の力学的性質について実験的研究を行い，荷重の繰返

しによる変形，急速試験法による間隙圧の発生とその変形ならびに強度にお

よぼす彩懇を測定し，これらの影評を考應した理論式を鵡いて叶邸方法を確

立した・ 大型建造物の陥礎沈下および支持力の計倉店に適用してその実用性を

立証した．（科学試験研究費）

17. 洪水の水文学的研究

主任研究者 教授 安芸餃―

1953年6月および7月に起った北九州および紀伊半島の洪水の実態および

原因を，主として水文学的な立場から明らかにすることを目的とする研究，

流域の水および土地の利用状態，河川の流れの要素，洪水のハイドログラフ，

降雨の形態と拭などを数十年間にわたる記録によつて調べ，最近の状態

期間にわたる各種嬰I天Iによる変化の過程としてとらえる．（科学研究費）

18. 気候特性が建築設計におよぼす影響とその対策

主任研究者 教授 渡辺

外.5) 名

わが国は面禎の割りに緯度は広範囲にわたつており，地勢；＇気候風土の相

も大かつ複雑であるから，建築設計にあたり地域性の考慮は特に重要であ

る．本年度は関東・中国・四国・九州地方の建築気候区分の研究を行い（北

海道・東北• 北陸• 東悔・近畿・山蔭地方については前年度までに一応完
了），さらに気候特性の表示方法ならびにその分類，室温変動率，熱貫流率の

分類，暖冷房用戸外設計温度の合理的研究を行う．渡辺はその主任研究者で
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あり，京都大学，東京工業大学，名古屋工業大学，明治大学などの各専門研

究者が研究を分担している．（科学研究費）

19. 寒地住宅の防寒構造に関する研究

主任研究者 教授渡辺 要

外 3 名

北洵道およびそれ以外の寒地における住宅の防寒構造の設計上の最大課題

である結露防止，材料の透湿度，隅角部の熱的性質，開口部の改善などにつ

いての要請にこたえるべく，寒地の気候および地方産材料に適応した防寒住

宅の設計基準を作成することを目途として行う研究である．渡辺はその主任

研究者であり，北洵道大学，東京大学総合試験所の各専問研究者が研究を分

担している．（建設技術研究補助金）

C. 各個研究

第 1 部

1・1 徽分解析機用自動曲線追従装置

技官渡辺勝

助手 三井田純一

本装置は徴分解析機の入力卓の操作を自動化するため試作されたものであ

る．構成は光電子培倍管を用いた光学ヘッド—直流増幅器ー一直流サーボ

モータより成り，安定化のため微分回路とオイルダンパを用いている．性倍

は追従速度，精度とも人手の数倍という高い性危を示している．

本装置は次項の諸計邸に応用された・

1・2 微分解析機による計邸の実施

技官渡辺勝

昭和 31年疫に実施された計罪は下記の通りである．

1. パラメトロンの特性（理学部・高橋研）

2. 発電系統の自動制御系（工学部• 福田研）

3. 超音速埒界形（理工研・内田研）

4. ロケットの上昇性能と，追従レーダの性危（糸川研• 野村研）

5. 地震の振動記録のフーリェ解析（岡本研）

6. ゲルマニウムダイオードに関する拡散方程式（安逹研）
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7. 船の転覆の機構の研究（工学部・元良研）

1.3 原子核の構造および反応の研究

助教授 末岡清市

助手 佐藤正千代

原子核の構造を調べるために，殻模型および集団模型を用いて種々の核O)

性質の解明を行つている．

核反応については，光核反応の断面積の計邸が引きつづいて行われ，また

核融合反応への適用を目ざして，軽い核の反応断面栢の計邸も進められてい

る．（一部科学研究費）

1・4 プラズマ状態の研究

助教授 末岡清市

原子および分子が完全にイオン化して電子とイオンの混合ガス体となる状

態（プラズマ）は，非常に高い温度に対応し，核融合反応の断面積も極大に

近い所にあたる． この状態の物理的性質の研究は核工学研究会の総合研究の

遂行上重要なので現在研究を開始している．

1・5 ヘリウム原子の波動函数の梢密化

助教授 末岡清市

助手 佐藤正千代

前年に引きつづき，四次元Jレジャンドル函数を用いてヘリウムの原子波動

函数の収束の早い展開式をうるための解析的研究が行われている．

1・6 情報理論の光学への応用

（一部科学研究費）

教授久保田広

技官小瀬輝次

助手斎藤弘

光学系の結像理論に通信理論を導入し，光学系を空間周波数フィルタとし

て考えると，従来の物理光学では説明しにくかつた現象も比較的容易に説明

できるので，このような立場に立つて次のような研究を総合的に行つてい

る．

(a) 光学系の性能は従来分解能で評価されていたが， これでは不十分で
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あるので，空I廿J周波数特性をもつて性能評価を行うべきである． このた

めの測定機を試作し， レンズの性能試験の研究を行つている．

(b) カメラなどで撮影するときは，写真感光材料の周波数特性が上述の

レンズの笠間周波数特性に，さらに加わってくるので，写真感光材料の

周波数特性が大切な問題となる． これは感光材料中の銀粒子の粒状性に

より左右されるので， これの物理的拉状性を相閃函数を用いて研究して

し、る．

(c) 上述の屈光材料中の銀粒子は， レンズ自体の像に対する雑音と考え

られるので，通信理論で特に詳細に富じられている雑音減少の理論を光

学に導入し，光学像を改善する試みを行つている．

1書 1 光学的縛朕の研究

教授久保田広

技官小瀬輝次

助手斎藤弘

光学的薄膜の屈折率など，薄股の光学的性質をしらべる一方，多層干渉フ

ィルタとか保護膜などの薄膜の応用に関する研究を行つている．また，薄朕

の）享さの測定などに利用する目的で干渉色の色彩論的な研究をあわせて行つ

てし、る．

1-8 ロケット用固体燃料とその燃焼機構に閃する研究

教授糸川英夫

外 2 名

観測用ロケットに使川される固体燃料について，主として composite型

燃料の研究試作を行い，燃料の物理，化学，弾性力学的研究と併せて燃焼楓

構に関する研究を行いつつある．設備として昭和 31年度中に完成したもの

は変圧燃焼率試験機および小型のエンジン燃焼試験用テストスタンドであ

る．変圧燃焼率試験機は，窒索ガスを充した容摺の中に一定の大きさに成型

された試料を入れ，圧力と燃焼速度の関係を手早く求める装置で，これによ

つて悲礎的研究の大きな進歩が促がされた・令さらに小型テストスタンド内で

はすでに数十回の燃焼試験を行い，燃焼横構を解明しつつある．

1・9 ロケット用加速度計の研究，

教授糸川英夫
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技官吉山

他 1 名

ロケットの上昇性能は精確にはレーダを用いて測定されるが，簡易にこれ

を求める新らしい方法として，加速度を測定して租分する方法がある．最近

米国の NRLで使用し，好い成績をおさめている旨の連絡があつたので，

この可能性を確かめるためと，併せて上昇の加速度および減速度からロケッ

トの推力と空気抵抗を求める目的で，ロケット用加速度計の研究試作を行い

つつある．その原理は質鼠とバネの組合わせと，この変位を電気変換するの

に，磁場内での真空管の回転による電子流変化を利用すなすでに 31年 12

月のカッバ ・Tにおいて実用されたが，さらに改造しつつある．

1・10 ロケットの性能計邸法の研究

糸川研究

観測コケットの上昇，安定，分散を計邸するための各種の計卵法を研究し，

実用的なものを確立しつつある． 上昇性能については，速度—高度の phase—

diagramを作成し，これを用いる方法を展開し， この援用によって最適コー

スと時間を決定する理論を確立した・

分散については，ペンシ）レ・ロケット系列の実験にもとづいた理論式を

えた・ また特に風の影聾を計舘する理論式をたてた・ さらに将来はこれ等を

じん速に行なうための computerを試作する計画をもつている．

1・11 ロクーンの研究

糸川研究室

気球とロケットの祖合わせによりなるロクーンについて， systemとして

の研究，その性能，実験法について調査および研究をなし，日本学術会議ロ

ケット特別委員会の委嘱によつて，昭和 31年中に2回にわたる予備実験を

行い，日本におけるロクーン技術の基礎をつくつた・ さらに 32年度には国

際地球観測年において使用されるロクーンの研究を分担する．

1・12 振動型粘度計の研究

助教授 烏飼安生

助手藤森聡雄

外 1 名

振れ振動型水晶振動子を用いる超音波粘度計について研究を進め，各種有
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機液体および高分子溶液についての測定に対する特性を調べた・ 振勁鉄片型

の電磁型粘度計を完成し，その粘度の広範囲にわたる測定特性を調べ， さら

に温度，特性装置の改良等についての研究を進めている．

1・13 超音波音場の研究

助教授 烏飼安生

助手藤森聡雄

新らしい超音波映像法を用いて，音源付近の低出力音場に関する実験的，

理論的研究を行つて来た． とくに円形ビストン音源による音場の新らしい理

論を展開し，成功をおさめた．現在，収敏音場についての研究を迎めてい

る． （科学研究費）

1, 14 超音波振動子用電力計の試作

助教授 烏飼安生

助手藤森聡雄

外 1 名

強力超音波発生用チタン酸バリウム振動子の入力測定用の電力計を試作し

た．これは 2個の真空熱電対を用いる R-R型で，約 300ワットの出力を測

定するものである．

1・15 格子欠陥の材料の物理的性質におよぼす影需

教授谷

研究員 角

正

稔

安

田

金属単結晶，およびイオン結晶中の格子欠陥が，その物理的性質におよぼ

す影需を研究している．前年度までに行い，かつ現在も引続いて行つている

研究は次の通りである．

(1) 銅および鉛単結晶のマイクロクリープにおけるクリープ速度の回復と

その機構に関する研究（一部科学研究費）

(2) 結晶粒界と不純物の相互作用

(3) ハロゲン化銀の感光作用に与える転位の影響

1・16 金相電子顕徽鏡による合金の相転位ならびに結晶成長の研究

教授谷安正

技官西川精一
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表面放射型電子顕徽鏡により，高温における合金の結晶成長および相転位

の撮影を行つている．

1・17 遷音速気流の研究

教授玉木章夫

技官永井達成

誘郡式高速風洞を用い，粟面上に生ずる衝撃波による流れの剥離およびこ

れに伴なう流れの振動現象を研究している．

1・18 衝撃波管による極超音速気流の研究

教授玉木章夫

拡散型衝撃波管によつてマッハ数6-8の極超音速流を作り，これによっ

て柱体，錐体，球などのまわりの流れを研究している．

1・19 ロケットの空気力学的特性の研究

教授

技官
↓
、
石

~
 玉――
夫

智

超音速風洞および低速風洞を用いて観測ロケットの空気力学的特性を測定

している．胴体と粟の種々の組合わせに対して系統的実験を行い理論計卵と

の比較を行つている．

1• 20 X線回折法による定鼠分析

教授一色貞文

技官山沢富雄

酸化鉄，酸化アルミニウムなどの金属酸化物をX線回折法によつて

る実験を行ない，定量誤差の減少と定鼠時間の短縮化について研究してい

る．

1, 21 放射線透過検査に関する基礎実験

教授

技官

一色貞文

山沢富雄

"x線およびr線を透過させて金属材料の欠陥検査を行う場合の，微小欠陥
の識別性におよぼす放射線エネルギの影聰について研究している．

1・22 超高真空の実現とプラウン連動によるその絶対測定
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教授

助教授

助手

夫

郎

文

買

五

寛

谷

永

木

熊

富

鈴

最近の真空技術の進歩は 10-10mmHg以上の超高真空の実現を可能にして

いなこれは物性論の研究や原子核工学，電子管工学への先進的技術である．

この技術を確立し，さらに気体分子のブラウン連動を利用して真空度の絶対

測定を用いることを理論および実験的方面より実施中である・

1・23 ロケツト・ボーン気圧計の試作

助教授 富永五郎

現在当研究所で開発中の観測用ロケットは 100km上空に達することが予

想されているが，これによつて測るべき気圧の範囲は 760-10-•mmHg であ

る． とくに 30km以上の上空では真空計の範囲に属するので， このための

気圧叶を気象台，東大地球物理学教室と共同で試作中である．すでに定温度

型ピラニゲージをロケットに搭栽しうる形にまとめえたが，現在，これのト

ランジスタ化を行うと同時にアルファトロンゲージ， フィリップスゲージを

開発中である．

1・24 高速飛行における構造物の強度に関する研究

教授池

技官

田健

田敏康

助手富田文治

超音速で飛行するロケットの強度上の諸問題，特に温度上昇と熱応ヵ，燃

焼室の強度，フラッタ，突風による荷重，重鼠軽減の方法とそれが飛行性能

におよぼす彩喜高温における材料の強度，実際設計上の諸問題等につき理

論的解折ならびに実験的研究を行つている．

1・25 薄板の熱挫屈

教授池田健

航空楓が音速を超えた速度で飛行する場合に空気力学的加熱により機体の

外板が，いわゆる熱挫屈を生ずることがある． この間題に理論的検討を加え

るとともに実験を行い理論結果との比較を行つている．

1・26 可動線輪型振動試験楓の試作
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教授池田健

助教授 森 大吉郎

助手富田文治

振動試験楓にはカム式，アンバランスマス式および可動線輪式などがある

が，後者は広い周波数特に高い周波数の試験に適している．ロケット，ター

ビンおよび各種の電気部品などは機械的振動試験機では試験し得ない程度の

自己振動数を持つている．そこで比較的小型の可動線輪型を試作し，さ

らに大型 (lkW)の試験機の設計試作も計画している．

1・27 構造物の振動に関する研究

助教授 森 大吉郎

軽構造物の振動特性について，理論と実験の両方面より研究を行つてお

り，また起振器，小型歪計等の各種測定器の試作研究を行つている．

1・28 計卵器による振動解析に関する研究

助教授 森 大吉郎

低速度型アナログ叶邸番および付属の特殊諸装闘を試作し，構造物の振動

解析に使用している．（一部科学研究費）

1・29 塑性理論とその応用

助教授 山田嘉昭

技官 輪竹千三郎

金属の塑性的性質を力学的な面から研究し，その結果を主として板材の成

形加工に応用する問題を取扱つている．材料の加工硬化特性と各稲の成形性

試験値との関係について理論研究を進めるとともに，液圧バJレジ試験檄，ぉ

よび本年度中間試験研究費による薄板深絞り試験機（別項参照）を用いた広

汎な実験研究を計画している．

なお，内圧を受ける円管および円孔を有する板の弾塑性解をエクスパンダ

作業の解析に応用する問題を研究中である．

1・30 塑性加工における応力と歪の測定

助教授

技官

山田嘉昭

輪竹千三郎

塑性加工における応力測定としては，継目無鋼管の圧延作業の際の芯金ヵ，
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圧延トルク，ぉよび圧下力の測定を実施し，その結果を酔析した．塑性歪測

定の有力な方法である格子焼付法に関しては，正確な格子原版，および曲面

の歪測定装筐をつくり，板材の成形加工における歪測定に応用している．

1・31 耐震工学の研究

教授岡本舜三

助手北川英夫

前年度にひきつづき振動工学，特に耐震を目的とせる振動工学を研究して

いる．振動問題に関して行つている研究は，別記構造物の虚度に関する研究

（科学研究費総合研究費）のほか衝撃波伝播ならびにそれに対する応用として

の軌道応力の研究，砂地盤の振動時支持力に関する研究，腐蝕疲労に関する

研究を行つている．なお委託費をうけて橋桁腐蝕部材の疲労強度の研究，工

ラスチックフアスニングの研究，吊橋の耐震性に関する研究，アーチダムの

模型試験を行つた・

1・32 円環殻の強さに関する研究

助教授 大井光四郎

円環殻の強さに関する問題は，古くから種々の解法が考えられて来たが・

いずれも収敵が悪く，特殊な場合を除いては解かれていない現状である，こ

れに対し前年に引き続き解析を遮め，水車のケーシングの応力分布の問題を

解いた． これに平行して実物のフランシス水車のケーシングの応力の測定を

詳細に行つた．（一部受託研究費）

1・33 爆発放散口の設計に関する研究

助教授

技

大井光四郎

浅野六郎

外 1 名

爆発性のガスまたは粉を取り扱う装置には爆発放散口を設けることがあ

る．すなわち平常は放散口に比較的弱い覆いをつけておき，万ー爆発事故が

発生したときには毅いが破れて，圧力を放散させて被害を局限する．本年は

装置と放散口との大きさの相似効果につき理論的ならびに実験的の研究を行

つた・

1・34 抵抗線歪計による微小歪の測定
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助教授 大井光四郎

技官浅野六郎

外 1 名

抵抗線歪計により静的歪を測定するときには，普通その梢度は 10-s まで

とされている． しかし実際には lQ-6 あるいはそれ以上の精度が要求される

ことがある．そこで， 10-6以上の感度を持つ装置を試作し，零点の移動の原

因をしらべて，その除去に努力した結果，適当な注怠を払えば安定性は 1時

間で歪に換邸して 5x10-1以内に押えられる所までに達した．

1, 35 直交網目構造の弾性的性質の研究

研究員 大和田

F・R・P・の特性解析の基礎的研究として布などの性質を明らかにする目的

で，縦糸と横糸との間に作用する接触圧力を郡入した解析と，これを実証す

るモデルテストとを行つた．（一部科学研究費）

1・36 迎動力学に関する研究

研究員 大和田 1言
(i) 自動車の前輪駆動と後輸駆動との比較研究

として操向性能と旋回能力とから両者を比較して見た．舵角が自由にと

れる場合には，前輪駆動が多くの点で優秀である． しかし前輸駆動は，操舵

機構が複雑となるから実用上は，その優秀性を充分発抑させることがむずか

しし‘・

(ii) 高速遠距離ロケットの弾道の研究

地球に固定した座標系をとると解析が複雑となるので， に固定した座

椋系に対してロケットと地球の連動を別々に取扱うことによって，高速遠距

離ロケットの真空弾道を求めた・ 例えば，東京から 20マッハで仰角 30°で

東に発射すると， ミツドウエー上空で最高高度 1,710kmに達し，発射後

43 . .8分の後，赤道を越えてイースター島の西方に弾荒すな また同様な発

射を北へ向つて行うと，高度 1,450km, 時間 29.5分，北極を東から迂回

してグリーンランドに達する． これらに関して色々な結果を得たが，弾着速

度，弾着方向，ロケットの機軸などに関して解析を続行中であな近距離の

場合は問題は簡単化される．
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第 2 部

2, 1 自動制御に関する研究

敦授高橋安人

1956年7月まで California大学の VisitingProfessorとして自動制御の

研究および講義に従事し， 8月帰国，自動制御一般，特にプロセス制御の研

究を続行している．

2・2 非線型振動の研究

教授亘理

機械振動系において非線型復原力および非線型減衰力の作用する場合の理

論および実験的解折を行つており，主として乾性摩擦の作用する系の振動特

性，工作機械のびびり振動，回転軸系の自励的ふれ回り運動などの解析を行

ぃ，これに閃してばね定数の時間的に変化する振動系の研究をも行つている・

2,3 吸振ならびに防振の研究

教授豆：理

助手立石泰

工場に発生する振勁間題の対策として，吸振ならびに防振の理論および実

験的解析を行つている． このため現場におこる振動問題の調査診断のほか，

対策としての機械の防振支持あるいは吸振摺，緩衝器などの特性の解析なら

びに設計を行つており， とくに自動車の乗心地の向上，紡績機械の振動防止

などの研究を行つている．

2.4 ばねの設計および理論の研究

敦授亘理

璽ね板ばねやコイルばねの静的特性のほか，板間摩擦，大きな変形，つる

き角，および有効巻数などの影聾を検討し， とくにこれらを自動車用サス

ペンションばねに用いたときの動的特性を解析して設計資料を求めている．

これに関連して自動車の乗心地向上の研究を行い，乗心地によい影喜を与え

るばねの設計法を調べている．また遠心式調速槻に用いられる板ばねの特性

を解析するとともに，ばね式調速機を用いた制御回路の特性をも研究してい

る．
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2・5 サーボ機構方式に関する研究

助教授 大島康次郎

助手富成

1) 穿孔テープによる工作機械の数字式制御を目的として，；i十数形サーボ

楓構の試作を行い，試作装置につきその動特性および梢度を調べた．

2) マニピュレータヘの応用を目的として，感立をもつた双動形サー

構（電気油圧組合わせ方式）の試作を実施している．

2・6 制御系の動特性に関する研究

助教授 大島康次郎

助手富成

制御系の熊持性は周波数応答と過渡応答の両面から評価されるが，

関連を明らかにすることが制御系の最適調整条件を確立する上に必要であ

る．特にむだ時間を有する制御系に関し，試作したアナログ回路を用いて，

両者の関連を実験的に求めるべく研究を実施している．

2・7 サーボ楓構部品に関する研究

助教授 大島康次郎

1) 高速サーボ機構に用いられる電子油圧変換用サーボ弁につき，その設

計の晶礎となる理論的考察を行い，これに砧づき試作を実施し，その『K

能実験を準備中である．

2) ディジタルアナログ軸位置変換用素子として，ステッピングモータの

試作研究を実施している．

2・8 サンプル値制御に関する研究

助手森 政弘

計算機を制御装置として用いるサンプ）レ値制御方式とその制御装置の研究

を行つており，過渡応答計冥により，むだ時間と重みを適当に組合せるとい

うプログラミングを行うと連続制御よりもすぐれた動作をさせることができ

るとの結果を得た． この制御装置としてディジタル型，アナログ型それぞれ

の長所をとり入れた計卵機を試作し，また現在その試連転にかかつている．

さらにサンプ｝レ値制御に対して極めて必要な統計的な処理のための砧礎理高

を開拓した・
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2・9 超高速度写真に関する研究

助教授 植村恒

超高速度現象の解析研究のため，毎秒 10万駒程度の撮影速度を有するド

ラム式超高速度カメラの設計製作を行い，すでに毎秒7万駒のカメラを完成

したが，光学系ならびに駆動方式を改良し，毎秒 30万駒程度の性能のもの

を設計試作中であなまた格子式超高速度撮影装置（毎秒数千万駒ないし 1

億駒の撮影可指）を試作し，これらを併用して火薬の爆発機構，衝撃破壊の

研究を行っている． このほか各種閃光管式瞬間写真装置，高速度写真用電気

的シャッターならびに各種付属装置の研究も行つている．

2・10 高速度写真技術の工業界への応用に関する研究

助教授 植村恒

助手伊藤寛治

各種高速度写真装置を単独または数種併用して工業界における種々の高速

度現象を撮影解析し，その改良研究を行つている．例えば繊維機械の糸の高

速連動，火薬の爆発槻構，電話機用電気機器の作動機構解析，時計の脱進機

構，水車の空洞現象，猟銃弾の運動解析，材料の破壊，その他．

2・11 高速飛しょう体の光学的追跡に関する研究

助教授 植村恒義

ロケット等の高速飛しょう体の運動特性を高速度カメラ，各種光学的追跡

扇形圃而特殊撮影カメラ等を使用して解析研究する．これらの研究は

観測ロケット研究班の一員として行つており， 30年度のペンシ｝レ，ベビー・

ロケットの飛しょう特性の解析に引続き， 31年度はカッパ・ロケット並びに

観測年川ロケットの追跡に使用するシネ・セオドライト装置，光学的追跡装

扇形圃而特殊カメラ等を研究試作し， 31年9月ならびに 12月のカッパ

・ロケット飛しょう実験に使用し成果をおさめた．また観測年用ロケット・

ボーン・カメラの第1次，第2次の試作を完了した．

2・12 紡紹檄用テンションメータの試作研究

教授

助

兼重寛九郎

荒井宏

張力の平均値のみならず数十サイクルの変化まで測定し得て，工場現場で

使用するに便利な紡績機用テンションメータはまだわが国でつくられていな
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いこの研究はこのようなテンションメータを得ようとするものである．

気容鼠型変換器を用いペンオシログラフに記録するもので一般に温度電源電

圧の変化などの影唇を受けてから， これに対して安定なものを得ることに研

究の重点をおいたが，ほぼ満足すべきものを完成した・

2・13 テンション・デバイスの研究

教授 兼重党九郎

助手荒井宏

この研究は紡織機用に用いられる種々のテンション・デバイスの特性を調

べそれぞれの特性に適した使用箇所を明らかにし，でき得れば性能のよい

デバイスを得ようとするものである．デバイスの入口側張力に影啓をおよぼ

す諸条件，および数種のデバイスの入口側張力と出口側張力との関係を明ら

かにしたが，なお研究続行中である．

2・14 焼入れの際の熱伝達

授

官

教

技

橘藤雄

内藤正

焼入れの際，熱伝達の機構を明らかにし，焼入液の性質温度等の影孵を知

り，最も目的にかなつた焼入法の選定を可能にすることを目的とする一連の

研究プログラムの中で 1956年度は表面膜沸騰の研究を行つた．

2・15 偏心放熱鰭の研究

教授橘藤雄

技官 内藤正志

鰭の中心からはずれて放熱管をとりつけた場合には熱伝達率の若干の向上

が見られる． これに関して基礎的研究を行つている．

2, 16 噴流を受ける面の熱伝達

教授橘藤雄

技官 内藤正志

気体または液体の噴流を受ける面と噴流の間の熱伝逹は実用上極めて多く

現われる．目下平面に直角に当る噴流に関して理論と実験により研究を行つ

ているが，斜めに当る場合，および曲面の場合も研究する予定である．

2・17 自動車の動力性能の研究
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敦授平尾収

技官 西山新一郎

流体変速機を用いた自動車の性危は，普通の変速機を有する自動車のそれ

とは異つた傾向を有するので， このような場合の性能の評価の方法について

は種々の問題があなこのように色々異つた特性を有する変速機椙を使用す

る場合の自動車の全体計画を合理的に行うためには，実用的な面からの動力

性能の評価方法を確立しておく必要がある． この目的のために速度分類装置

を用いて道路を走る場合，使用した速度の頻度分布を用いる試みを研究して

し、る．

2・18 ジーゼル機関の出力におよぼす空気状態の影聾

教授平尾収

現在までの研究に引き続き，指圧計を用いて渦流室または予燃焼宝および

主燃焼室内の圧力経過を測定し，燃焼状況の解析を行い，シリンダ内で起る

現象を明らかにしたいと考えていなまた最大出力および出力修正方法に関

する研究を続けている．

2・19 ラジア）レ・ガスタービンの部分負荷特性の研究

助教授 水町長生

技官 内田正次

さきにラジアル・タービン内のガスの流動状況について行つた理諭的解析

結果および試作ラジアルタービンについて行つた実験結果を用いて， ラジア

Jレタービンの部分負荷特性を明らかにする．

2・20 円周ノズJレの研究

助教授 水町及生

技官 内田正次

円周上に配置されたラジアルタービン用ノズJレ内の流動状況を明らかにす

るために， ノズJレの縦横比， ビッチ，圧縮性，粟型などがノズルからのガス

流の偏向角や損失などにおよぼす彩聘を明らかにする．

2・21 ガスタービン用燃焼器の研究

励教授 水町長生

技官 内田正次

32 



小出カガスタービン用の小型燃焼摺の性能の陥礎的研究である．

2・22 歯車ポンプの閉じ込み流れと逃げ溝の効呆に関する研究

教授宮津純

歯車ポンプの連転勁力のうち， 閉じ込みと逃げ溝とにどの程度の損

失があるかは，性能推仰に必要であるが，それを分離して実測することはむ

ずかしく，仰定するとしても，その邸式は知られていない．閉じ込みにどの

程度の圧力を生ずるかもわかつていない．本研究は， これらの点を理論的に

解明し，実験結果を解釈するための資料を求め，逃げ溝の設け方に指汁を得

ようとするものである．

2・23 歯車ボンプのキャビテーションに関する研究

教授宮津純

流体機械にキャビテーションが発生すれば，性能の低下を来すばかりでな

＜，その寿命も縮まる．歯車ボンプの場合には，吐出凰が飽和し，回転をあ

げてもそれに比例した吐出鼠は得られなくなる． このことは，ポンプの靡空

付韮に関連してとくに重要である．本研究は，キャビテーションの発生にと

もなう特性変化，発生の条件，その防止方法を明らかにしようとするもので，

牡抒こ逃げ溝の影褥につき検討中である．

2・24 紡 ポンプの異常特性に関する研究

教授宮津 h
L
 

,i 
,X小

ボンプの正常特性としては，吐出し圧力と吸込み圧力との差が大きく

なれば，吐出鼠は減少し， しかも，その圧力差と吐出鼠との関係は，直線的

になるものと認められている． しかるに同じように製作された歯車ポンプ

に，この正常特性を示さないものの現われることがあり，それは紡糸用歯車

ポンプで， とくに注目され間題となつている．本研究は，その原因を明らか

にして，製作上の指針を得ることを目的とするもので，ある程度の研究結果

がえられたが，研究を続行中である．

2・25 流体トルク・コンバータの届礎研究

助教授 石原智男

ト）レク・コンバータの最高効率や最大トルク比が，使用油の性質や入力軸

回転速度の如何によつてどのように変化するかを知るため，、闘精度の性危試
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験ができるような装置を完成した． これにより， 1段型コンバータ継手の詳今

細な性能変化を実測し，さらにその結果に対する理諭的な裏付けを行つてい

る．

2・25 高性能トルク・コンバータの試作研究

助教授

助手

男

夫
智

富
原

田

石

井

高性危トルク・コンバータを実現させるため， 1段型コンバータ継手のポ

ンプ羽根車を 3種試作し，羽根形状が性能におよぼす影聾を調べた・ その結

果に晶ずいて設計試作を行つた小型トルク・コンバータは，最大トルク比4

以上を示しており， これにより貴重な資料をえることができた． これと別に

羽根車配置を純半径流式にしたものの設計試作を完了し，その性危試験と内

部流速分布の測定を行つている．（一部所外受託研究費）

;:; ・27 軸流水車の性能に関する研究

助教授 石原智男

助手井田富夫

軸流水車の性能を明らかにするため，模型水車について円筒型ヒ° トー管に

よる各部の流速分布の測定を行い，ある程度一般化された資料をえた・ また

実物水車においてキャビテーションの悪影聰を除くために行っている空気注

入の問題を実験的に検討し，空気柱の形状と空気鼠および性能との関係を明

らかにした・

2・28 切削理論に関する研究

教授竹中規雄

金属材料の切削機構を解明する一つの方法として，二次元切削の場合の切←

削抵抗と切削温度を測定し，これを関係づけるために，金属材料の塑性変形

曲線，切削比，切屑と刃物の接触面租等の測定を行い検討した．

2・29 研削作用に閃する研究

教授竹中規雄

助手笹谷重康

研削砥石による研削作用を，まず研削抵抗力の立場から研究するために，

ピエゾ電気を利用した研削力の二分力測定装置を設計製作し，砥石表面の目
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立て効果および各種の砥石と加工物材料の組合せの場合における研削条件と

研削抵抗力の測定を行つてきた・

さらに砧礎的な研究を行うために，単一の砥粒およびダイヤモンド粒子に

よる研削抵抗力の測定を行い，その実験の結果解析を進めている．

2・30 摩擦切削の機構に関する研究

教授小川正

摩擦切削の機構は， である円板と，被削材との間に発生する熱鼠を知

り，かつその行方を探究して初めて明らかにされる．今までに円板と被削材

との間の摩擦係数を消費動力と円板の回転速度の測定から計節で求め，また

工具ー被削材熱電対法により接触部の温度を測定した・ また切削中円板の外

周が赤熱されるので，これを光高温計を用いて測定し，その外，被削材に生

ずる温度分布は，示温塗料を用いて求めた．なお，目下バリの出方を少なく

する方法を研究している．

2・31 ブルドン管圧力計に関する研究

教授小川正

外 1 名

ブルドン管の加工は今日でも単に経験的技術に頼つて行われており，索材

パイプの引抜きや熱処理，またはローリング等が，プルドン管の性能に如何

に彩密するかは何も知られていない． これらを明らかにすることにより，

後には印刷した等間隔目盛板を使用できるようにいまた疲労に対して強い

プルドン管の製法を見出すことを目的にしていなすでにブルドン管の変形

に関する測定を行い，抵抗線歪計を用い歪や応力をも測定している．

2・32 速度計に関する研究

教授小川正

助手宮下政和

鉄道車輌用速度計として比較的信頼度の高いのは，機械式のものである

が，振動の多い所で使用されるので，時計仕掛部分の寿命の短いのが欠点で

ある．これには設計上の間題もあるいまた衝撃に耐える材料の組合せの問

題もある．現在は今迄にない衝撃磨耗試験機を設計し，試作中である．

2・33 金属管の試験方法の検討
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教授鈴木弘

外 1 名

管材の規格材料試験 lドには，管材のどのような物理的性質を試験するかが

明瞭でない恨用の実用試験がある． これらの実用試験法の物理的訟義を明ら

かにして，試験規格の修正，管の製造技術の向上のための砧礎資料を求める．

として，ツバ出し，押拡げ試験を検討し，さらにエクスパンダ作業

を研究中であな

2・34 金属材料の塑性変形危に関する研究

教授鈴木弘

技官橋爪仲

金属材料の塑性変形抵抗および変形限疫は，加工温度と変形温度の両者の

函数である． この現象は定性的には知られているが， この函数閃係の鼠的内

容がまだ明らかでないため，圧延・押出・引抜・鍛造等の塑性加工作業の加

を決定する合理的根拠が欠けている．温度・変形速度• 加工エネルギーの

3要素を調節し得る特殊試験機を試作し，一般に広く用いられる実用金属材

料の変形危について実験的研究を迎めている．

2・35 逆張）j仲線加工の研究

教校鈴木弘

技官橋爪伸

試作した生研式逆張）J仲線機を使用して，仲線作業条件を広く変化して連

続仲線の実験を行い，各ダイスの引抜抵抗・全仲線動カ・仕上り線の機械的

性質等を検討して，逆張力仲線作業方式確立のための砧礎的研究を行つてい

る．銅・黄銅．燐青銅・硬鋼・ピアノ線，不銹鋼線等に関しては，引抜抵抗

が大巾に減少してダイスの寿命・線の機械的性質等を著じるしく改善される

ことが明らかになつにまた逆張）J仲線方式によれば，仲線速度を向」―_:でき

る可椛性があるので， 目下超高速仲線作業の研究1:ードである．

2・36 おける湯の流れに恨jする研究

且VJ教授 千々岩健児

鋳造理論を確立するためには，鋳造の際の湯の連動とその性質を知ること

が必要である．本研究では，①湯口，湯道，鰐曲部の抵抗 ②金属の帖性係

数特に凝固点近くの値 ⑧鋳型内の湯流れ状況 ④湯と型との衝突ならびに
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湯流れによる型面の砂の破損 ⑤代表的な鋳物に対する湯口こ巣との関係

⑥湯流れの楓構 ⑦湯流れと通気度との関係等について研究を迎めている．

2・37 サンド・スリンガーの研究

助教授 千々岩健児

造型機として最近わが国でも広く用いられ始めたサンド・スリンガーの性

能向上に関する研究であな造型機内の砂の連動ならびに掘固め機構を詳細

に調べ，有効に利用される動力を測定し，理論的な裏付けを行い，設計に必

要な悲礎を与えてきた．同時にこの機械に適する鋳物砂の性質について研究

を巡めた． この結果を応用しサンド・スリンガーを試作し，工場において

用試験を行いつつある．

2・38 鋳造応力の研究

助教授 千々岩健児

鋳造応）], 歪，亀裂は鋳物の大きな欠陥の一つであるにもかかわらず，箇

単な形状の場合においてもその対策は確立されていない． この研究には材質

的な面と設計上の間題とをうまく適合させてその解決を計らねばならない．

ここで取上げて研究したのは歯車，車輪， フライホイー）レ等の形状・材質・

鋳造条件の間題である．形状・材質に対する一応の成果を得，実物鋳物ロー

プシーブと比較し，同領向を得たので，設計標準案を作成した．

2・39 精密仕上面の変質層に関する研究

助教授 松永正久

栢密仕士．（ラッピング面・電解研摩面・放電加工面・バレ｝レ仕上面・摩耗

面など）に生ずる物理的・化学的変質層を微小硬度・電子回折．接触電気抵

抗などの而より実験的に検討し，仕上機構・摩耗機構などを探究している．

さらにこれらの面を機械部品として使用した場合の摩耗特性あるいは耐蝕性

などの研究を行つている．（科学研究総合研究費および所外受託研究費）

2・40 平面ラップ盤の連動解析

助教授 松永正久

種々の形式の平面ラップ盤について， ラッピング速度，単位時間当りのラ

ップ鼠，表面粗さ，工作物上の条痕，ラップの摩耗特性などを検討し，平面ラッ

として最適の形式を定め，それにもとずいて試作を行う予定である．
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2・41 鋼材の切欠脆性に関する研究

助教授 安藤良夫

軟鋼および HT60高張力鋼について，静的曲げ試験および静的切欠引張

り試験により切欠脆性の研究を行っている．特に溶接残留応力が切欠靱性に

およぼす影墨脆性破壊の伝播速度の計測について，引続き研究中である．

（一部日本造船研究協会研究費）

2・42 軽金属の溶接に関する研究

助教授 安藤良夫

助手藤村理人

舶用アルミニウム合金について， イナートガスシーJレド・メタルアーク法

による自動溶接の研究を行つている．またチタン板の溶接を行い，これとア

Jレミニウム合金， 18-8ステンレス鋼，軟鋼の溶接について海水に対する耐食

性を比較した・

2・43 波浪中における実船航走時の強度試験

助教授

助教授

夫

伯

良

幸

藤

橋

安

高

波浪中航走時の船体の受ける外力，それによつて生じる応力や運動状況な

どについて調べるため，昭和 31年1-2月航海訓練所練習船銀河丸によっ

て北悔道千島沖方面で試験を行つたが，その資料解析を引続いて行つている．

（日本造船研究協会研究費）

2・44 船体横強度の研究

助教授 高橋幸伯

溶接梁時板の固着度の研究に引続き各種梁肘板の設計工作法の研究を行

ぃ，合成樹脂模型による船体横構造の試験を行つた．

2・45 各種合成樹脂の強度試験

助教授 高橋幸伯

実船試験において接着用防水用として使用するエトキシリン樹脂，ポリエ

ステル樹脂，構造模型として使用するメタアクリ Jレ樹脂，塩化ビニJレ，セル

ロイドなどの各種強度試験，接爵性試験，溶接性試験などを行つた．
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2・46 海洋波の観測

助教授田宮 真

大洋において船舶の遭遇する悔洋波の波長，波高等の実測を行つて模型波

との相違を明らかにする．（造船研究協会第 17部会，および「海難に関する

研究」—総合研究ーの分担研究課題）

2・47 乱流剥離の実験的研究

助教授 田

助手渡辺弥

凹角隅には淀み点ができて，その前方に象lj離のおこる可詭性がある． しか

もこの場合，剥離点前後で流れはかなり安定であるから研究に好適である．

広義の形状影勝を明らかにするため， どうしても剥離の条件，その近傍の流

れを知らねばならないので，二次元流，軸対称流について実験を行つてい

る．（科学研究費）

2• 48 波浪中における船体動揺の研究
助教授 田

助手渡辺弥幸

波浪中の船体推進性危を考察するためには，まず船体の動揺を知らねばな

らない．実際洋上において遭遇する船の縦，横揺について計測を行う一方，

見掛質鼠，減衰係数の系統的な調査を模型実験によって行つている・

（科学試験研究，主任青山貞一郎）
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第 3 部

3・1 論理数学とその応用の研究

教授後藤以紀

自動制御方式や計数型自動叶邸機を設叶する場合には，与えられた条件に

適する動作をするように電磁型または電子型継電器の回路網を構成する必要

があり， これを論理函数方程式の解を用いて論理計冥によって求める方式の

研究を行つており， これに必要な補助継電器の選定方法および多元多値論理

代数方程式の一般解を求めた・

3,2 非線型旦l路理論の研究

教授後籐以紀

送軍回路の異常現象の防止，周波数変換装置等には，非線型徽分方程式の

解で表わされるいわゆる非線型振動を取扱わねばならぬ場合が甚だ多い． し

かるに非線型振動については厳密な解法がないために不明な点が多く，回路

が与えられても，発生し得る非線型振動を予測することは困難である．例え

ば L-C-R肛列交流回路の非線型振動でさえも一部より知られていない． こ

れに対して非線型特性の折線型とした場合の厳密解を求める方法を研究し，

L-C--R直列回路において， Lの磁束が飽和値以下では Lは oo, 飽和状態

では 0となる場合につき，発生し得る非線型振動の種類を求めることができ

た．その結果，氾源周波数の無理数倍の周波数を含む概周期振動を発生する

ことが明らかになった・

3・3 碍子の閃絡現象

教授峠高周平

(1) 屋外懸垂碍子の閃絡電圧長期試験

高圧実験室の周囲に設置した木柱試験線で， 2ケ連， 5ヶ所の閃絡電圧

の時期的変動を検討した．特に台風時の絶縁抵抗の時廿l]的変化と閃絡電圧

の低下に興味あるデータを得ている． また屋内に置いた 2ケ連で，温度，

湿度，気圧の自然変化と，閃絡電圧の変動との関連について長期試験を行

ぃ，上記諸要素特に絶対湿度との関連について検討した．

(2) 汚担而の閃絡現象

碍子の汚損時の閃絡電圧の低下について，）晶礎的実験を行つている．碍
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子面に定鼠的な汚担を与えた時の，閃絡発生までの過渡現象の観祭，閃絡

氾圧の変化の検討を進めている．

3・4 送電線の出電圧と異常現象

教授藤高周

軍気回路の絶緑協調と安定な送電に関する諸研究を迎め り，本年度に

おいては下記の実測を行つた．

1. 期間：昭和 31年7月， 8月

2. 場所：栃木県鹿沼変電所

3. 主対象： 60kV鬼怒川送電線の雷電圧と異常現象

4. 主なる結果：本年度は特に 3相対地電圧の異常測定用として，簡易な

とサイクル指示計とを組合せたものを現場測定に応用した．

雷の襲来は少なく，プラウン管記録は lOOkV以下であつたが，上記の

指示叶により 39回の異常時の電圧指示が得られた・

5. 東京付近国鉄 60kV送電線における異常電圧試験：昭和 31年 11月，

生研試作の 7要素プラウン管オシログラフを駆使し， 1線人工接地試験

で明確な異常電圧記録を得た．

3.5 衝撃電圧進行波の研究

教授籐高周

送電線の雷防護あるいは通儒線誘導I雌害の問題に関連して下記の検討を行

つた・

1. 多埒体系の進行波のコロナによる減衰と変歪

所内模型送電線（西東京幹線1;foスケール）によつてコロナ減衰の
験を行い，一方理論的究明を進めている．

2. 進行波伝播特性による大地郡電率の抑定

進行波の対地成分の伝播速度から大地遅霞率を逆卵する第一の方法と

同じく対地成分の波形変歪から大地滸電率を求める第二の方法とを工夫

し，昨年来現地試験に適用を巡めている．本年度においては，相模原試

験J廿仮設通倍線について， この方法を実施検討を行つた・

3・6 共振型材料疲労試験機の研究

教授 沢井・ 苦三郎

ターピン炭材料および特殊鋼溶接部につき，数百本におよぶ試験片の疲労
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試験を行ったほか，電気鉄道用トロリー線，さく岩機用ロッド等についても

試験を行い，試作共振型疲労試験機を用いて各種の金属製品につき短時間で

信頼性のある疲労試験を行いうることを確かめることができた・

3・7 電気溶接に関する研究

教授 沢井善三郎

新らしい考案を含む実用的な点溶接制御用同期タイマーを製作するととも

に，前年度に引続き 3相周波数逓減式点溶接装置の試作研究を行つた． また

実際の点溶接工場において溶接機の整備状況を検討し，導体の接触部に特に

注意を要することを明らかにした・

3• 8 制御要索としての電気機械に関する研究

教授 沢井善三郎

普通の直流他励磁発電機を一つの制御要素と考え，これについて静特性，

過渡特性ならびに周波数特性を実測して，増幅度，時定数等を求め，前年度

までに行ってきたアンプリダイン，ロートトロール等の制御特性と比較し

た．以上の研究により各種の回転増幅機につき，ほぼその特長を明らかにす

ることができた・

3• 9 電子管式アナログ・コンピュータの研究

助教授 野村民也

電子管回路の組合せによつて，任意の常微分方程式の解を自動的にグラフ

として描出する装置で，自動制御装置の解析，合成をはじめ，振動問題，材

料力学の問題など，工学的諸分野に広い利用価値を有していな昭和 27年

度中間試験研究として実用的規模の装置を試作し，さらに昭和 30年度中間

試験研究によって，各種演冥要索の拡充を行つた・ この間確度の限界，誤差

の発生原因とその対策，設計基準などを解明するとともに，種々の実際問題

を扱って実用上の間題点について検討を行つている． （一部委託研究費）

3, 10 水銀陰極放電管の陰極輝点に関する研究

教授

研究員

鼠合正治

望月仁

従来から，電圧型点弧子によつて水銀陰極輝点の発生機構および輝点の維
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持の条件などを一般的に求めようとしている．本年度は，主として発弧機構

をしらべ，水銀との接触部に生ずる火花の間隙が 10-2-10-3 cmとなること

を点弧子の性状と点弧電圧の関係から推定し，特殊の点弧子によつて直接こ

の範囲を観測し，この種の点弧子の輝点発生が強電界放射に砧因することを

ほぼ立証しえた・ また，点弧機構を更に詳細に調べるため，点弧子の電圧電

流変化の原因を分離し，印加する電圧波形の影聾もしらべた・

3・11 

教授星合正治

前年より継続中のもの，本年度はほとんど巡展せず・

3・12 マイクロ波回路および伝送線路の研究

教授森脇義雄

マイクロ波の送受信に使用する立体回路共振器， フィルタ等の特性および

マイクロ波の給電線に使用する表面波線路とその応用について研究を行つて

いる．表而波線路については分布結合を利用した新形式の帯域フィルタを構

成してその特性を明らかにし，設計資料を提供しに表面波放射番として歯

形回路を用いるものにつき計邸および実験を行つて，大きさの割合に指向性

ならびに整合特性のすぐれた放射摺が得られることを明らかにした．

3・13 パルス回路とその測定への応用に関する研究

教授森脇義雄

種々の継続時間および繰返し周期を有するパルスとゲート回路とによつて

短時間の測定や計数放電管の測定，あるいは継続時間の分布の測定等に適す

る回路を作り，従来の方法では不可能であつた測定を可能にし，種々興味あ

る結果を得ている．継電器接点の振動の状況を測定する装置の実用化はその

一例であり，放射線のエネルギ分布を測定する波高分析器の研究も行つてい

る．さらに所要の特性を有するパルス回路の合成法の研究も迎めている．

（一部受託研究費）

3・14 自動交換回路の高速度試験装置の研究

教授森脇義雄

熱じよう乱雑音を増幅，クリップしてポアソン分布をなすパルスを作り，

これを自動交換機の電子管による模擬回路に加えて，諸種の接続法の優劣を
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実際の回路を使用するときの数千分の一の時間で測定することができるよう

にして，危率の良い交換回路の設計に役立たせようとするものである．本年

度は待合せ時間のある場合について研究を迎め，指数分布の保留時間を与え

る日路を考案して，有用な結果を得ることができた．（科学試験研究費）

3・15 ミリ波測定に関する研究

助教授 斎藤成文

4,000 Mc, 9,000 Mc, 24,000Mc瞥の測定に関する研究を完成後，これ等の

経験を基礎としてさらに周波数の高い 60,000Mc瞥（波長5mm), いわゆる

ミリ波翡：における測定装置ならびに測定技術の開発を行い，この瞥域におけ

るインピーダンス測定器としての定在波測定摺周波数測定を行なうための空

胴共振器，減衰の標準としての回転ベイン型の椋準減衰謡等の試作を完成，

さらに測定精度上昇，および測定の容易化のためのミリ波のジャイレータを

使用する研究を行い，ほぼ実用に供し得るものを得た．

3・16 電力用テレメータならびに保護装置の研究

教授麻木昇

東京電力と協同して新しい搬送保護継電方式およびテレメータ方式の開発

研究を行っているが，また，商用周波数の梢密測定の研究も行い，将来行わ

れる送電系の周波数制御に応用せんとしている．

3 .17 観測ロケット用テレメータの研究

教授高木昇

劫教授 野村民也

助手黒川兼行

30年度ベビー・ロケット用テレメータの成功に鑑み， 31年度のカッパ・

ロケットの実験には観測年用のためのテレメータ装置（通達距離 100km以

上）の第一次試作を行つて試験した．使用周波数は 225Mc, 出力は 2W,

チャンネル数5で， 7秒毎に各測定賊に短時間較正電圧を入れるようにして

測定の緒度を高めた・ 試験の結果は良好であつた（本装置の試作には日

気 KKの協力を得た）．

また，ベビー・ロケット用のテレメータ装置(4チャンネル）を改良の上，

カッバ・ロケソトに使用したが， これまた良好な成果を収めた（本装置の試
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霞気研究所に依頼した）．

ロケット用アンテナについては，ワイヤアンテナ．ボデーアンテナ，その

他各種のものについて広範なモデル実験を行い，ボデーアンテナがカッパ・

ロケットに適することが分り， これを採用した・

3・18 観測ロケット）廿自動追尾レーダの研究

教授

助教授

助手

木昇

野村民也

川兼行

観測用ロケットを自動追尾し，時々刻々のロケットの飛しよう経路を自動

記録するレーダの開発研究を行つて来た・ 明星軍気研究所の協力により，周

波数 1,680Mc, 追尾速度 6°/see., ビーム巾土40のレーダを試作したが，ヵ

ッパ・ロケットの実験にはロケットに送信槻を搭載し，自動方向探知楓とし

ての性能を調査した．ほぼ予期の性危が得られたので，次いで距離測定の白

動記録について研究中である．

また， ／ーダ用アンテナとしては尾粟にノッチアンテナを刻み，その性従を

モデルによって詳細に調査した．その結果をカッバ・ロケソトに応用して良

好な成果を得た・

3・19 トランジスタの応用研究

教授高木昇

助手石橋泰雄

ロケット用霞子管回路をトランジスタ化する際に， トランジスタの高温に

おける動作が問題になる．そこでトランジスタ増幅摺が 70°c においても

安定良好な増幅特性を示す回路を考案した．

3, 20 合金接合トランジスタおよびダイオードのパJレス特性

助教授 安達芳夫

合金接合トランジスタをパ！レス回路に使用したときのスイッチング時間を

外部回路条件を広範囲に変化して測定した結果，スイッチング時間は入力側

と出力側とに明確に区別して分類定義すべきことが分つた． この理論を確立

するさいに便利な函数として，拡張誤差函数・拡張ガンマ函数を提案した．

またパルス試験法によりダイオードの良さを総合的に判定する方式を確立し

さらに従来より箇単な見かけの少数キャリア平均寿命測定法を提案した．
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3・21 超音波鍛接による半導体と金属との接合の作製

助教授 尾上守夫

超音波銀接を用いてダイオード等の接合を作る簡易な方法を開発する試み

を行い，得られた接合についてはゲルマニウムの場合を中心に電気的・機械

的諸特性を検討した．普通の合金法より箇易に lVにおける整流比 lQ3程度

の接合が空気中で試作されるようになったが，同時に表而処理の条件を変え

て整流性接合， ohmiccontactの両方が得られ，一応第一の段階を終つた．

3・22 接合型ダイオードおよびトランジスタのアドミタンス変閻

助教授 尾上守夫

外 1 名

トランジスタの測定法を検討して高周波における一方法を発表したが，並

行してそのとき発明した特殊な橋絡T型インビータンスプリッジを活用，各

種接合の順方向徽小交流特性に関する基礎的研究を行った実験の結果，順方

向バイアス電流によつてアドミタンス変調を受ける新らしい現象を見出し，

ある条件で接合型トランジスタでさえ誘尊性アドミタンスを呈することを知

った． これに対する周波数の影孵を調べ，かつ理論的な解明を進めつつあ

る．

3・23 超音波による非破壊検査法の研究

助教授丹羽 登

超音波インパ）レス反射法および共振法による材料の非破壊検査法の実用化

に関する研究を行つた・

学振超音波探傷法協議会の仕事として超音波探傷器用感度標準試験片制定

についての実験研究を行つた・

溶接部の非破壊検査に関する総合研究の一部を分担し，超音波検査法によ

る欠陥検出指力の検討，他の諸方法との比較を行つた・

（運輸省応用化試験研究費，東京都研究委託事業研究費）
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第 4 部

4・1 イオン交換の研究

助教授 山辺武郎

イオン交換平衡の研究においてイオン交換平衡の新らしい変数を迎入し

た・ すなわち，“交換分率＂なる変数を郡入して，従来多くの研究者によって

用いられて来た，“当鼠分率＂に優る結果を収め，さらに“交換分率＂を用い

た平衡式を導いた・

イオン交換の応用の研究としては，海水の利用研究の一端としてイオン交

換樹脂によるホウ酸イオンの吸荒の研究を行い，さらにイオン排除法による

ホウ酸イオンと塩索イオンとの分離を行わんとするものである．

4・2 ガラスの研究

助教授今岡 稔

珪酸塩，硼酸塩，燐酸塩，弗化物その他のガラスについて，総合的にガラ

ス形成の条件とガラスの諸性質との関係を調べ，光学用その他のガラスの改

良，新領域開拓の基礎とするものである．本年度は特にテルライトガラスに

ついて調べた．（文部省科学研究費）

4• 3 薬液注入法の薬液の研究

助教授今岡 稔

水ガラスーア）レミン酸ソーダ系薬液の急硬性を生かし，その強度，安定性

の改善をはかるものである．

4.4 回路電極による現像液の電位滴定

教授菊池真一

銀，金，白金の を用いて現像液の電位を測定した．表而の汚染を~

避けるために上方にてプラシで掃除するよう工夫したところ安定な電位を得

た．

4・5 バナジウム迅速現像法の研究

教授菊池

2価のバナジウムイオンを用いて，普通ならば， 2-3分かかるフィルム

の現像を 15秒位で完了できなさらに3価になつたバナジウムイオンを再
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び電解還元によってもとにもどしうるので，連続使用可記である． この方法

により自動現像装置をつくり，ボジフイ）レムを現像することに成功した．

4・6 高級漂白剤の製造ならびに塩素酸塩電解に関する研究

助教授野崎 弘

従来マグネシウム潔白粉 Mg(OH)2・HClO,Mg(OH)2について製造法な

らびに応用について研究した．漂白，消毒，食品貯蔵剤として用途がひらけ

た． これにひきつづき塩素酸塩の高能率電解製造法を研究している． これか

らさらに繊維，および紙の高級漂白剤 Cl02の製造研究を計圃している．本

研究には藤代光雄が協力している．

4.7 難還元性金属の製錬

助教授野崎 弘

前にア）レミナ電解を研究した． ア）レミニウムは難還元性の金属で溶融塩電

解で得られる． これに関連性をもつ金属としてチタニウムの電解製錬をとり

あげた．酸化物の電解で，ある程度の結果を得たが，工業的にはまだ幾多問

題がある．現在は四塩化チタンの製造研究を行つている．主として多数の

酸化物の触媒の研究である． これについて 2酸化マンガンが比較的低温で効

果のあることを認めた．また酸化バナジウムが特異な作用をすることを認め

た． この方而には長島清治の実験協力を得ている．

4-8 電極界而現象とその工学的応用

助教授野崎 弘

水電解における水索過電圧，酸索過霞圧の究明ならびにその工業的怠味は

直要であな金属の腐蝕対策，研磨，電鍍なども実際にはまだ経験的範囲を

出ない．ポーラログラフィーは分析学上重要さを加えつつあるが， これも一

つの応用である．高度の酸化反応を行わせる霞極材質 Fe30.,Pb02 なども

問題である． これらの諸問題はいずれも電極界面現象の一般論から解決され

るべきものとの方針のもとに研究をすすめている．目下大学院浜野裕司と共

に水電解用電極の研究中である．

4,9 顔料の濡れに関する研究
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塗料，印刷インク等の製造に当つて特に重要な間題である顔料の面れに関

し，種々の而より検討した・ バーテル槽および簡易甜れ装置．を試作し，カー

ボンブラック黄鉛を試料として各種溶剤による濡れを測定し，その接触角を

求めた．また濡れる際に排出される空気鼠の測定，濡れの際の湿潤熱を測定

し，バーテル槽による研究結果と比較検討した・

4・10 胆肪酸および油脂に関する研究

助教授 浅原照三

脂肪酸の液体無水硫酸による aースルホン化を行ない，その反応生成物の

性状を明らかにし，その誘迫体を合成した． また）］甘肪酸ビニJレとアクリロニ

トリ Jレ，酢酸ビニJレ等との共重合を行ない その際の M・R・R・を決定する

と共に，脂肪酸ビニJレの内部可塑性を検討した． また漆原ニッケ Jレ触媒，銅

ーニッケル触媒による油脂の水素添加を研究し，その選択• 水添触媒として

の性危を検討した・ このほか抱和脂肪酸に関するポーラログラフについて研

究し，その際認められる波は還元波でなく水素波であることを明らかにし

た~．

4・11 界面活性剤の性危試験

助教授 浅原照＝

研究員 後蘇健

セミ・ミクロ没透試験器， ミクロダイオスコープの試作を完了し，繊維に

対する界面活性剤の油れおよび浸透の現象を研究した．つぎに前年試作した

ゴニオメーター型接触角測定装置について改良を加えたが，これは葉而に対

する農薬の接触角測定用の椋準装四として使用されている．

こ
，
 

こf
 

、ま を用いて，活性剤の金属に対する防錆効果を検討した・ さ

らにセメント，配合肥料に対する界面活性剤の利用につい-~研究し，著るし

い効果を有することを見出した．（一部科学研究総合研究費）

4・12 連続アルカリ融鱈合成装置の研究

教授

助

助手

男

行

士

芳

信

正

井

籐

辺

永

後

田

アルカリ融解の装置は従来はバッチ式であなわれわれは次の 3点すなわ

ち小型連続式による，攪拌回転を速める，温度の調節を厳密化する，に注目
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して次の如き装置を考案した・

4mにおよぶニッケル製の長樋型反応器中に縦走密接して有多翼攪拌軸を

設け，その各炭は必要に応じた角度に固定しうるようにした．融解剤ならび

に出発原料たるスルホン酸は一方より仕込まれると共に一定時間後に他方よ

り流出するよう炭の角度と回転速度を按配しうる．溶融物ならびに装置の総

きくない炭温度の調節は厳密に行うことができな温度は最高

300°c, 攪拌回転は最高 1,000rpmの性能がある． フェノールならびに P-

フェニJレ・フェノールの合成につき研究中である．

4・13 染料の合成に関する研究

教授永井芳男

助手後藤信行

助手田辺正士

インダンスレン染料は最堅牢な染料として将来ますます重要なものとなる

が，価格の比較的高いことが唯一の欠点である．それは第1に反応工程の選

択，第2に合成技術の水準，第3に原料の価格に懸つている．そこで，近代

的新反応の採用，有機電子論的考察，副反応の探究，日本的立場よりする再

吟味によつて反応工程のより合理化を図り，収率並に品質の向上に努めてい

る．別に，合成繊維，例えば，オーロン，テリレン用染料の研究もしてい

る．

4・14 未利mタール成分の利用研究
教授永井芳男

助手後藤信行

助手 田辺正士

未利用資源の利用研究は現下のわが国にとり極めて緊要であり， ECAFE

の3大要請の一つであるが， このことはコールタールの分野において特に感

深いものがあな実にコールタールの 90銘以上が何等高度の利用なく研究

的に放置され， 31年度においてその薗は 40万トンに達している． これは文

部省の総合研究の一部であり，筆者はビリジン高級同族体，アセナフテン，

ビレンを分担しt晶礎研究を行つていな総合研究とは別にアントラセンの化

学を行つている．アントラセンは堅牢なアントラキノン系染料の重要な原料

であり，概して酸化によりアントラキノンとしての立場より合成原料に用い

られていな しかし有機電子論的な観点よりアントラキノンには多くの弱点
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のあることが考えられるので， これをできるだけ避けるためにアントラセン

のクロル化を陥礎的・徹底的に行いつつある．現在までに 10数ケの化合物

につきその合成法，性質の詳細な知見を得ていななお， クレオソート油の

利用研究も行いつつある．

4・15 微鼠有機合成に関する研究

教授永井芳男

助手後藤信行

助手田辺正士

有機合成研究における使用原料は概ね 10-100gのオーダーであるが，

者はその 1/100-1/1000たる 0.1gの程度で合成反応操作の研究を進めつつ

あり，従来までは成功的であつた．徽鼠分析法， クロマトグラフ法，赤外線

吸収スペクトル等を併用することにより， このアイディアは着実に体系化さ

れつつある．

4, 16 低分子放射線化学の研究

教授永井芳男

助手後藤信行

低分子化合物への放射線の照射効果については，ほとんど報文的に明確な

記載は見られないが，ニュース的には相当な成果を期待してよい事実が世界

的に注目されつつある．特に合成面においては興味深く，例えば，ソ連より

はベンゼン 1kgよりフェノール 1kgを得るという画期的ニュースも出てい

なわれわれは 50Curie以上の種々な socoを使用可能な範囲に用いて広

汎な研究を行つている．

4・17 濃厚もろみによる醗酵

助教授 中村亦夫

助手吉弘芳郎

デン粉質原料よりアJレコールの製造法の改良面で大きな未解決の問題は濃

厚仕込みによる醗酵であろう．濃厚仕込みを行うに際しての問題では原料の

均一蒸煮，蒸煮もろみの高粘度の対策，そのもろみの完全な糖化醗酵を行わ

す条件などがある．

われわれは蒸煮には弱い加酸を行つて阻害作用を防止しつつ，もろみの粘

度を低くし，均一蒸煮のために連続蒸煮機を考案使用し，蒸煮後アルロ法，
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液体麹法などを折衷して使用し，充全な糖化醗酵を行わせる諸条件

を研究していな

4・18 メラノイジンの研究

助教授 中村亦夫

助手吉弘芳郎

食品の色，特に醤油，水飴などの色は糖とアミノ酸からなるメラノイジン

系の色素からできていなわれわれはこのメラノイジン生成機構について，

比色法，アゾトメトリー法， クロマトグラフ法などを使用して研究を行つて

し、る．

4・19 多段流動吸着法による炭化水索の分離

教授福田義民

研究員 河添邦太朗

吸着剤の多段流動隠により炭化水素混合物より芳香族を連続的に吸着分離

せしめる小規校装置を設四し，連転条件について理論的ならびに実験的に考

究してし、な（科学試験研究費）

4・20 充填屈内の流速分布に関する研究

教授福田義民

研究員趙容逹

充填府内における流体の流速の分布は，充填層によつて吸収，抽出，接触

反応，イオン交換，吸着等を行う際非常に問題となるので熱線流速叶を使用

して充填層出口各点の流速を測定し，流速の分布におよぼす平均流速，充填

物径，管径，充瑣層艮等の影態を検討し，一般的結論を求めた．

4・21 吸滸操作に［見lする研究

教授福田義民

活性炭による溶剤回収の届礎研究として，加着操作における物質移動速度，

水蒸気脱着における脱着速度等について解析的，実験的に研究を行つてい

る．また攪拌状態ならびに流動屈において各種吸着剤による脱色， ヨードの

回収の実験を行い，装置，操作条件に関して検討を加えている．

4・22 多段流動吸着法による天然鍼水叶1の沃索の分離採取
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研究員 河添邦太朗

千葉県下の天然ガスと共に出る鍼水を使用し， これに酸化剤を加えて沃素

を遊離せしめた後，活性炭の多段流動層に通し，馘水中の沃素を連続的に分

離採取する方法について研究を行つている．

4・23 イオン交換操作の研究
教授山本

固定床式イオン交換樹脂充填層によるイオン除去において，交換幣層高に

およぼす液流速，ィオン談度の影懇を研究し，固定床イオン交換装置，移動

床式連続イオン交換装置設計のための化学工学的基礎研究を行つている．

4・24 籾密訓温分溜装四の試作研究

教授山本立

技官丸山隆

回分精溜装置において遠流比を自動的に変化させて梢密に割温蒸溜を行う

装置を試作研究し，現在還流比調節器以外の部分の自動化への研究を進めて

し、る．

4・25 塩類精製に恨lする研究
教授岡宗次郎

助手栗原鎖夫

特殊イオン添加法による高純度塩類の製造について研究を続行し，有機試

薬とカリ塩類の反応に応用してその機構を解明し，また結晶形の変化とイオ

ン交換樹脂を並用することによって粗カリ塩の迅速精製法を研究した・

4・26 カリウムの迅速分析法の研究
教授岡宗次郎

助手和田芳裕

テトラフェニル硼素その他新らしいカリウム定量用有機試薬を用いた分析

法とまた EDTA法による種々の分析法を詳細に研究し，製塩工業その他ヘ

の迅速分析に応用した・

4・27 定電位電解分析法の研究
助教授 武藤義

助手中島徹
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磁気増幅器応用の自動定電位電解装置やその他の試作を完了し，また種々

の型式の電解槽も試作してその性能を検討し，それを応用してナトリウム，

カリウム，力）レシウム，マグネシウムなどの電解定鼠法を研究した・

4・28 光電比色分析法の研究

助教授 武藤

分光々度法の応用を研究して，多鼠成分としてのニッケJレ， コバルトの定

量や希土類の定最も研究した・

4・29 セリウム電最滴定法の研究

教授高橋式雄

工業分析において， CeWによる酸化反応を利用する分析法（セリウム滴定

法，セリメトリー）の試薬の高価なため今日なお余り発展していない． ょっ

て電量滴定法（クーロンメトリー）を応用し，試薬を反復使用する方法につ

き研究した．極めて酸化され易い物質においては電解酸化により CeW を生

成させ，直ちに反応させ終点を電位変化によつて決定する．比較的酸化され

難い物質においては過剰の CeW存在で反応させる場合， FellIの存在でまづ

過剰の CeWを電解発生させ，反応後残留せる CeWを FellI之FelIを利用

して CellIに電解還元させ，以上の電菫（定電流電解の下における電解時間）

の差をもつて分析する．

4・30 アルギン酸誘導体の研究

教授高橋武雄

アルギン酸のプロピレングリコーJレ・エステルの水溶液の電郡度がそのエ

ステル化度によって，あるいはまたその浪度によつて如何に関係するかを研

究して，その重分子電解質としての特性を明らかにしつつある．

またアルギン酸の酷酸エステル(80%アセトン可溶性）の製造について研

究し，ヶテンを用いる気相酷化法に比して繊維状酷化法（ベンゾールの存在

で無水酷酸を作用せしめる）の方が比較的容易に目的のエステルを得ること

を明らかにしたので，その反応条件と酷化度との関係に関して攻究しつつあ

る．（総合研究費「高分子電解質の研究」分担）

4, 31 螢光体の研究

助教授 仁木栄次
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発光塗料の研究を行つてきたが，今まで用いられているものは Raまたは

MsThの a線エネルギーを用い ZnS/Cuを光らすものであるが， ZnS/Cu 

等の釘線に対する感度を調べ， gosrの /1線を発光堕料のエネルギー源とし

て用いられるかどうか検討研究中である．

またテレビジョン用プラウン管，螢光膜の研究会の一員として螢光体の

面処理の研究，および活性金属，その他の分析化学的研究を行つてきた・

4・32 ポーラログラフの研究

助教授 仁木栄次

交流プリッジ法ボーラログラフおよびオッシログラフボーラログラフの研

究を行い，電極反応速度と電極容鼠現象等の電気化学的検討を行っている．

また直流ポーラログラフと併用して迅速分析上の応用研究も行つている．

交流ポーラログラフの装置研究としては一応完成したが，これが実用化装

屈として，電気的および電気化学的の間題をなお検討中である．

4・33 有機感光剤としての螢光色索蛋白複合体の研究

技官藤森栄二

蛋白質の SH基（この他システィン，チオグリコール酸）と特異的に反応

する新有機試薬であるフルオレッセイン系，更にローダミン系螢光色索を見

出し， SH基の分析に役立てたが，一方この色索蛋白の感光性，吸収特性を

研究して感光剤としての有機色索の利用の開拓のための砧礎研究を行つた．

4・34 製錬反応の非可逆熱力学的研究

助教授 松下幸雄

鉄鋼製錬においては，主として不均一系化学反応が相互にあるつながりを

保つて迎行するが， これに拡散，粘性流動などの物理過程が著るしい効果を

もつている上， とくに現場的には，熱力学的平衡状態を期待できないのが普

通である．そこで，たとえば溶鋼中酸索の動的変化につき，現場資料をもと

にして非可逆熱力学的な立場から考察をすすめている．（科学研究費）

4・35 溶銑中酸素と脱流過程に関する研究

助教授 松下幸雄

真空溶融法によつて銑鉄試料の含有ガス鼠をきめることができるが，当所

の It試験高炉の操業実績にもとずき，主として，溶銑中硫黄のスラッグ，
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メタル間における移行と，溶銑の酸化度との関係につき，数多くのデータか

ら重相閃四帰式を求めて脱硫機構を考察するものである．

（文部省溶鉱炉連転費）

4・36 マグネシウムその他の金属の電解製錬に関する研究

教授江上一郎

金属を塩化物電解法によって製造する場合，陽極に発生する塩索の処理法

は重要な問題であるが，特殊な陽極を用いて，高温• 発生機の陽極塩索を直

ちに陽極構成物質と反応させることによつて，電解製錬を有利に迎くことが

できる．この観点から， Mg,Tiその他の金属の電解製錬にこれを応用し，

その陥礎的研究と同時に工業化試験を行つている．（一部科学研究費）

4・37 アマルガメーテッド・アルミニウム陽極の研究

助教授 久松敬弘

悔水中の構造物に対する陰極防蝕用流電陽極としてのアマルガメーデット

• アルミニウムの特性につき研究を行つた. Electro—coating 用 Boosting

Anodeとしての油槽船油槽の 100tモデルについて実用化試験を行つた・

種々問題点はあるが純マグネシウムに代り得る性質をもつものである．

4・38 放射性ガラス砂による標砂の研究

助教授 加藤正夫

昨年度までの研究に引き続き今年度は 6ocoを使用してガラス砂をつくり，

水深3mおよび9mにおける海底漂砂の広範囲にわたる移動の追跡を行つ

た・ なお，本年は海底漂砂移動の絨的追跡のための予備実験をも行つた.i票
砂試料を採取して垂直方向の放射危分布を検討した結果，漂砂の移動機構に

ついてかなりの成果が得られたので，今後大規模な追跡により移動機構およ

び移動鼠の検討を行う予定である．

一方，従来得られた悔底放射能分布図を分析して，放射性ガラス砂の鼠的

分布を知るための甚礎実験はモデル実験により進められている．

4・39 ツリウムー170を用し、たr線ラジオグラフィー
助教授 加藤正

助手小林昌敏

fl乍年度においては低エネルギーr線源 Tm-170 (半減期 129日）を軽合
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金のラジオグラフィーに応用するための予備的な研究を行つたが，その結果

きわめて効果的であることが確認されたので，今年度の研究では各種X線フ

ィルムを用いて Al合金のラジオグラフィーに用いる露出線図を作成した・

Tm-170の印線が各種の物質中で放射する制動輻射の影評についても検討中

である．

4・40 C-H比メーターの試作研究

教授谷安正

助教授 加藤正夫

助手小林昌敏

各元茨⑰汀3線吸収断面伯がその原子の電荷I質鼠比に依存することを利用
すれば，試料の比重および試料のg線吸収係数を測定することにより成分元
素の定鼠を行うことが可能である．

水索原子の電荷I質鼠比は，他の元索の原子のそれの約 2倍であるために
試料中の水素の分析梢度は高い． したがつて有機化合物の分析に C-H比メ

ーターとして利用され， とくに石油工業において迅速分析に応用することが

できなこの研究ではきわめて精度の高い C-H比メーターの試作を行つて

し、る．

4・41 鋳物用耐蝕アルミニウム合金の研究

助教授

技官

加藤正夫'

中村康治

Al-Mg 2元系合金のうち JIS規格合金として実用されている Al--4.5銘

Mgおよび Al-10銘 Mg合金についてその製造条件の研究を行い また主

成分や不純物の含有絨の変化による影孵を明らかにした． この基本系として

の Al-Mg系の Mg含有屈による諸性質を測定し，特に高 Mg域における

Siの挙動を金属学的に解明した・

4・42 アルミニウムロールボンディングの研究

助教授 加藤正夫

技官 中村康治

アルミニウムおよびその合金の溶融法や接着剤を用いないロール圧接法が

最近注目されて，—, 二実用されるものがある． この圧接における邸礎条件

の研究を行い， ロー）レ接着部の接着信頼性を腐蝕試験，曝露試験，外力試験

57 



などについて試験中である．

4・43 鋳物用アルミニウム合金の標準性質の測定

助教授

技官

夫

治
正

康

藤

村
加

中

JIS H5, 202に規定された鋳物用ア）レミニウム合金， 15合金，31材質につ

いての標準的諸性質の測定に関するア）レミニウム鋳物委員会の共同研究の一

半を分担し，引張試験，硬度試験および腐蝕試験，電気化学的性質の測定を

実施中である．

4・44 鉛合金に関する研究

助教授 加藤正

技官西川精

PbーSb 合金の—15°C~70°C 時効におよぼす微鼠元索 Zn,Ge, Se, In, Au, 

Hg,Tlの影唇を硬度，電気抵抗変化で研究を行つた．また， 99.99:;;; Sbを

使用した場合の PbーSb純二元系の時効，それに対する As単独の影薯

B Subgroup elements各単独および徽鼠の As(0. 005災程度）との共存の

場合の影響をしらべた. Pb-Te系の加工硬化，再結晶，結晶生長の特性を

硬度，組織， X線の方より研究した・

4・45 銅合金に関する研究

技官西川精

Cu-Al合金釘相の恒温変態の金属組織 X線的研究， Cu-Al a相の加工

硬化と低温焼鈍に関する研究を行つた・ 純銅， レッドプラス，アルプラック，

キュプロニッケルの耐蝕性について研究を行つた・

（耐食性試験は一部所外受託研究費）
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第 5 部

5・1 原位置土質試験装置の試作と実用研究

助教授 三木五三郎

サウンディング装置として小型の貫入試験装置とオランダ式円スイ貫入試

験装四を試作して比較実験したほか，地表近くの細拉土の強さを箇易に求め

る押込みベーン試験機と，粗粒土の強さを調べる引抜き試験装置を考案試作

の上実用試験を行つた・

5・2 橋梁邸礎の土質調査

教授

助教授

星埜和

三木五三郎

東京都内荒川放水路に架設される西新井橋の基礎土質について研究し，各

種陥本土質試験のほか，通常の圧密試験，三軸圧密試験を行い，比較した結

果両者はかなりよく一致することを確かめ，沈下および安定計邸を行つて設

計上有力な資料をえた．（委託研究）

5・3 特殊タールの安定性に関する研究

教授星埜和

他 1 名

特殊タールおよびアスフアルトの合材について三軸試験により安定性を半し

定する研究を行つた・ 密閉式と開放式を併用して比較した結果によると，両

者から求められる粘滸力はかなり異なり，内部摩擦角も必ずしも常に一致し

ないことが判明した．温度の影聾を実測した．（委託研究）

5・4 土木構造物の応力測定

助教授 久保慶三郎

土木構造物の応力または変形を実地に測定することによって，構造物の耐

カの判定または設計の改善に資せんとするものであな構造物としては橋梁

（市川橋，荻原橋等），橋脚， レール等である． レールの場合は，その測定に

よつてレール下に敷設した防振材の有効性とレールの振動性状を調査したも

のである．

5.5 アスファルト合材の力学的性質
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助教授 久保慶三郎

本研究はアスファルト合材の諸性質のうち特に力学的性質の実験的研究で

ある．力学的性質として，温度と強度との関係，強度とヤング率との関係，

密度と強度との関係，衝撃強度等について実験を行った．圧縮強さは温度と

共に急速に低下するが，アスファルトの膜の厚さを薄くすれば強さが増加す

ること，強度は密度と比例関係にあることが明らかになつた・

5・6 合成トラス橋に関する研究

教授福田武雄

鉄筋コンクリート橋床をトラスの上弦材の有効断面として活用する上路ト

ラス道路橋についての研究である． このような合成トラス橋は，いまだ世界

に例がない これについて設計方針および計邸方法について研究した結果を

応用し，新潟県中宿橋（支間 31.5 rn, 有効幅員 6.0 rn)および宮城県滝之

沢橋（支間 42.0 rn, 有効幅員 4.5rn)の両橋を設計した．中宿橋は昭和30

年度に完成し，滝之沢橋は，昭 32.3現在，鋼材製作中である．昭和 31年

度において，中宿橋について現場において詳細な載荷試験を行い，静的およ

び動的の応力，タワミ，振動などを実測した・ その結果，研究者の設計方針

はおおむね妥当であることが実証されたが，二，三の点については当初の設

叶方針を改訂する必要があることがわかつた・

合成トラス橋では，通常の設計になるものにくらべて所要鋼材鼠の節約を

予想していたが，中宿橋では約 25兄滝之沢橋では約 30鈴以上の鋼材節

約が実現された．

5・7 河川の形態の綬慢な変化に関する研究

励教授 井口昌平

河床または河岸が移動し得る物で構成されている場合に，河川に工事が行

われ，または流域の水や土地の利用状態が変ると，それにつれて河川の形態

が緩慢に変化することが多いその変化はさらに河川の流れの regimeを変

化させることにもなり，さらに再び形態に影態をおよぼすとも考えられる．

この研究はそのような現象を個々の河川について求め，またそれについての

一般的な知談を求めることをめざしている．

5・8 高炉セメントを用いたコンクリートの研究

教授丸安隆和
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助手水野俊一

靡炉セメントおよび二種高炉セメントを用いた場合のコンクリートの性

質，配合設計＾，養生方法，その他について研究を行つている．

5・9 高炉鉱滓の利用に閃する研究

教授丸安罹和

助手水野

高炉鉱滓をコンクリートの骨材として利用したときの性質についての研究

であつて，鉱滓の性質， コンクリートの強度，安定性，その他の問題につい

て究明し，その資料を得ている．

5・10 コンクリートの品質管理にl関する研究

教授 丸安 Iりも和

助手水野俊一

所望の品質のコンクリートを製造するために必要な諸種の間題を研究して

いくのが目的であつて，すでに実際の現場における試験，品質管理に必要な

試験方法，配合設計を行なうための平均強度の取り方などについて研究し，

その成果を発表し，各種の示方書にも取入れられている．

5・11 天然色航空写真測鼠に関する研究

教授丸安隆和

航空写真測鼠のさらに広範囲な利用を目的として，天然色航空写真測鼠の

利用を考えた．すでに試写を終り，撮影条件その他の諸問題を検討してい

る．

天然色写真の効果については，まだ世界各国でその研究が緒についたばか

りであり，結論はでていないわが国においては最初の研究であり，国産材

料による写真の効果の検討と相まつて大いにその利用の道を拓くべく研究を

進行させている．

5・12 建築構造物のリミットデザインに関する研究

教授故小野

助手田中尚

終局強度を対象とした構造設計法に関する研究の一部として， ラーメンに

2種類の荷重が作用する場合の安全荷重域の性質について研究し，設計に利
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用できる数個の法則を得た・

5, 13 殻構造に関する理論および実験的研究

教授坪井善勝

殻構造の力学的性状を把据するため，理論的実験的に研究を進める．主と

して実用性が高い偏平殻を対象とし，汗シエル（ハイパボリック・パラボロ

イド・シエル）に定差法を応用した解析を行い，特に，種々の支持条件に関

して弾性実験ならびに鉄筋モルタル模型による荷重試験を併用して検討を加

えた．

また， コノイダル・シエルの理論的研究，円筒相貫体シエルの実験的研究

も同時に行い，周辺の支持条件，曲面の不連続性等について明らかにし，殻

構造設計上の指針を与えた．（一部科学研究費）

5• 14 水平力を受ける無梁板構造に関する研究

教授坪井善勝

無梁板鉄筋モルタル模型に静的繰り返し荷重を加え，各点の歪み，撓み，

柱頭の破壊性状を測定し， これと理論式とを検討して，無梁板構造設計の基

礎資料をえた・

5・15 水平力をうける曲而板構造に関する研究

教授坪井善勝

曲面板構造が地震力を受けた場合の性状を研究する砧礎的段階として， 4 

本の柱に剛接された円筒殻が軸方向に繰返し，静的水平力をうける場合の挙

動について理喩的，実験的に研究を行い，殻の椀み，歪み，亀裂の分布状況

および破壊機構等，構造設計上の資料をえた・

5・16 鉄骨鉄筋コンクリートに関する実験的研究

教授

助手

勝

実

善

＊
 

-..
 
r
 

•4 
”
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坪

数年来，実験的研究を行つてきた鉄骨鉄筋コンクリート構造に関する研究

のうち， (A)曲げモーメントを受ける梁， (B)偏心圧縮柱， (C)剪断力を

伴う柱，に引続き， (D)剪断力を受ける梁， (E)仕口，の研究を行つた・

(A)-(E)は鉄骨鉄筋コンクリートに関する大部分の間題を網羅する

ものであつて， これらを総合して得られた結論は，鉄骨鉄筋コンクリート構
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造設計上の諸問題に対する指針を与えた・

5・17 鉄筋コンクリート架構接合部に関する研究

教授

助手

勝

雄

善

秀

井

代
坪

矢

鉄筋コンクリート架構接合部に関する実験的研究のうち，短期応力（地震

時）を対象とするはりハンチの配筋効果に関する研究と逆対称荷重をうける

仕ロ (joint)における鉄筋の付滸に関する研究を行い，鉄筋コンクリート構

造設計上の資料を得た．

5・18 建築物の熱的および透湿的性質に関する研究

教授渡辺要

種々の形をした隅角部分および多層平而壁の温度分布の理論や熱的定常お

よび不定常状態における温度分布，熱伝郡の実用解とその比較などの研究を

行い建築設計の実際に便利に応用し得る結果を求める．なお防露を目的と

する各種材料の permea bili ty, その他建築物の sun-control,cooling deg― 

ree daysについて研究を進めている．

5・19 建築音啓に関する研究

教授

助

渡辺要

石井聖光

各種オーデイトリアムの残需時間，反需，音場分布，遮音度等につき生研

式プラウン管直視型残署計， highspeed level recorder, 生研式騒音計など

により調査研究しさらに実験室において孔アキベニャ，孔アキテックス， コ

ペンハーゲンリプその他の材料および設備（例：椅子，人間など）の吸音率，

吸音力の測定，ガラス窓等の遮音率等を測定し，かつこれらを理論的に解明

することに努め，建築音需設計上の指針と資料をえんとするものである．

5・20 暖房における日射の影聾

教授渡辺要

冬季暖房における日射の影態について， これを理論的に解明する．

5・21 建具構造の建築衛生学的研究

助教授 勝田高司
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各種鋼製建具（サッシ）の気密度，雨仕舞に関し原寸供試体によって測定

を行う．おのおのにつき建築衛生学的立場から得失を明らかにして設計計両

上の指針をもとめようとするものである．

5・22 室内気流に関する研究

助教授 勝田高司

助手後藤滋

換気あるいは空気調整を行うとき，室内に生ずる気流および温度を，その

室あるいは建物の用途に適し，かつ衛生，作業能率の点で適当であるように

するため，必要なディフューザーおよびダクト・システムの計圃基準資料を

実験的に求めようとするものである．（一部受託研究費）

5・23 局所排気に関する研究

助教授

助手

勝田

後

司

滋

工場内のガス，塵埃および熱等を除去するための排気フッドにつき，実験

的検討を行い，それらの性能向上と共に設計上の資料を求めようとするもの

である．（一部労働省試験研究費）

5・24 軽金属およびプラスチック材の建築への応用

教授星野昌一

軽合金およびプラスチック材の建築への応用は， ようやく軌道にのつてき

たが，まだ適切な工法が採られていない場合が多く，各種材質，用途に応じ

た標準仕様の研究を行い， これら新材料の進むべき途を指導している．

5・25 軽鼠不燃構造の実用化試作

敦投星野昌—•

鉄板折油材を枠とするパネル構造により，住宅，事務所，車庫，アパート，

病院，船室等を試作し，その居住性，温湿度，耐候性，経済性などに研究を

重ねてきたが，公営住宅，公庫住宅等の不燃化の線に沿い，経済的に実用化

する股計を進め，試作をつづけている．（一部委託研究）

5・26 建築配色砧準の作製
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教授星野昌一

色彩調節の理論をさらに一歩進めて色彩調和の通則を求める研究を行い，

各種用途の建築の内外の配色の悲準をつくり，実際の建物に適用してその対

果を検討している．

5・27 軽凰不燃構造の防火力増強に関する研究

敦授星野昌一

技官田村直

各種の防火的新構造に対して，一定の火災条件での焔および輻射を加えて，

その必要被覆厚，取付方法，下地および哀面断熟材等のエ法を明らかにし，

悲準法改正に伴なう種々の新工法の出現に対して可否の判定を下すべき資料

をこの研究によつて明らかにしようとするものである．

5・28 都市再開発についての研究

教授靡山英

訓年度研究課題「大都市における空閑地に関する研究」，「立体区圃整理に

関する研究」などの成果に基き，再開発の予想せられる地域を選定して実態

調査を行つて，設計上，建設上，経営上の間題を明らかにし，その実現方策

について，検討を加えた・

本年度は主として「日本橋横山町調査」を行いまた，山手住宅地の数地

点につし、ても を行つた・

5・29 

助教投池辺 陽

従来の日本の住居は，生活様式，生産方法その他の而に欠陥があり，その

解決は重要な課題である． この研究はその一部として，住居デザインの理論

化を目椋として迎められているものである．方法として資料分析:, 実験，実

験住宅の設計実施等をf}f:用し，現在までに組織理論をほぼ終了し，現在励的
組織，定鼠分析を主として行つていな これによつて住居の製良度の測定が

可従となると思う．

5・30 建築椋準化の研究

助教授池辺 陽

建築の工業化の進展は，建築各部品の標準化を必要としている.; 標準化の
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前提条件ともいうべきモデュー）レ（晶準尺度）について，理論，および実験

研究を行ってきたが， 現在 X=2"ー2k(k=l. 2. 3. ・・・・・・・・・・・・9)cmにとつて

あらわされる数列を完成した・ このモデュールは，建築部材断而より，

の大きさ，建築プロックの大きさにまで適用されるものである．

5・31 アバートのモデュール設計の研究

助教授池辺 陽

現在建設されているアパートには各種の型があるが，部分にいたるまで違

つた寸法になつているために，生産而からその統一が要望されている．本研

究は前記のモデュール数列の完成にともない，その実際的応用面として，ァ

パートの各型をモデュールによつて共通性を持たせようとするものである．

（なお，この研究の一部は， 日本住宅公団の委嘱によつて，現在迎められてい

る）

5・32 建築の発逹の技術史的研究

教授関野克

助手 村松貞次郎

建築も一般技術と同様に原始手工業の段階から現代の機械生産の段階への

発展をたどつてきた． この過程を技術史的に分析し建築技術の本質と発達の

法則を明らかにすることは，芸術的であると同時に実用的な建築生産技術を

全体的に把握するためには不可欠のものである．従来の建築史は例外なく芸

術史であつて，現代の建築技術者の要求にほとんど無力であつた．本研究は

建築技術者に対して有用かつ積極的な示唆を与えるような建築史の体系を芽斤

らしく作りあげることを目的としているものである．

5・33 建築の発達の技術史的研究

助教授 浜口隆

助手 村松貞次郎

建築技術者に対して有用な示唆を与えるような新らしい建築史を体系づけ

ることが本研究の目的である． この研究は関野克教授と共同して行われてい

る．浜口はそのうち建築のデザインが最も大きな転換をとげた近代を対象と

して， これを産業革命一般と建築生産技術の発達との関連において検討す

る．そして現代を含めて近代建築のデザインを技術史的に分t斤し，建築技術~

者に有効な指針を与えようとするものである．
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5・34 わが国住宅建築の標準化過程に関する研究

助手伊藤鄭爾

土地所有の成立過程と生産力の発展段階とに対応して，建築材料が規格化

し，建築技術が椋準化した過程を明らかにする．

D. 受託研究

当所の受託研究は，昭和 24年度から開始し， 31年度においては次のよう

な数字を示している．

受理件数 26 

歳入額 3,000 (埠位千口）

委託者は主として工業生産に関係ある諸会社と，官公庁である. 31年度中

に受理した分につき，題目等を挙げれば次の通りである．

番号 I
I 

受 き

"" 
題 目 担当者

1

2

 

3
 

4

5

6

7

8

9

0

1

 

1

1

 

マイクロ波領域におけるフェライト磁性材料特性
研究

交流ボーラログラフ改良ならびに応用の研究

農耕用トラクターのトルクコンバータに関する研
究

ラジオアイソトープによるアルミナ溶解に関する
研究

13Cr銅疲労試験ならびに比較研究

低真空度測定用ビラニゲージ（交流式）の研究

キャストア）レヒンラジエータの放熱性能試験

空気調整用デイフューザーの性能向上に関する研
究

ラジオアイソトープ使用によるマンガン青銅の研
究

高張力鋼溶接部の疲労試験および比較研究

自動車性能向上

12 I 線材圧延の研究

13 

14 

読売会館大測場およびテレビホールに関する
調査および研究

水車ケーシングの強度に関する研究

高木 昇

剛鳳武雄L本栄次
石原智男
竹中規雄
平尾 収

加藤正夫

沢井善三郎

富永五郎

橘

勝田

加藤正夫

沢井善三郎

鈴木 弘

渡辺

大井光四郎
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15 船舶不燃性居室設計

16 コンクリート反撥硬度計の実験研究

17 電解製錬用特殊霞極の応用研究

18 カプラーの潔白法の研究

19 朴jj料笠布機の研究

20 邸油における空力弾性の研究

21 橋けた腐食部材の疲労強度の研究

22 燃料添加剤の研究

23 低周波吸音装置に閃する研究

24 高炉セメントおよび二種高炉セメントの研究

25 自動車の性危に関する研究

26 超小型トルクコンパーク

3. 主要な研究施設

A. 特殊研究設備

1. 微分解析機

星野

丸安隆和

江上一郎

菊池

高橋武雄
小川正義

池田 健
玉木章夫
大和田信

岡本舜三
久保慶三郎

浅原照三
武藤義一

勝田

丸安隆和

平尾 収
豆理 厚
石原智男

収
右',原~ 智男

この機械は純機械的叶窮方式による大型自動l汁冥機で，その主な用途は常

徽分方程式を解くことにある．いわゆるアナログ計邸楓の一種であるが，

子管式のものにくらべて，叶邸速度は劣るが，精度，信頼度が高く，励作中，

鮒の迎行の有様が目に見え，故I派が少ないなどの特長をもつている．

本i幾は旧航研における試作一号槻の経験をもとにして性危（精度，容鼠），
使い易さなどに研究を重ね，新らたに設叶，製作されたもので，現在，積分

8台，入力卓3, 出力卓 1, 加罪楓9, 連結装置，配屯盤などから成り，

また速度の遠樹制御装置を付属している．

本機の準備時間は 1 日程度，解は一外•本につき 15 分程度，精度は 0.1-1錫

位．現在までに，各種の非線型振動，自動制御系，原子，分子の波勁函数，
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ロケットの性危計邸などに応用され，所内の研究の有力な手段となり，また

外部の委託にも応じてし、な

2. 秋田ロケットエンジン・テストスタンド

観測ロケット用エンジンの地上性能試験装置として，昭和 30年度に秋田

県由利郡岩城町膀手中島悔岸に建設された・ これはエンジンの地上テストを

行うもので，付設された計測室で，内圧，推力，温度などの測定が行われる．

テストスタンド建舎は耐爆構造を有し，エンジンの異常燃焼による爆発に耐

える設計が行われ，計測室も同様耐爆構造を有し，上述の計測をするととも

に耐爆ガラスの窓を通して反射鏡を用い安全に燃焼状況を観測することがで

きる．なお，テストスタンド内には燃料の温度を変化させるための恒温槽が

ある．

3, ロケット観測室

秋田県道川の東大生研秋田実験場に，昭和 31年度中に完成するロケット

観測室がある．鉄筋コンクリート造の 3階建で延坪 13坪強，屋上に自動追

跡レーダを据付け，レーダおよびテレメータによる観測ができる外，指令

作業室を兼ねられる設計になつている．

4. 電子顕微鏡室

当研究所には下記の 3台の電子顕微鏡が設四されており，その主要々目は

下表の通りである．

1. 日立製作所製 HU4型

2. 日本電子光学研究所製 JEMl型

゜3. 表面放出型高温金相電子頸微鏡（分解能 1,500A) 

I H U 4 型 I J E M 1 型
匝接倍率 3, 000-15, 000 1音 2, 500-5, 000 ft'. 占

写真引仲 150,000倍 50,000 介伶

゜ ゜分 解 や月に 30A 50A 

斎冬i象陀）プくきさ 直径 60mm 直径 45mm 

この内 JEMl型は霞子顕微鏡としてのみでなく，高分解能電子回折装趾

としても使用できる．

その他に付属器具として襄空蒸着装置・試料分解装置・電離真空計・位相
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差顕徽鏡等も完備しており，広く所内外の需要に応じて，微粉体の形態•金

属組織・固体の変形機構等の撮影を行つている．なお， この電子顕微鏡室は

所内の研究員の一部よりなる委員会によつて連営されている．

5. 放射性同位元素実験室

実験室は控室• 更衣室・シャワールーム・測定室• 暗室および化学操作室

から成り，セミ・ホットの実験が可能なように造られてある．設備としては

化学操作用ドラフトチェンバ2台・ドライボックス 2台・換気フアン・貯蔵

庫・遠隔操作用特殊配線・カウンター用定電圧装置などであるが，澗定器と

しては G.M.カウンター 3台・サーベーメータ 1台・ローリッツエン検電器

1台・レントゲンメーク 2台・ボケットチェンバ 10本， その他各種の R.

L実験用器具類が備えてある．強いr線によるラジオグラフィーの研究用分

室，放射性汚染物処理場もあり，放射線齢害の危険に対して十分な処置が講

ぜられてある．

6. 材料実験室（定速型自記記録材料試験機）

材料実験室には各種のアムスラー型万能試験機の外に，捩り，衝撃，硬さ

試験機が設置され，別に疲労試験室，振動実験室がある． これらの諸施設は

各種の研究に活澄に利用されているが，設備の充実と維持にはたえず努力が

はらわれ，本年度においてはオルゼン型 5ton万危試験機 (XY自記記録計

つき）が新らたに設置された・ この他，特色ある設備として，高温引張試験

装四（容鼠5ton, 850°C), ィンダクタンス型XY自記記録叶がある．種々

の強度試験に必要な歪計も整備され， とくに抵抗線型歪計の研究とその利用

が活澄に行われている．

]. 高速度写真撮影装置

主要な装置としては 16mmFastax高速度カメラ（米国 WollensakOpit 

cal Co. 製，回転プリズム式，最高撮影速度毎秒7,000駒，付属レンズ7種），

生研製超高速度カメラ (16mmフイルム使用，最高服影速度毎秒7万駒），

格子式超高速度写真撮彩装置（毎秒数 10万-1偲駒の撮影可能，爆発現象，

衝撃破壊現象等の研究に使用），各種閃光放電管式瞬間写真撮影装置（閃光継

続時間 1,10, 100, 200, 1, 000マイクロ秒の数種類）がある． またこれらの

装置用各種照明設備，解析用装置等完備し''普通程度の高速度現象から超高

速度の現象に至るまで撮影鮒析が可危である． これらの装置は，当研究所写
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真委員会ならびに第2部植村研究室により管理連営されており，所外よりの

委託研究にも応ぜられるようになつている．

8. 暖房用放熱器試験室

暖房用放熱器の性能試験は，規定により外室の内部に二重に設けた試験宝

内で行わねばならず，試験室の各部の寸法等も 10;}6の許容偏差の範囲内で

規定された寸法を有するものでなければならない． しかも鋳鉄および鋼板放

熱器と対流放熱器とでは規格が異るが，本試験室はそのいずれにも適合し，

かつ測定法を正確容易にするように設計されている．

9. 自動車試験台

自動車試験台は自動車の走行抵抗，振動，屎心地，操縦性安定性などの研

究に用いる．その主要部は直径約1mmの回転ドラムと 200I-Pの氾気動力

計とからなる．電気動力計はドラムを駆動するか，逆に自動車がドラムを

動するときの出力を吸収する． この試験台によつて振勁試験を行うときはド

ラムの円周上に正弦波状のカムを取りつけて駆動し， ドラム上の車に正弦状

の強制変位を与える．走行抵抗などの測定にはカムを除いて車の推力などを

測定する．自動車の連動性他に関する実験をする時は特殊の自動採縦装置を

用い 16mm撮影機によりその応答を求める．

10. コンシューマプル・アルゴンアーク溶接機

本装置はアルミニウム，チタニウム，ステンレス，軟鋼等各種金属の

が可能で，アルゴン雰囲気中で溶加心線自身からアークを発生して，溶接を

行う．溶接機の電源特性は従来普通に使用されてきた垂下特性のほかに，定

電圧特性を有していて，自動制御特性が良い．溶接頭は厚板用のエヤコマチ

ック型と薄板用のフィラーアーク型の両者が付属しており，広範囲

対して半自動および自動溶接が可能である．主な付属装置としては溶接心線

送給装置，電子管制御装置，ガス制御装四，溶接頭支持装置， トラベラ

がある．

11. 電子管式アナログ・コンピュータ

電子管回路の組合せによつて，徽分方程式の解を，簡易，迅辿，かつ自動

的にプラウン管上に描出する装置である．現有の装置は，柏分回路および定
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係数回路各 16, 加邸回路 (4入力） 8, 符号変換回路 8, 非直線導入要素2,

指示回路 1, それと電源などの付属部分からできている． これで 16階まで

の任認の常徽分方程式の解を求めることができ，現在，自動制御装置の解析

や合成の研究に主として使用されている．精度は定係数常微分方程式の場合

1炒，非線型の場合で3彩程度となつている．

12. 模型送電線

送電線上を，搬送通信波および衝撃波が如何にして伝播するかという間

題は，最近氾力線搬送，故I靡点指示装四の実用化と共に電力界の大きな課題

となつている．当所ではこの線にそつて西東京幹線の 1/10スケールの模型

送電線を長さ 2.1kmにわたり施設し，砧礎的研究，実用的研究を行つた・

さらに送電線のコロナ放電より生ずる障害電波が放送聴取に妨害を与える間

題が注目されているが， この点に関しても本模型送電線が活用された．ま

た，比較的低い電圧コロナを発生する特長を利用し，高電圧進行波のコロナ

による減衰ならびに変歪現象の基礎的研究を行つている．

13. マイクロ波の施設

4, 000 Mc, 9, 000 Mc, 24, 000 Mc瞥の測定装置を完成，各周波数瞥専用の空

胴共振器，定在波測定昇甘，抵抗減衰摺， クライストロン発振器，電源，なら

びにプラウン管指示装置が用認され，矩形郡波管の減衰常数，高周波ケーブ

ルの波長短縮率および減衰常数，団体誘電特性すなわち、11, c, tano, tanom 

等の測定ができるようになつている．現在さらに靡い周放数幣 60,000Mc 

いわゆる粍波瞥の測定装置の研究を行い，ほぼこれを完成，粍波用矩形導波

管の損失や誘電体特性等が測定できるようになつにこの他， 1,000~4, 000 

Mc同軸 4,OOOMc矩形， 9,000Mc矩形導波管からの電力を測定するため

のパワーメークも常時使用できる状態になつている．

14. 電気計測器の試作ならびに較正設備

所内における一般の電気的測定器類の試験，検定から修理をはじめ，将来

は各種氾子装置の設計試作等の仕事を行う目的で，計摺較正室が整備されつ

つあな現在，既流標準電圧計および電流計，交流標準電圧計および電流

万危プリ、Jジ， CR発振摺，真空管試験器， Qメータなどが置かれて指

示計摺の較正，修理，電気回路部品の試験，検定各種電子装置の設計，試作

などの両要に応じている．
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15. 合金接合トランジスタ試作設備と試験装置

合金接合ゲルマニウム・トランジスタを試作するための装置として酸化ゲ

ルマニウム還元炉；ゲルマニウム・ゾーン精製装置；単結晶引上装置；ダイ

アモンド刃によるゲルマニウム細薄片切断機（他に試作工場には超音波によ

る切断機もある）；接合部製作用水索炉（他に超音波による接合部製作装置

もある）；尊入線取付装置；真空封入装置などを備え，原料から完成品まで

の各段階の試験研究ができるようになつている．なお，試験装置，測定装置

としては電気的なものに限ると四針法による抵抗測定装置；熱起電力による

伝郡型判定装置；ホー）レ定数測定装置；光によるキャリア平均寿命測定装置

（他に電気的パJレスによる装置もあり）：完成品の静特性測定装置；小振幅

トランジスタ定数測定装置；小振幅インビーダンス特性梢密測定装置；パル

ス特性測定装置；簡単な寿命試験装置を備えてある．

16. ペン記録式自記ポーラログラフ

本装置は， (a)(b) 2種がある．

(a) ポーラログラフの軍流は通常 11Aの程度で， これを反照検流計にて

回転するプロマイド紙に描かせるのを普通とするが，本法はこの微少電流を

直流増幅して 2mA記録電流計にペン記録せしめるもので，明所にて直接観

測することができる．

(b) 電子管式自動平衡記録計を用いたペン記録式ポーラログラフは，ゎ

が国で最初の試作品であな特殊なブリッジ回路を用いているので，補正項

なく正しい加電圧が記録紙と同期して直ちに得られるのが特徴であな電流

感度は 100-5pA/180 mmの間可変である．

17. 150kW高周波誘導電気炉

溶鉱炉湯溜における特殊吹精法による脱クローム研究の晶礎研究として，

特に温度ならびに鉱滓の影評を研究するために 150kWの高周波誘郡電気炉

を設置した・

この炉は， 150kgの鋼を 35分で溶解することができ， また出力を自由

に加減しうるので温度の間節も自由である．なお，本装置は所内の他の各部

の研究にも活用しうるように，溶解設備としては現在一悲であるが，切換に

より試験高炉の高周波加熟に利用できるようにしてある．
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18. It試験高炉および付帯設備

この溶鉱炉は「溶鉱炉湯溜における特殊吹緒法」による脱クローム実験の

ための設備である．

この目的のため湯溜部を深くしてあり， これによる熱損失を高周波加熱に

よつて補うようにしてある．

吹精のために吹精羽口を一本とりつけてある．なお，送風機，鉄管式熱風

炉（重油バーナ，ガスバーナ並列），原料処理設備，装入装置，電熱式送風加

熱器，ガス清浄装置を有する．

19, 土の三軸圧縮試験機

橋梁や建築物の基礎地盤の耐力とか，土ダムや法面の安定などを調査し，

合理的な設計計罫を行うに当つて，基本となる土の強さや変形を測定するた

め，三軸試験が用いられる．三軸試験機は土の円柱状供試体の周辺に液圧を

加え，かつ軸方向の圧力を加えて変形破壊の経過を測定するもので， これか

ら粘着ヵ，摩擦角のより正しい値を求め，容積変化，間隙圧の影聾を調べる

ことができるので最も優れた土の強度試験法とされ，土の破壊理諭を立てる

ため必要なデータを得るのにも役立つ．

本所備付の機械は，

(1) 供試体の径7cm,高さ 20cm

(2) 供試体の径 3.5cm,高さ 8cm

の2種で，後者は総重晟約 60kg, 小型可搬式で現場測定に便利である．

20. 地上写真測量用機械

ダム地点，波の状態などの普通の方法では測鼠・測定が困難なものに実体

写真を利用することが非常に便利であることはすでに認められている． しか

し実体写真を使つて測定する場合，高い梢度を必要とする場合には写真機，

撮影の諸元，写真測定機械の梢度などが重要な問題となる． したがつて，写

真機，写真測定機械は十分精密なものでなければならない．

当研究所は，地上写真測晟用写真機として Zeiss製の CI[Bを備え， こ

れによって得られた写真を， Autocartgraphによつて測定している. Auto-

cartgraphは本来は航空写真測鼠用のものであるが， これを地上写真測鼠用

に改造し，わが国では極めて数少い貴重な装四である．
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B. 試作工場

所内各部の要求に応じて，研究に必要な機械，器具などの設計，製作およ

び改造を行う．

試作工場の連営については，教授総会で選出されたエ作委員長と各部選出

の委貝とから構成された工作委貝会があつて重要事項を審議する．

また工場長がおかれていて，工作委員長の監督の下に工場の業務を総轄する←

a. 面積

械械工場

木工場および木材置場

硝子工作室

事務設計等の諸室

b. 設備

158坪

~! : }合叶 292坪
28 II 

檄械加工，鍛造，溶接， 板金， 木工， 硝子細工， 塗装等の作業設備を

ぇ，主な機械類は下記の通りである．

旋盤 10台， フライス盤4台，平削盤1台，立て削盤1台，形削盤3台，研

削盤6台，ボール盤3台，歯切盤3台，板金切断機2台，板金折曲機1台，

空気槌1台，電弧溶接機1台，鋸盤3台，超音波加工機1台，抵抗溶接機1

1台，木工機械7台，空気圧縮機2台，他に卓上機械類 10台，工具顕微鏡

1台

C 図書室

研究所開設以来，毎年相当予卵を計上して充実を図つている．その配置は

中央本館内に，中央図書室を設けて各研究部の利用を図る外， 5研究部に8

分室をおいて，それぞれの部の利用を便ならしめるようにしていなこの配

置は，当所の研究分野が工学のきわめて広い範囲にわたつていること，構内

が広いため距離的条件等を考應したこと，研究所の建物がすべて木迩建築で

あるため火災等の場合を考慮したこと，などによるものである．なお，昭和

29年度に，中央不燃書庫が一部完成したので，まずバックナンバーを同庫

に収め，爾来その整備に努めている．

図書室の連営は，各研究部から選出された委員によつて組職する図書委員

会の指尊・監督の下に行われている．

図害の分類は，国際十進分類法に準じた当研究所独自の方法によってい
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る．

1) 建物延坪数 (r巾央図書室および分室8

現在）

（昭和 32年 3月31日

庫 226.0 坪

不燃曹庫 33. 275土平

閲覧室 70.5 坪

事務室 45.05坪

計 374.825t平

2) 数

35,189刊｝

叶 72,575冊

3) 外国学術雑誌

バックナンバーおよび現在予約購読中のものは下記のとおりであ

る．

Acustica. 

Acta Metallurgica. 

Advances Phys. 

1954-

1956. 

1952-

A. E.G. Mitteilungen. 1930-1938, 

1951-

Aero Digest. 1955-

Allgem. Vermess.-Nachr. 1950-

Allgem. W印rmetechnik. 1953-

Amer. Dyestuff Rept. 1954-

Amer. J. phys. 1954. 

Amer. Machinist. 1945-

Analyst. 1954-

Anal. Chimi. Acta. 1955-

Anal. Chem. 1949-

Angew. Chem. 1888-1941, 

1950-

Ann. Phys. 1954-1956. 

Applic. and Indust. 1954-

Appl. Mech. Rev. 1953-

76 

（～は記載年から現在まで連続のもの）

Appl. Sci. Res. Sect. A & B 

1954-

Architectural Forum. 1942-1948, 

1950-

Architectural Record. 1949-

Architectural Rev. 1952-

L'Architecture D'Aujourd'hui. 

1950-

Arch Eisenhiittenw. 1950-

Arch. Elekt. Ubertragung. 

1947-

Arch. Technisches Messen. 

Art & Architecture. 

Atomics. 

1952-

1951, 1955-

1955-

Atomic Energy Newsletter. 

1956-

Audio Engng. 1951-

Automobile Engineer. 1952-



Auto. Tech. Z. 

Aviation Age. 

Aviation week. 

Bauingenieur. 

1955- Chem. Engng. Progress. 1947-1950, 

1953, 1955- 1952-

1955- Chem. & Process Engng. 1955-

1931, 1934, Chem. Rev. 1941-1949, 

1938, 1943- 1951-

Baup!anung u. Bautechnik. I Chem. -lng.-Technik. 1941-1942, 

Bautechnik. 

Bell Lab. Record. 

1954-

1950-

1951-

Bell System Tech. J. 1931-1941, 

1944-1946, 

1949-1951, 1953-

Beton u. Stahlbetonbau. 1951-

Blast Furnace & Steel Plant. 

1919-1925, 1933-1936, 1951-

Brennstoff Chem. 1925-1931, 

1956-

Brennstoff-W狙rme-Kraft.1952-

Brit. J. Appl. Phys. 

Brit. Welding J. 

1950-

1956-

Brown Boveri Review. 1925-1927, 

1929-1933, 1935-1936, 1952-

Bull. L'Asso. Suisse Elec. 

1954-

Bull. Amer. Soc. Test. Mater. 

1949-

Bull. Atomic Scientists. 1954-

Bull. Seismological Soc. Amer. 

Bus Transportat1011. 

Cereal Chem. 

Chem. Abstracts. 

Chem. Engng. 

1956-

1950. 

1952-

1907-1915, 

1918-

1951-

Chem. & Engng. News. 1951-

Chem. Ber. 

Chem. Zentr. 

Chem. Ind. 

Civil. Engng. 

1947-

1950-

1830-1896, 

1899-1941, 1952-

1950, 1952-

1931-

Civil Engng. & Public Works Rev. 

1949, 1952-

Commun. & Electronics. 1954-

Commun. News. 1953-

Comptes Rendus------ 1952-

Comput. & Automation. 1954-

Control Engng. 1954-

Corrosion. 

Direct Current. 

1955-

1954-

Dock & Harbour Authority. 

1924-1940 

1949-1950, 1953-

Doklady Acad. Nauk. S.S.S.R. 

Elec. Commun. 

Elec. Engng. 

Elec. World. 

Electronics. 

Electronic Engng. 

Elec. Tech. Z. 

Engineer. 

1954-

1925-1932, 

1941-

1951-

1949-

1930-1938, 

1940-1949, 1951-

1951-

1942-1944, 

1948, 1951-

1952-
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Engineering. 1951-

Engng. News Record. 1952-

Fette u. Seifen. 1952-

Flight. 1954. 

Fonderie. 1954-1955. 

Instrument Practice. 

Interavia. 

Iron Age. 

Iron & Steel. 

1952. 1954-

1946-

1950-

1952-

lzvestija Akad. Nauk S.S.S.R. 

Forschung. Ausgabe B. Ing.-Wes. I (Serija fizicheskaja) 1954-
1940-1944, 1949- Jahrbuch Schiffbautechn. Ges. 

Foundry. 

Foundry Trade J. 

Frequenz. 

Fuel Sci. & Practice. 

Gas u. Wasserfach. 

Geisserei. 

Gen. Elec. Rev. 

Genie Civil. 

1951-

1952-

1947-1949, 

1951-

1956. 

1956-

1950-1955. 

1910~ 

1950-

1952-

Jet Propu!s10n 1956. 

J. Acoust. Soc. Amer. 1940-

J. Aero. Sci. 1951-

J. Agricaltu. Food Chem. 

1956-

J. Amer. Ceramic Soc. 1954-

J. Amer. Chem. Soc. ・1926-1930, 

1941-

Geoteclmique. 1953- J. Amer. Concrete Inst. 1949-

Gesundheits Ing. 1952-1955. J. Amer. Oil Chem. Soc. 1954-

Heat. Pip. & Air Condi. 1936-1941, J. Amer. Soc. Naval Engrs. 

1945-1950, 1952- 1950-1955. 

Heat. & Ventilat. 1925-1930, 

1949, 1952-1953, 1955-

Heiz. Ltift. Haustech. 1950-

Helv. Chim. Acta. 1928-1934, 

1937-1938, 1942-

Highways Bridges Engng. Works. 

1956-

Horolog1cal J. 1953-

Houille Blanche. 1952-

Illum. Engng. 1952-

Ind. & Engng. Chem. 1942-

Ind. Laboratories. 1955-1956. 

Ingenieur Archiv. 1941-1952, 

J. Amer. Water Works Assa. 

1954-

J. Appl. Chem. 

J. Appl. Mech. 

J. Appl. Phys. 

1951-

1933-1947, 

1949-

1939-1948, 

1950-

J. Biological Chem. 1956-

J. Brit. Instn. Radio Engrs. 

1942-1948, 1950-

J. Chem. Phys. 1950-

J. Chem. Soc. 1914, 1922, 

1925, 1932, 1935, 1950-1955 

1954- May, 1956-

Instruments & Automat10n. J. Elec. et Ind. Electrochem. 

1933-1949, 1954- 1956. 
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J. E!ectrochem. Soc. 

J. Electronics. 

1948-1950, 

1952-

1956-

1956-

Machinery 1953-

Magazine Build. House ed. 

1953-

Magazine Concrete Res. 1954-1955. J. Fluid Mech. 

J. Franklin Inst. 1938, 1942- I Marconi Review. 1945-1948, 

1950-J. Inst. Heat. & Vent. Engr. 

1954-

J. Inst. Metals. 1940-1949, 

1952-

J. Inst. Petroleum. 1955-

J. Iron & Steel Inst. 1952-

J. Mech. & Phys. Solids. 

1952-

J. Metals. 1952-

J. Nuclear Energy. 1955-

J. Opt. Soc. Amer. 1941-

J. Org. Chem. 1949, 1951-

J. Phys. Chem. 1941-1948, 

1951-

J. Phys. et Radium. 1954-1955. 

J. Polymer Sci. 1950-

J. Res. Nat. Bur. Stand. 1942-1948, 

1950-

J. Royal Aero. Soc. 1941-1950, 

1954-

J. Royal Inst. Brit. Architects. 

1951-

J. Sci. Instruments. 1941-

J. Soc. Dyers Colourists. 1954-

J. Soc. Glass Technol. 1954-

Marine Engng. Ship. Rev. 1951-1952事

Math. Tables Aids Comput. 

1943-

McGraw・Hill Digest. 1953. 

Mesures & Control Ind. 1952-1956. 

Mech. Engng. 

Melliand Textilber. 

1952-

1956-

Metal Finishing . 1952-

Metal Industry. 1950-

Metalloberflache. 1952-

Metallurgia. 1951-

Metal Progress. 1950-

Metals. 1956-

Modern Plashes. 1954-

Motor Ship. 1951. 

Motortech. Z. 1953-

N. A. C. A. Annual Report. 1930-1934, 

1936-1937, 1939-1951, 1953-1954. 

N. A. C. A. Tech. Report. 1952, 1954, 

1955-

Nature. 1941-1942, 

1945-1948, 1950-

Naturwissenschaften. 1952-

Nouvo C 1ment. 1956-

J. Soc. Motion Picture T. Engr. Nachrichtentech. Z. (formerly. F. T. Z) 

1942-1943, 1946-1949, 1952- I 1948-

Kolloid Z. mit kolloid Chem. Beiheft 

1956-

Light Metals. 

Light & Power 

1950-

1955-

Nuclear Phys. 

Nuclonics. 

1956-

1952-

Oil Engine & Gas Turbine. 

1954-
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Oil & Gas J. 1956-

Ond Elec. 1954-

Optica Acta. 1956-

Petorleum Refiner. 1956-

Philips Res. Rep. 1952-

Philips Tech. Rev. 1952-

Philosoph. Mag. 1941-1950, 

1952-

Photogrammetric Engng. 1954-

Photographic J. 1941-50, 

1954-

Phototechnik u. Wirtschaft. 

1954-

Phys. Rev. 1941-

Post Off. Elec. Engr's. J. 

1953-

Power Apparatus Syst. 1954-

Prikladnaja Matematika i Mechanika. 

1953-

Proc. Amer. Concrete Inst. 

1952-1954. 

Proc. Amer. Soc. Civil Engrs. 

1942-

Proc. Amer. Soc. Test. Materials. 

1940-1949. 

Siemens Z. 1950-

Soap & Chem. Specialities. 

1955-

Soil C onservat10n. 1951-

Soil Science. 

Stahl u. Eisen. 

Telefunken Zeitung. 

Tele-Tech. 

Textile Res. J. 
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1950-

1941-1949, 

1951-

1951-

1943-1953, 

1955-1956. 

1950-

Tool Engrs. 1941-1949, 

1951-

Trans. Amer. Geophys. Union. 

1940-1941, 1944-

Trans. Amer. lnst. Elec. Engrs. 

1924-1927, 1941, 1945, 1949, 

1951-1953. 

Trans. Amer. Soc. Civil Engrs. 

1953-

Trans. Amer. Soc. Mech. Engrs. 

1940-

Trans. Amer. Soc. Metals. 

1944-1949, 1956-

Trans. Faraday Soc. 1951-

Trans. Inst. Chem. Engrs. 

1953-

Trans. Instn. Naval Architects. 

1941-1949, 1952, 1954-

Trans. Soc. Instr. Techn. 1953-1956. 

Trans. Soc. Naval Architects & 

Marine Engrs. 1941-1949, 

1951-

V. D. I. Z. 1941-1944, 

1948-

Vacuum Technik. 1956. 

Wasserwirtschaft. 1951-

Water Power. 1956-

Welding Engr. 1952-

Welding J. 1950-

Werkstattstechnik u. Maschinenbau. 

1954-

Werkstoffe u. Korrosion. 1952-

Westinghouse Engr. 

Wire Ind. 

Wire Production. 

1950, 1954-

1955-

1956-

Wire & Wire Products. 1945-1951, 



Wireless Engr. 

Z. Anal. Chem. 

1953-

1951-

1952-

z. Angew. Math. u. Mech. 
1921-1943, 1946-

Z. Angew. Phys. 1949-

Z. Electrochem. 

Z. Metallkunde. 

Z. Physik. 

Z. Angew. Math. u. Phys. 

1952-

1946-1951, 

1953-

1950-

1950-1955. 
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3・ 機構・職員。予算

1. 機構

A. 機構の概要

生産技術研究所は，日常の業務遂行の而から，研究部と事務部とに大別さ

れる．

研究部は，運営の便宜上， 5部門に分れ，部毎に互選による 2名の常’務委

いて，部の日常の事務処理に当る．常務委員の内 1名は，部主任として

部を代表する．常務委員は，常務委員会を組織し，所長の諮問機関として毎

週1回，会議を開催している．研究部は研究室から成立つており，また，そ

の部の専門を適当に分類した専門分野表は 1ページ「沿革」の項に掲げた通

りである．

中間試験部は，陥礎部の砧礎研究として完成したもので，これを工業化へ

移すための中間規模の試験研究を行うところで，毎年度，各部から 2名ずつ

選出する委員の組織する特別研究審議委員会で，研究課題を審議決定し，特‘

別の予卵をつぎこんで実施している．また受託研究の一部は中間試験研究に

なるものがある．

試作工場および図杏室は，それぞれ各部から選出する教授• 助教授が委員

となつて組織する委員会によつて連営されなそれらの詳細は，前記試作工

場，図書室の項を参照されたい．

当研究所の菫要事項は教授総会で議決する．教授総会は教授・助教授によ

つて組織され，侮月 2回定期に開催している．

協力機関には， 1.生産技術研究所協議会， 2.生産技術研究所窃議会， 3.理

工研•生研連絡会議の三つがある. 1は所外（主として産業界）の協力を求

める機関であり， 2, 3は東京大学内における理学部，工学部，医学部，農

学部，理工学研究所等の協力を求める機関である(5ページ「研究計圃ならび

に方針」の項を参照のこと）．

その他に，所員が，それぞれの専門の立場から，事務連営を指郡し，助言

する機関として，各種運営委員会があなその要旨は，巻末の委員会諸規定

を参照されたい．

大学院

当所で現在教育を受けている大学院学生は，旧制 5名，新制 30名である，
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新制大学院は，昭和 28年4月から開始され，当所の関係する大学院のコー

スは，数物系研究科中の，土木・建築・機械• 船舶• 電気・応用物理，

び化学系研究科中の応用化学，冶金である．

他に会社・官公庁，その他一般からの巾出により，一定期廿fJ,ある事項につ

いて研究を指郡する研究生の制度がある．その規定は巻末119ページにある．

およ

B. 機構

—教授総会

―常務委員会

図

ー研 uしグノ

一部主任ー事務主任ー事務室

ー第 1 部ー（陥礎）一—I 恵門分野（各研究室） 1 
ー研究室一主任研究員

ー第 2 部ー（機械• 船舶）ー同上

部―I―第3部ー（電気・
ー第4部ー（化学・ 冶金）一同上
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任

B. 員 名

'ヤlコ

職
一

職 氏 名

簿

I卒可亨蔀卒業年月日学位取得学
工＿科I -・---'年月日 1位

第 部

士’
屯｛ 授I谷

” 
” 

” 

” 

池田

岡本

久保田

糸川

一色

I/ 玉木

併仔
教枚
・.; 山内

I/ 平田

” 熊谷

如fI~ 印大—理，物理
怯10.5. 71昭11.1. 101工

健 1ェ，航空間 6.3. 31111 18. 6. 151工

舜三 111 土木I11 7. 3. 31111 23. 2. 191工

広隅，物理/11 9. 3. 311 // 18. 2. 26/工

英夫 1工，航空/11 10. 3. 31/ II 24. 1. 5/丁．

貞文 1工，冶金/11 11. 3. 31/ // 24. 2. 14/エ

睾夫 IJ哩．物訓 II14. 3. 311 II 26. 4. 111 I. 

恭彦 111

森三 111

冥夫 IV

” 大1s.3. 31111 13. 4. 19I理

昭 3.3. 311,, 16. 1. 141理

昭 9.3. 311" 14. 7. 31/理
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助教授1大井光四郎理，数学I"14. 3. 31 
” 末岡清市” 物理//16. 3. 3叶昭26.10.17¥理

,, I富永五郎 /11 II /1117. 9.30 

,, I烏飼安生 II II II 18. 9. 251 II 30. 4. 41理

” ！森大吉郎ニエ航機 1119.9. 25 

II 山田嘉昭 II 機械 II20. 9. 25 

技官渡辺 勝理，物理 II16.12. 25 

II I小瀬輝次ニエ造兵 II22. 9. 30 

第 2 部

教授I宮津 純 Iエ，機械1昭 2.3.3叶昭14.5. 261工

N I高橋安人 N N " 10. 3. 311 N 21. 1. 231エ
N I竹中規雄 N N N 11. 3. 31 N 26. 5. 26エ

” ！小川正義 /I 造兵//13. 3. 31 // 25. 10. 25エ

I/ I鈴木 弘”機械//15. 3. 31 // 26. 4. 11工

" I柄 藤雄// // // 11. 3. 30 // 28. 1. 29エ

,, I平尾 収// /I I/ 14. 3. 31 // 29. 3.17工

” 耳理 厚／／航空//16. 3. 31 // 27. 4. 4工

併任
教授兼重災九郎／／ 機械大12.3. 31 // 13. 3. 17ェ
助教授水町長生” ” 昭15.3.31 

” 田宮 真／／船舶//16. 12. 25 

/I I松永正久” 造兵//16.12. 25 

,, I大島康次郎 I/ I' //17. 9.25 

I/ I棺村恒義 Iニエ I/ I// 19. 9. 25 

// I安藤良夫” 船舶,,20. 9. 30 

// I 石原智男”•機械 /I21. 9. 3011/ 30. 5. 271工

” 高橋幸伯” 船舶//21. 9. 30 
併任
助教授
千々岩健児，／ 機械//19. 9. 251 II 32. 1. 131工
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第 3 部

教授星合正治工，屯気大11.3. 31昭 6.8. 4工

II 藤高屑平 II II 昭 5.3. 31 II 17. 12. 24エ

" 1高木 昇 II " II 6. 3.31 1tl7. 5.15 工

II I森脇義雄 II " II 8. 8. 31 ✓122. 6. 23 工

” 沢井善三郎 ”” "10. 3. 31 11 25. 5. 31 工

教併 任奴刃後藤 以紀 II II II 2. 3. 31 II 9. 4. 5 工

助教授斎藤成文 II V "16.12. 25 II 26. 8. 20 工

// 安達芳夫 ニIこ“ // 19. 9. 25 

" I丹羽 ヌ早 ” N I/ 19. 9. 251" 31. 5. 41エ

,, I野村民也” " 1120. 9. 25 

II I尾上守夫 II ” I/ 22. 9. 301 // 30. 6. 301工

第 4 部

教授1岡宗次郎い，応化1大15.3.31昭26.12.31工

" I高橋武雄 II II II 15. 3, 31 II 16, 3. 24ェ
II I福田義民” ” 昭 3. 3. 31 II 20, 11. 7ェ
II I永井芳男 II II II 5. 3, 31 II 20. 11. 7工

" I金森九郎” 冶金 II 7. 3.31 

" I菊池真一 II 応化 II 8. 3. 29 II 23. 6. 3エ

" I江上一郎 II 冶金 II10. 3. 31 // 24. 2. 14エ

II 山本 腐”応化 1113. 3. 31 11 27. 4. 4エ
併任泣祖父江 S芯 II II II 4. 3. 31 II 16. 8. 4理
教奴

助教授浅原照三 II II II 14. 3. 31 II 28. 8. 19エ
II I野崎 弘 II II II 14. 3. 31 

" I山辺武郎 II II II 15. 3. 31111 31. 12, 20工

II I加藤正夫 II 冶金 II15. 3. 31 II 27. 7. 7エ

II I中村亦夫 II 応化 II16.12. 25 

，' I武藤義ーIII II I 11 16. 12. 25 
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助教授今岡 稔工，応化昭16.12.25

II 松下幸雄工，冶金 1117.9.25
1昭32.3.22 I工

併任
助教授ー・
イー木 栄次” 応化 1117. 9.25 

” 久松敬弘ニエ冶金 II19, 9, 25 

技官中村康治 II II II 19, 9, 25 

”西）II 籾― 11 ,, I'I 19. 9. 25 

II I原善四郎 II II ¥ 11 19. 9. 25 

II I藤森栄二” 応化 II20, 9,251、・/31. 10. 191理

第 5 部

教授渡辺 要工，建築大14. 4.17昭17. 1.20エ

” 福田武雄／／ 土木 II14. 3. 31 II 7. 12.16エ

II I星野昌―”建築昭 6. 3. 31 II 20. 9. 24エ

" I坪井善勝 II II II 7. 3. 31 II 16. 11. 29エ

II I星埜 和 II 土木 II 9. 3. 31 II 22. 8. 21エ

／， 丸安隆和 II II II 14. 3. 31 II 26. 11. 26エ

喜賃安芸絞ー II II 大15. 3. 31 II 18. 7. 29エ

／， 関野 克，，建築昭 8. 3. 31 II 20. 9. 24/工

// I高山英華I"11 11 9. 3.30/1124. 7. 301工
助教授浜口隆― II II II 13, 3. 31 

II I肪田高司 11 11 11 15. 3.31/1127. 1. 25I工

II I井口 昌平 II 土木 1116.12.25

" I池辺 陽／，建築，， 17.9.25 

" I三木五三郎ニエ土木,,19. 9. 25 

" I久保慶三郎，, " "20. 9. 25 

事務部

事務長鈴木弥孝東洋商業大11.3. 31 

工場長鈴木正吾工，機械昭14.3.30 
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c. 旧職員

名巻教授 井口 常雄， 瀬藤 故友田宜孝

元教授

故森田 故茂木武雄，故吉川晴十， 菱川万三郎， 英夫，

松本 良一， 磐， 岩崎富久， 竹中 ＿一郎， 清水菊平，

浅岡勝彦， 石川政吉， 山県 昌夫， 福田節雄， 南波松太郎，

故増野 実， 谷 一郎， 河村正弥， 沼田政矩，故小野

元助教授

故原 正）‘’ 吉村慶丸， 堀 武男， 渡辺 呼心‘ ’ 佐藤正彦，

故内田 祥文， 渡辺正雄， 高木 沢田正二， 高月 竜男，

任I 平l」叶と， 故f庁才＜ 洋，故高尾一郎， 田中一彦， 元良誠三，

中西邦雄， tし桑井源禎， 小川岩雄， 江ロ 雅彦

3. 決算と予算

A. 昭和 30年度歳出決算額

ノ立‘ 額 百分率鈴

予 額 212,081,385円 100.00 

人件費 118,323,385 55.80 /o/ 0 

物 件腔 93,758,000 44.20 100.00 

研究部研究費 14,896,000 7.02 15.89 

特別研究費 14,280,000 6.73 15.23 

超高度体 超音速
飛翔 の研究

35,445,000 16. 71 37.80 

受託研究費 3,144,000 1. 48 3.35 

図 購入骰 2,082,500 0.98 2.22 

出 版 費 1,887,000 0.89 2.01 

作工場経費 2,115,000 1. 00 2.26 

椴貝厚生経費 267,410 0.13 0.29 

その他の維持経費 19,641,090 9.26 20.95 

ふ昭和 31年度歳出予算額

金 額 百分率鈴

額 232,582,000円 100. 00 
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人件費 124,938,600 53.72 /o0 / 

物件費； 107,643,400 46.28 100.00 

各研究部研究費 17,306,330 7.44 16.08 

特別研究費 18,456,000 7.94 17.15 

超高度体 超音速
飛翔 の研究

39,985,000 17.20 37.15 

受託研究野 2,995,000 1. 29 2.78 

図 購入費 2,124,200 0.91 1.97 

出 版 費 1,986,815 0.85 1. 85 

作工場経費 1,275,000 0.55 1.18 

職貝 生経費 238,200 0.10 0.22 

その他の維持特 23,276,855 10.00 21. 62 

c. 文部省科学研究費関係（昭和 31年度）

総 額 26,070,000円

科学研究費（総合研究，各個研究） 2,610,000 

科学研究費（機関研究，化学研究促迎費） 18,000,000 

科学試験研究費 5,250,000 

科学研究励成補助金（助成研究） 210,000 

D. その他の研究費（昭和 31年度）

よび諸団体より 5,279,000 

総計 (B+C+D) 263,931,000円
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4 昭和 31年度の研究成果発表の状況

出 版 物

次の 3種がある．

東京大学生産技術研究所報告（略称 生研報告）

所員のまとまつた研究成果を発表する・ 文は和文または欧文とし，不定期

発行で年間 10種前後を出している．

生産研究

研究の解説的紹介と速報的紹介とをかね，月刊で出している．

生研リーフレット

生研の研究成果で，実用化への手引とするため，簡略に写真中心に編集し

たものである.29年度から刊行を始め，初年度に 30種， 30年度 17種， 31

年度は 11種を出した・ 毎年 10種程度刊行する見込である．

以上は，当所の発行の分で，その他随時に学会誌，協会誌の各誌に発表し

てI.,ヽる．

昭和 31年度 (4月,.__,3月）に発表した分を次に列挙する．

A. 東京大学生産技術研究所報告（研究発表誌）

巻号 題 目 著 者 発行年月

6-1 イオン交換平衡に関する研究（英文） 山辺武郎 31. 8 

6・2 鉄骨鉄筋コンクリートに関する実験的研究 若林 実 31.12 

6・3 鉄筋コンクリート板のせん断抵抗に関する

研究 富井政英 32. 1 

6・4 a一族元索硼酸塩系のガラス化範囲 今岡 稔 32. 3 

6・5 鋳物用ア）レミニウムーマグネシウム合金 加藤正夫 32. 3 

の研究 r:j:t村康治

B. 生産研究（月刊研究紹介誌）

巻号 題 E ． 著 者発行年月

8・4 生研 50m水槽レンジにおけるペンシ｝レ・

ロケットの飛しょう実験ーーペンシル 300,
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巻号 題 目 著 者発行年月

2段型ペンシJレ，無尾炭ペンシJレ・ロケット

糸川英夫 31. 4 

高速度カメラによる 2段ペンシJレ・ロケッ

ト飛しょう特性の解析ー一高速飛しょう 栢村

休の光学的追跡に関する研究 山本芳孝

第 2 報――— 深村 巌

ペンシル 300 ・ロケット飛しょう実験—~ 植村恒義

高速飛しょう体の光学的追跡に関する研究

第 3報―-

ペンシル 300・ ロケットノズ）レの研究

ベビー・ロケット S. T. R. の設計

ベビー・ロケット用エンジンの試験

固体燃料

ベビー・ロケットの安定計邸

性危計邸

ベビー S飛しょう実験記録

山本芳孝

武井道男

糸川英夫

戸田康明

村田 勉

秋葉銃二郎

銭福星

中村

” 

” 
” 

” 
I

I

 

I

I

 

I

I

 

I

I

 

II 

山口文二 ” 
ベビーR飛しょう実

験記録

a) 実験全般記録 山口文二

尾崎幸子

b) リカバー状況記録安藤 良夫

高橋幸伯

光学的追跡 丸安隆和 If

ベビー S ・ロケットの飛しょう特性—一高植村恒義 If 

速飛しょう体の光学的追跡に関する研究伊藤腐治

第 4 報――— 山本芳孝

” 

切断装置および押出装置

パラシュート

ベビー・ロケット用フロート

発煙装置

高速度カメラによるベビーR

・ロケットの解析—一一高速飛

山本祐徳 II 

飯島恒夫 II 

成沢一•男 ！！ 

宇川 彰

吉山 厳 II 

植村恒義 ！！ 

山本芳孝 II 
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巧丸ど口弓 題 目 著 者 発行年月

しょう体の光学的追跡に関する研究 伊藤突治

第 5 中西公弘

光学的追跡装置によるベビー植村恒義• 鈴木忠男 31. 4 

R ・ロケットの解析ー一高 深村 ・戸田健次

速飛しょう体の光学的追跡 山本芳孝

に関する研究第6

ベビーR用ロケット・ボーン 植村恒衣 ” 
・カメラーー—高速飛しょう体 中村 日色

の光学的追跡に関する研究 伊藤襄治

第 7報―― 山本芳孝

ベビーRの観測結果の検討 糸川研究室 ” 
ベビーTのランチャー内における加速特性 糸川研究室 ” 
強化ボリエステルの耐熱強度試験 池田 健 ” 

古田敏康

観測ロケットにおける構造上の諸間題 池田 健 ” 
（その 1)

ロケット茨のフラッタ実験の試み 池田 健 ” 
富田文治

ロケット・エンジン燃焼室の耐圧試験 池田 健 ” 
古田敏康

DOVAP受信点の選定に関する陥礎資料野村民也 ” 
DOVAP受信記録系 野村民也 ” 
箇易時分割テレメータ送倍機 猪瀬 拇 ” 

永友英世

Pb—Sb 合金の時効硬化に閃する研究—1% 加藤正夫 ” 
Sb合金の時効におよぼす徽屎添加元索西川梢ー

Ag, Cu, Te, Bi, Cdの影孵について一ー（速報）

放射エネルギー源として Sr9o を用いる 仁木栄次 ” 
光塗料の研究（速報） 白井ひで子

棋堰堤の振勁実測資料（速報） 岡本舜三 ” 
勝行

上林敏子
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巻号 題 目 著 ．臼私 発行年月

8・5 振動型帖度計 烏飼安生• 藤森聡雄 31. 5 

根岸勝雄

国際原子力会議に出席して 加藤正夫 ” 
世界駈けある記 加籐正夫 ” 
鋭敏色の感度（速報） 久保田 広 ” 

清水嘉重郎

微分解析機による解の誤差について（速報） 渡辺 勝 ” 
鋳造応力発生過程における境界温度の推定 千々岩健児 ” 
（速報）

自動車の自動操縦（速報） 菊池英一

自動車の過渡応答から上下振動の特性値を 直理 匝 ,, 

求めること（速報）

鉄鉱石の被還元性を表示する試み（速報） 原善四郎 II 

土の力学的性質と間隙圧の影聾（速報） 星埜 和 ” 
榎本歳膀

8・6 ロケット・エンジン部品のセラミックコー 河嶋千尋 31. 6 

ティング 村田順弘

観測ロケットにおける構造上の諸間題 池田 健 ” 
（その 2)-4月号（ベビー S.R特

集号）より続く―-

微分解折機による観測ロケットの性能計仰 渡辺 勝 ” 
例 三井田純一

ロケットの垂直上昇性能と最適推力計圃 秋葉続二郎 ” 
ペンシ）レ・ロケット燃焼室の音孵特性 銭 ” 
観測ロケット用計器検定用の回転試験機 池田 健 ” 

古田敏康

ロケット用三角炭の一振動試験 森大吉郎 ” 
ロケット用テレメータ (1)ー~時分割方式 猪瀬 博 ” 
カッパ用アンテナ 黒川兼行・須田徳蔵 ” 

阿部永雄

ロケット・エンジン試験用水 坪井善勝・池辺 陽 ” 
平運転台および計測室の 矢代秀雄• 吉田秀雄

設計並びに建設について
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巻号 題 目 著 者 発行年月

自動車試験台によるころがり 平尾 収・大谷健一 31. 6 

抵抗の測定（速報） 小野田邦重• 永野 稔

加藤

徽小変位の電圧変換（速報） 立本二郎 ” 
超音波避延回路における往復多重反射（速報） 守夫 ” 
Qメータによる箔厚測定（速報） 丹羽 登 ” 

奥野 裕

8・7 ガラス化の条件として 今岡 稔 31. 7 

-—主として硼酸塩ガラスに関して一

銀河丸による航走時強度試験安藤 良夫• 高橋幸伯 ” 
エチレンの高圧反応 浅原照三 ” 
- LC.I. 高圧法によるポリエチレン，高木行雄 II 

Ziegler法によるエチレンの重合テロメ

リゼーションについて一~

世界駈けある記（その 2) 加藤正夫 II 

吸出管内空気吸入による水車特性の変化に 石原 智男 If 

ついて（蓮報） 井田

鉄鋼中のガス分析（速報） 坂上六郎• 松下幸雄 If 

金森九郎

多段流動層による連続吸滸 福田 義民• 河添邦太郎 If 

（速報） 趙容達

2,9,10—トリクロル・アン 剣持認人・永井芳男 If 

トラセンのモノスルホン置 田辺正士・後藤

換について（速報）

デン粉の酸糖化における含有窒索物の分布 中村亦夫 ” 
（速報） 吉弘芳郎

8・8 光学系の回路理論による取扱い 久保田広 31. 8 

超大口径比写真レンズの現状 伊藤 宏 ” 
通信路としての写真感光材料 大上迎吾 ” 
ドラム式超高速度カメラ 植村 ” 
浸透力試験法に関する研究 浅原照三・後藤健一 ” 
（速報） 三橋

模写屯送用記録紙の研究 菊池真一 ” 
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巻号 題 目 著 者 発行年月

――熱発色方式について＿ 吉永忠司

（速報） 長島清治

Sec-Butanol—水—Methylcyclohexane 系の山本
” 

相互溶解腐曲線と気液平衡（速報） 丸山 隆

鋼製建具の実物大試験につい 勝田

て（速報） 後藤 滋 ” 
8・9 自動車の乗心地 亘理 31. ， 
工作機械の最新の制御方式 大島康次郎 ” 
築料の 100年に Perkinを想う 永井芳男 ” 
ラジアルガスタービンの研究（第1報） 水町長生 ” 
—ー最大効率を出すための条件について一一
（速報）

ニトロオクテンの直接合成お 浅原照三 ！！ 

よびその還元（速報） 三好淑子

Mg電解浴の蒸発に関する研江上一郎・細田 正 II 

究（速報） 坂井徹郎

強化ボリエステル栢尼板の疲 大井光四郎 II 

労試験結果（速報） 小倉公逹

液体噴流を受ける平板の熱伝 橘 藤雄 ” 
達（速報） 内藤

8・10 多段ロケットの風洞試験 玉木 智 31. 10 

ロケットの光学的追跡に関する基礎資料 植村恒義 ” 
—高速飛しょう体の光学的追跡に関す 中村 日色

る研究第 8 報一—•一

観測ロケット用気圧計として 富永五郎 ” 
のピラニゲージ 岡田 繁

アメリカに出張して 岡本舜三 ” 
ラジアル・ガスタービンの研究（第2報） 水町長生 ” 
-—試作ラジアル空気タービ 内田正次

ンの特性＿（速報） 金子和男

軸応力を受ける板の硬さ試験 久保慶三郎 ” 
（速報） 川崎買司
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そ.,,,・可ロ 題 目 著 者 発行年月

8・11 表面波放射器――郡体表面を伝ぽんする 森脇義雄 31.11 

波とその応用―― 河村達雄

超音波流速計および液面計 丹羽 ・臭野 裕 ” 
3S4グリッド電流の測定 李燦煕• 富永五郎 ” 
サンプル値制御の応用 森 政弘 ” 
平面ラップ盤による丸棒のラッピング 松永正久 ” 
円形ビストン音源付近の音場（速報） 烏飼 ” 

8・12 北洋鮭鱒漁区における経験 田宮 31. 12 

動揺するマノメータ指示値の読み取り梢度石原智男 ” 
井田

1屯試験高炉における装入物の分布につい 金森研究室 ” 
て

米国に原子力を学んで 武谷清昭 ” 
鋳物用Al—Mg 合金砂型鋳物 加藤 ” 
の改良（速報） 中村康治

船底凹損の腐食におよぼす影安藤 良夫•高橋幸伯 ” 
（速報） 長尾

9・1 拡張誤差函数，拡張ガンマ函数 安達芳夫 32. 1 

—損失のある拡散現象に便利な新らし

い函数――

ダイオードおよび接合型トランジスタの誘尾上 守夫 ” 
浮性アドミタンス 後川昭雄

放射性ガラス砂を用いた漂砂猪瀬 瑾雄・加藤下オぞ ” 
の追跡の現場実験 佐藤

1トン試験高炉用コークス拉度について 金森研究宝 ” 
地下発電所内における地震観測資料（速報） 岡本藤 舜三

加 勝行 ” 
写真銀粒子の粒状性について 久保田 広• 田村 稔 II 

（速報） 大頭 仁

9・2 アジア・大洋州地区国際電子顕微鏡会議を 谷 安正 32. 2 

中心として

R.I. 検尺計 金森研究室 ” 
Paradip港について 鶴岡餡古

” 
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⇒'cSに戸'J． 題 目 著 者 発行年月

シリヤヘの旅 安芸餃ー 32. 2 

イオン交換平衡に対•する一考察（速報） 山辺武郎 ” 
Inductance型撓度計の試作について（速報）川崎 襄司 II 

レンズの ResponseFunction の直読小瀬輝次
” 

（速報）

9・3 観測用ロケット研究の歩み 足合正治 32. 3 

カッパ計圃につし、て 糸川英夫 ” 
カッパ・ロケット 12.SJ-S 糸川英夫 ” 
カッパ128型の性危計邸およ 中村 • 井上俊男 ” 
び恨性モーメントの計冥 広沢嘩夫

風によるロケットの分散 秋葉銃二郎• r巾村 II 

カッパ・ロケット・エンジン 戸田康明 ” 
128Jカッパ・ロケット用ランチャーにつし、池田 健 ” 
て 古田敏康

カッパ 12.SJ-S,T型ロケット 吉山 • 皆川 加‘圭
” 

の発煙装置，およびロケッ 岩田 貞夫・門馬佐太郎

ト・トレーサーについて

128T-T. Rロケットの風洞試玉木章夫・三石 知曰」

” 
験 武井道男

カッノぐ・ロケット の強度試 池田 健 ” 
験結果について 古田敏康

カッパ・ロケットの振動試験 森大吉郎 ” 
結果 吉山

秋田実験場の構成について 糸川英夫• 吉山 厳 ” 
カメラによるカッパ植村恒義• 伊藤筑治

” 
S・ロケット飛しよう特性 山本芳孝• 中西公弘

の解析一—ー高速飛しよう体の 伊藤房江

光学的追跡に関する研究 第9

光学的追跡装置によるカッパ植村恒義• 中村 日色 ” 
・ロケット飛しよう特性の 近江久行・山谷健三郎

解析＿高速飛しよう体の 内藤 茂・戸田健次

第光10学報的―追―跡に関する研究 竹林 勇
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巻号 題 目 著 者 発行年月

128J -S: 飛しよう実験におけ

る通信連絡

カッバ 128J-S型ロケット飛

しよう実験

飛しよう実験期間における気象について

秋田における打合せ会議の記録

秋田実験場におけるカッパ・ 糸川

エンジンの地上実験について

45度テストスタンドについて

バレル仕上に関する 2,3の

実験（その 1)

c. 生研リーフレット
No. 題

（速報）

松永

名

丹羽

高中

吉且j

山口

吉山

下村潤二朗

英夫•吉山

山口

祗澄

文二

正久• 萩生田善明

内藤 敏

研 究

32. 3
 

” 

” 
/

9

’
 

I

I

 

文二

,＇

9
 

I

I

 

者 名

48 

49 

50 

51 

52 

53 

54 

55 

56 

57 

58 

徽分解析機用自動曲線追従装置

表面放射型金粗電子顕微鏡

試作ラジアル空気タービン（ラジアル・ガス

タービンの研究 その 1)

変形抵抗測定装置（衝撃圧縮装置）

逆張カストレートライン1巾線機（特許
214724) 

線材の捻回試験機

1t試験烙鉱炉（改訂版）

全方向徽風速計

鋼製建具の気密試験

軽鼠鉄骨パネル建築

住居の陥本型の研究

鈴 木

徽分解析機研究室

谷安正

水町長生

原

木

爪

木

橋

伊

森

田

田

．
 

鈴

橋

鈴

石

弘

弘

伸

弘

男

仲

男

智

爪

保

研究

研究

研究

野昌

辺

金

勝

勝

星

池

陽

D. 著書および所外の学術雑誌に発表したもの

第 ー 部
教授
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将来の航空機構追：航空学会誌， 4,32, 231, 1956. 11 

教授岡本舜三

Bearing Capacity of Sandy Soil and Lateral Earth Pressure during 

Earthquake: Proc. of the World Conference on Earthquake Engi-

neering, 1956. 

教授一色貞文

工学用X線写真（写真技術便覧の一部， 682-715頁）： コロナ社， 1956.

教授久保田広

写真銀粒子の自己相関々数について（大頭 仁と共著）：応用物理， 26,3, 

96, 1957. 

End Effectについて（鈴木恒子と共著）：応用物理， 26,3, 135, 1957. 

敦授玉木章夫

A Divergent Shock Tube for Obtaining Supersonic Flows : J. Phys. 

Soc. Japan, 11, 4, 434~439, 1956. 

助教授大井光四郎

円環殻の強さについて：応用力学会連合講演会前刷， 1956.10. 

爆発放散口の設計について：楓械学会講演会前刷， 1956.10. 

助教授末岡清市

級数および直交函数系論（応用数学講座）：コロナ社，（近刊）

大学演習「力学」（山内恭彦と共耀）：裳華房，（近刊）

原子核物理概論：日本科学技術連盟およびラジオ・アイソトープセミナー，

1956. 8. 

助教授富永五郎

真空度測定：日刊工業新闘社，工業物理学講座第4

助教授鳥飼安生

捩れ水晶による液体の粘性の測定（根岸勝雄と共許）： Iぶ用物理， 25,4, 

158-163, 1956. 4. 

超音波音源付近の音場（根岸勝雄と共著）：音翌漿学会講演論文集， 79-80,

1956. 

電力負荷時におけるチタン酸バリウム振動子のアドミックンスの測定法

（根岸勝雄と共著）：音褥学会講演論文集， 87-88,1956. 5. 

強力超音波用電力計の試作（藤森聡雄と共著）：音褥学会講演論文集，111-

112, 1956. 5. 

超音波音源付近の音場（第2報）：音懇学会講演論文集， 55-56,1956. 11. 
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助教授森大吉郎

Determination of the Axial Load and the Buckling Load of a Bar by 

the Vibration Method: 第5回応用力学連合講演会論文集， 1956.

振勁法による枠の軸荷重および座屈荷重の推定：機械学会論文集， 22,115,

123-125, 1956. 

助教授山田嘉昭

金属薄板の試験法に関する研究（第1報）一ー特に液圧試験法の邸義と適用

性について：自動車技術会論文集， 3,19-25, 1956. 4. 

自動車の連動の一解析例：自動車技術会諭文集， 3,5-12, 1956. 4. 

塑性学の最近の迎歩：日本機械学会誌 60,456, 9-14, 1957. 1. 

第 2 部

教授高橋安人

A New Method of Evaluating Dynamic Response of Counterflow and 

Parallelflow Heat Exchangers(H. M. Paynterと共著）： Trans. ASM 

E., 78, 4, 749-758, 1956-5. 

単調な系の伝達函数の新型式 (H.M. Paynterと共笠）：自動制御， 3,4, 

207-214, 1956. 

自動制御論（編および一部執筆）：共立出版， 1956.

教授竹中規雄

切削における熟の問題について：自動車技術会誌， 10,10, 11, 12, 1956. 

機械材料の試験と検査：日本檬械学会出版（第 5章材料の加工性試験法の

中，切削加工性および研削加工性試験法）

楓械製作法(2)切削加工：コロナ社， 1957.

教授鈴木 弘

不銹鋼線引抜の際の各種造朕剤について（大井澄佳と ：塑生加工．専門

講演会前刷， 1956.10. 

線材の逆捻回試験について（橋爪仲• 伊藤保男と共著）：塑性加工専門講演

会前刷， 1956.10. 

線材の圧延について—第 1 報平線圧延の変形についてー（柳本左門と

塑性加工専門講演会前刷， 1956.10. 

りん青銅線の仲線と機械的性質について（橋爪仲と共箸）：日

1956. 7. 
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塑性加工学の最近の進展：日本機械学会誌， 1957.1. 

教授橘 藤雄

原子炉の伝熱：日本機械学会誌， 1956.6. 

内燃機関における伝熱：内燃機関， 1956.. 8. 

対流伝熱：化学工学， 1956.8. 

沸騰の熟伝達：化学工学， 1957.2. 

ロケット機閃の冷却：航空学会誌， 1956.

教授平尾 収

トJレクコンパーター付自動車の研究（宮津純，高橋安人，亘理J享，石原智

男，水沢譲二，河西隆，小室武，大矢実と共著）：自動車技術会論文集，

No.3, 1956. 

自動車試験台によるころがり抵抗の測定（大谷建ーその他と共著）：自動車

技術， 10,5, 1956. 

南極地域観測用機材について：日本機械学会誌， 59,454, 1956. 11. 

教授亘理 厚

自動車の力学（上下振動の等価力学系とその応答）：機械学会第 33期通常

総会講演会前刷， 11-16,1956. 4. 

摩擦による振動（第2報）（杉本隆尚と共著）：機械学会第 33期通常総会

講演会前刷， 29-32,1956. 4. 

重ね板ばねに関する数表：バネ論文集第3号， 34-35,1956. 5. 

重ね板ばね設計のための数表：日本バネ協会， 1956.10. 

繊維機械のための振動学：日本繊維機械学会， 1956.10. 

機械振動学（機械工学講座第1巻）：共立出版， 1956.11. 

助教授水町長生

ラジアルガスタービンの研究（第2報，試作ラジア）レ空気タービンの性危）

：日本機械学会秋季大会講演会前刷， 1956.11. 

助教授田宮 真

乱流剥離と造波抵抗：造船協会論文集， 99号， 1956.7. 

縦揺に関する党古：船舶， 30,1, 1957. 1. 

助教授松永正久

研摩の機構：新しいメッキ講習会テキスト，金属表面技術協会， 1956.11. 

金属仕上而の変質形について：金属表面技術， 8,2, 71-75, 1957. 3. 

助教授大島康次郎

計数形サーボ機構の翫し作（富成襄と共著）：自動制御， 3,4, 221~228, 
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1956. 

サーボ機構の展望：日本機械学会誌， 60,456, 108--113, 1957. 

自動制御論（籠および一部執筆）：共立出版社， 1956

自動制御（機械工学講座）：共立出版社， 1957.

助教授植村恒義

Studies on the Explosion Mechanism of Electric Blasting Caps by Ul-

tra-high-speed Grid Framing (森重照夫と共著）： Proc. Third Inter-

national Congress of High-speed-Photography (London), P AG 188, 

1956. 9. 

A Drum Type Ultra-high-speed Picture Camera : Proc. Third Interna-

tional Congress of High-speed-Photography(London), PL 54, 1956. 9. 

ドラム式超高速度カメラの試作研究（第3報）（伊藤党治と共著）：第3回

応用物理関係連合講演会予稿集II,1956. 4. 

ロケットの光学的追跡に関する研究（第1報）一高速度写真によるペンシ

Jレ・ロケットの解析ー（他2名と共著）：第3回応用物理関係連合講演会

予稿集II,1956. 4., 梢機学会春季講演会前刷， 13,1956. 4. 

ロケットの光学的追跡に関する研究（第2報）ーベピー・ロケ y 卜飛翔特

性の解析ー（他3名と共著）：第3回応用物理関係連合講演会予稿集II'

1956. 4., 精機学会春季講演会前刷， 15,1956. 4. 

ロケットの光学的追跡に関する研究（第3報）ーロケットボーン・カメラに

よる飛翔特性の解析ー（他2名と共著）：第3回応用物理関係連合講演会

予稿集II,1956. 4., 梢機学会春季講演会前刷， 17,1956. 4. 

格子式超高速度カメラによる電気雷管爆発機構の研究（他3名と共著）：エ

業火薬協会講演会要旨， 39-40,1956. 4. 

高速度写真：日本写真学会第 1 回購習会テキスト， 294~304, 1956. 10. 

助教授安藤良夫

切欠引張り試験における切欠半径の影孵：造船協会論文集， 100号， 101~

106, 1957. 2. 

静的曲げによる脆性破壊の研究：造船協会論文集， 100号， 107~111. 1957. 

2. 

溶接残留応）］が脆性破壊に及ぼす影聾の研究（第1報）（木原博と共著）：
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造船協会論文集， 100号， 133-138,1957. 2. 

水面衝撃について：船舶， 29,11, 950-953, 1956. 11. 

軽合金の溶接：日本楓械学会誌， 59,447, 284-290, 1956. 4. 

平板の水面衝撃について（藤田譲，山口勇男と共著）：造船協会論文集， 90,

69-75, 1956. 6. 

助教授石原智男

トルクコンバータの設計に関する諸問題：エハラ時報， 5,16, 2, 1956. 

軸流水車内の流れの状態について（井田富夫と共著）：機械学会 33明総会

講演会前刷， 1956.4. 

トJレクコンバータ内部の流れについて（井田富夫，藤木顕輝と共竹）：機械

33期総会購演会前刷， 1956.4. 

トJレクコンバータの設計について（荒瀬晟と共著）：機械学会部門講演会前

屈リ， 1956. 9. 

トJレクコンバータの性能について（龍瀬晟と共著）：機械学会臨時大会講演

会前刷， 1956.10. 

助教授干々岩健児

シエルモールド機械：日本機械学会誌， 59,455, 884-890, 1956. 

されの研究＿＿鋳造における湯の流れについて（第 5報）：鋳物協会誌，

28, 2, 88-99, 1956. 

再び堰による湯の分配について一—一鋳造における湯の流れについて（第 6

報）：鋳物協会誌， 29,1, 33-45, 1957. 

機械材料の試験と検査（一部執筆）：機械学会版， 1956.

助手森 政弘

Statistical Treatment of Sampled-Data Control Systems for Actual 

Random Inputs: ASME, Paper No. 57-IRD-10. 

Root Locus Method of Pulse Transfer Function for Sampled-Data 

Control Systems: Trans. IRE, PGAC Spring issue, 1957" 

第 3 部

教授星合正治

電子とその作用（島村道彦と共著）：オーム社， 1956.3. 

熱電子管（望月仁と共著）：オーム社. 1956. 10. 
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藤高周平

昭和 30年度鬼怒川線鹿沼変電所における （肱生忠雄，藤田良

雄と共著）：電力気象連絡会稟報， 16号， 36-41,1956. 3. 

鬼怒川線における近距離雷撃電圧記録（麻生忠雄，塩谷新吾と共著）：

三学会迎合大会論文集， 370,1956 . 4. 

寵接埋設地線の効果（富山順二，広瀬貯，麻生忠雄と共著）：電気学会東京

支部大会予稿， 141,1956. 11. 

気中間隙の多重放電特性（麻生忠雄と ：電気学会東京支部大会予稿，

144, 1956. 11. 

教授森脇義雄

分布定数回路：通信工学講座（共立出版） 16巻， 115,1956. 6. 

歯形回路を用いたふく射器（河村達雄と共著）：電気三学会連合大会講演論

文集， 586,1956. 4. 

分布結合を利用した表面波線路帯域フィルタ（河村逹雄と共著）：電気通信・

学会全国大会講演論文集 84. 1956. 11. 

教投沢井善三郎

制御技術の発展：化学工業， 1956.3. 

教授後藤以紀

多元多値論理代数方程式の一般解の諸形式：電気学会東京支一部昭和 31

大会講演論文集1,1956. 

助教投安達芳夫

途中で損失のある拡散現象の過渡間題に使利な函数――拡張誤差函数・拡張

ガンマ函数＿：電気学会東京支部昭和 31年大会講演論文集， 64,

1956. 10. 

pn接合の順方向特性と逆方向特性との閾連（尾上守夫，後川昭雄と共著）：

電気学会東京支部昭和 31年大会講演論文集， 64,1956. 10. 

パ｝レスによる少数キャリア蓄砧効果測定を利用したダイオード（トランジ

スタ）の“良さ＂の判定法と見かけの少数キャリア寿命時間の一測定法

（藤江明雄と共著）：昭和 31年度電気通信学会全国大会講演論文集， 36,

1596. 11. 

助教授丹羽 登

超音波工業計測：電気通倍学会シンンポシウム（「超音波の応用」lれの一編），

1956. 11. 

毒子管切換型超音波流速社（奥野裕と共著）：電気学会東京支部大会予稿，
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No. 30, 1956. 11. 

超音被による流速測定法（奥野裕と共著）：日本非破壊検査協会学術請演会

概要， Il—6 1956. 11., 非破壊検査， 5,3, 141, 1956. 11. 

助教授野村民也

アナログ・コンビュータの使用法：機械学会誌， 59,454, 820-

830, 1956. 11. 

陰極線輝度面租型掛邸器（山本尚志と ：昭和 31年電気学会東京支部

大会予稿， No.37, 1956. 

交流演冥増幅器の一設計法（長谷川毅と共著）：同上， No.45, 1956. 

助教授尾上守夫

圧電駆動振動子の等価回路：電気三学会連大， No.216, 1956. 5. 

高周波におけるトランジスタ定数測定法：信学会トランジスタ回路専門委

貝会資料， 1956.4. 

円筒の Dilatationalな摂動について：信学会超音波研究専門委員会資料，

1956. 5. 

Inductive AC Admittance of Junction Transistor(後川昭雄と共著）：Proc. 

I. R. E. 44, 10, 1475, 1956. 10. 

超音波録接による半祁体と金属の接合：倍学会全国大会，No.32, 1956. 11. 

Pn接合の順方向特性と逆方向特性との関連（安達芳夫・後川昭雄と共著）：

（安逹芳夫の項参照）

接合型トランジスタの誘郡性アドミタンス（後川昭雄と共著）：信学会全国

大会， No.. 41, 1956. 11. 

半郡体のアドミタンス変調の周波数特性（安達芳夫・後川昭雄と共著）：

気四学会連大， No.783, 1957. 4. 

第 4 部

教授岡宗次郎

食塩に関する箇易迅辿分析法：日本塩学会誌， 10,199, 1956. 

教授永井芳男

アントラ七ン：有機合成化学協会誌， 14,4, 212-216, 1956. 4. 

ピレンその他高次多環式：有機合成化学協会誌， 14,4, 220-223, 1956. 

4. 
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建染染料の進歩：染色工業， 4,3, 36~43, 1956. 3. 

9, 10ージヒドロ・アントラセン—9. 10—ジグロリドの生成としての性質

（田辺正士と共著）：工業化学雑誌， 60,3, 294~6, 1957. 3, 

教授山本 寛

多成分系における気液平衡の計邸式について：化学工業， 20,251, 1956. 

5. 

助教授浅原照三

ポリオキシエチレン・アルキルフエノール・スルホン酸ソーダの合成（高

木行雄と共著）：工化誌， 59,489-490, 1946. 4, 

Pーアルキルアニリン誘尊体の合成（高木行雄と共著）：エ化誌， 59, 578~ 

581, 1956, 5 油脂領域におけるボーラログラフイーの応用（早野茂夫と

共著）：嵐油化学， 5, 202~216. 1956. 7. 

脂肪酸に関する二，三の反応：化学， 656~662, 1956. 9. 

ニトロメタンによる芳香族炭化水素の抽出：エ化誌， 59,1, 126~1, 128, 

1956. 10. 

ニトロパラフィンとその応用：化学工業， 7, 971~977, 1956. 11. 

油脂化学工業における最近の進歩：ケミカルニュース， No.11, 16~20, 

1956. 11. 

非水溶媒中における脂肪酸のボーラログラフ的挙動（早野茂夫と共著）：油

化学， 5, 352~5, 1956. 11. 

日本における表面活性剤の発展，化学と工業， 10, 18~27, 1957. 1. 

テロメリゼーションについて，化学工業， 8, 145~148, 1957. 2. 

脂肪酸のボーラログラフに関する実験的考察ならびに二，三の知見（早野

茂夫と共著）：エ化誌， 60, 178~182, 1957. 2. 

ガスクロマトグラフ（高木行雄と共著） (I), 油化学， 6, 32~36, 1957. 

1, ; 同(TI), 油化学， 6, 105~109, 1957. 3. 

油脂化学工業（梱場逸志と共許）：日刊工業新聞社， 1956.6. 

塾装技術使覧（岩井・為広• 藤沢と共著）：日刊工業新闘社， 1956.11. 

助教授山辺武郎

ゼオライトの交換平衡に閲する研究：エ化誌， 59,414-415, 1956. 4. 

ホウ酸イオンの陰イオン交換に関する研究：エ化誌，60,156-158, 1957. 2. 

助教授加藤正夫

放射性同位元索 AgllOを用いた銅陽極中の銀の挙動に関する研究（武谷，

佐々木と共箸）：第 1回日本アイソトープ会議論文集， 1956.8. 
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ラジオ・オートグラフィーによる合金の研究（その 1)-Fe59による高純

度ア）レミニウム中の鉄の挙動の観察（小林昌敏と共著）：第1回日本アイ

ソトープ会談論文集， 1956.8. 

放射性ガラス砂を用いた標砂の追跡の現場実験（猪瀬• 佐籐と共著）：第1

回日本アイソトープ会議論文集， 1956.8. 

アイソトープの放射線源としての利用：化学工業， No.5,9-13. 1956. 5 

Untersuchungen iiber Gusslegierungen auf [Aluminium-Magnesium-Ba-

sis(中村康治と共恕）： Aluminium (ドイツ）， 33,Nr. 3, 1957 

アルミニウムーマグネシウム合金の）レツボ材料との反応に関する研究（中

康殆村と共著）：軽金属， No.19,59, 1956. 2. 

鋳物用アルミニウムーマグネシウム合金の研究(IV)(中村康治と共著）：軽

金属， No.21, 73, 1956. 9. 

放射性同位元索 AgllOを用いた銅陽極中の銀の挙動に関する研究（武谷・

佐々木と共著）：電気化学， 24,4, 1956. 

放射化分析：日本科学技術連盟ラジオ・アイソトープ・セミナー，購設11,

1956. 8. 

工業トレーサ技術：日本科学技術連盟ラジオ・アイソトープ・セミナー，

講義 17, 1956. 8. 

放射性同位元素の工業への応用（三輪と共著）：原子力工学講座，共立出版，

社， 4,6. 

ラジオ・アイソトープのトレーサその他工業への応用：電気学会雑誌， 76,

817, 1, 224-1, 229, 1956. 10. 

Cu-Al合金a固溶体の低温焼鈍硬化に関する二，三の実験（西川・陶山と

共著）：日本金属学会誌， 20,4, 234-238, 1956. 

助教授武藤義一

電示容鼠分析法の応用（機器分析•実験法，棋書店） 1956. 7 

光電光度法：スペクトロメトリー講習会テキスト（日本分析化学会編） 19 

56. 9. 

工程管理について：日本塩学会誌， 10,265 -272, 1956. 12. 

助教授松下幸雄

合クロム高炉スラッグの特性：鉄と鋼， 42,945-950, 1956. 10. 

技官中村康治

Uutersuchungen iiber Gusslegierungn auf Aluinium-Magnesium-Basis. 

（加藤と共著）： Alminium (ドイツ）33, Nr. 3, 1957 
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アルミニウムーマグネシウム合金のJレツボ材料との反応に関する研究（加

藤正夫と共著）：（加藤正夫の項参照）

鋳物用アルミニウムーマグネシウム合金の研究， (IV)(加藤正夫と共著）：

（加藤正夫の項参照）

研究員河添邦太郎

気体および液体の吸着による乾燥：最近の化学工学， 1956,1-17, 1956. 

8. 

吸着・イオン交換(I):化学工業， 8, 45~47, 1957. 3. 

吸着・イオン交換(II): 化学工業， 8,43-47, 1957. 4. 

第 5 部

教投福田武雄

合成トラスの実測的研究（久保慶三郎と共著）：土木学会誌， 41, 1957. 3. 

教授小野

建築物のリミットデザイン（田中尚と共著）：理工図書， 1956. 6. 

教授坪井善勝

平面構造論：丸善， 1955.6. 

建築学大系9: 建築弾塑性学，彰国社， 1955. 12. 

Design and Construction of Reinforced Concrete Shell Structure of non-

Uniform Thickness Supported on Rollor System: International Asso-

ciation For Bridge and Structural Engineering, Zurich, 1955. 

短期応力を対象とするはりハンチの配筋効果に関する実験的研究（その 4)

（鉄筋コンクリート架構接合部に関する研究 第 13報）（矢代秀雄と共

：建築学会論文報告集， 54号， 1956.9. 

鉄骨鉄筋コンクリートに関する実験的研究(No.13)-—剪断力を受ける柱

の実験（その 2)(若林実・末永保美と共著）：建築学会論文報告集， 54

号， 1956.9. 

建物の地下逸散減衰に関する模型実験.1 (田治見宏と共著）：建築学会論

文報告集， 54号， 1956.9. 

実験による載断球殻の特性の考察（その 3)(青木繁と共著）：建築学会論

文報告集， 54号， 1956.9. 

戟断球殻に関する実験的研究（その 3)(青木繁と共著）：建築学会研究報

36号， 1956. 12. 
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鉄筋コンクリート版の破壊に関する私見：建築学会研究報告 39号， 1957.

2. 

鉄骨鉄筋コンクリートに関する実験的研究 (No.14) (若林実末永保美と共

著）：建築学会研究報告， 39

教授丸安隆和

コンクリートの品質管理： 1956. 9. 

助教授勝田高司

1957. 2. 

建物周囲条件の換気通風に及ぼす彩唇（後藤滋と共著）：建築学会論文報告

集， 53号， 80-87,1956. 6. 

栃木会館の暖房実験(1)(オーディトリアムの温風暖房），（後藤滋• 寺沢達

二と共著）：建築学会研究報告， 35 号， 77~80, 1956. 6. 

同 上 (2)(ベースボードヒーターによる暖房），（後藤滋• 寺沢逹二と共

管）：同上 81-84,1956. 6. 

同 上 (3)(給還気系統の騒音），（後藤滋•寺沢逹二と共著）：詞 上

85-88, 1956. 6. 

高速ダクトシステムにおける吹出ロユニットに関する実験（後籐滋• 寺沢

達二と共著）：同 上 105-108,1956. 6. 

ア）レミニウムハクによる反射熱絶縁構造：軽金属資料， No.227, 1956. 6. 

鋼製建具の実物試験について（後藤滋•寺沢達二と共著）：建築学会論文報

告集， 54号， 481-484,1956. 9. 

太陽熱による湯沸器の研究（桜井省吾・後藤滋等と共著）：衛生工業協会誌，

30(12), 500-515, 1956. 12. 

助教授久保慶三郎

合成トラスの実測的研究：土木学会誌， 42,3, 13-20. 1957. 3. 

荻原橋の応力測定結果：実在橋梁構造物の応力測定および測定結果に関す

る研究発表会報告， 1956.

助手田中 尚

安全荷重域の性質について：建築学会研究報告， 54号， 1956.9. 
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付 録

1. 国立学校設置法抜幸

国立学校設置法昭和 24年 5月 31日公布法律第150号

第2章国立大学

第4条 国立大学に，左表（下）の通り研究所を付置する・

大学の名称 I 研究所の名称 1位置 I 目 的

東京大学
生産技術

千葉県
生産に関する技術的問題の科学的総

研 究 所 合研究並びに研究成果の実用化試験

2- 生産技術研究所内の諸規定
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A)生産技術研究所協議会内規

第 1条 生産技術研究所協議会は，生産技術研究所の事業並びに運営の方針について

学外の学識経験者から意見を求めることを目的とする

第 2条協議会は協議員若干名で組織する

第 3条協議貝は，生窟技術研究所長が委眠する

第4条協議口の任期は， 2年とする

第 5条協議会に会長を置く

会長は協議貝の互近によつて定める

第 6条会長は，生産技術研究所長の申出により協議会を招集し，その議長となる

会長に事故がある場合は，会長の指名した協議員がその職務を代行する

第 7条生産技術研究所長は，協議会に列席しなければならない

第 8条 生窟技術研究所長は，必要と認めた戟貝を協議会に列席させることができる

付且U

この内規は，昭和 24年 10月1日から実施する

B)生産技術研究所商議会内規

第 1条 生産技術研究所商議会は，総長の管理に属し，生産技術研究所の運営上必要

な事項を審議する

第2条商議会は，商議貝若干名で組織する

師議貝は，次に掲げる者に総長が委醗する

1. 生産技術研究所長，理工学研究所長および工学部長

2. 生産技術研究所の教授・ 助教授の中から 5名

3. 理工学研究所，工学部，理学部，農学部および医学部の教授，助教授の中から

各1名

4. 生朋技術研究所長が必要と認めた者

第3条生附技術研究所長は，商議会を招集し，その談長となる

付具l

この内規は，昭和 24年 12月 19日から実施する

C) 理工学研究所•生産技術研究所連絡会議内規

第 1条 理工学研究所・生産技術研究所は，その事業を行うにあたり，互いに緊密な

連絡をとり，事業の円滑な運営を目的として協同的に処理すべき問題について，連

絡協議するため理工学研究所・生産技術研究所連絡会謡（以下会議と称する）を設

ける

第2条会議は，委員および幹事で組総する
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委員は，議事を協議決定し，蛉事は庶務・ 会叶の事務を行う

第3条委員は，次の通りとする

1. 理工学研究所長

2. 生産技術研究所長

3. 理工学研究所所属の教授• 助教授の中から近ばれた者， 5名以内

4. 生窟技術研究所所属の教授• 助教授の中から選ばれた者， 5名以内

所長でない委員の任期は， 2年とする

幹事は，理工学研究所事務長および生廂技術研究所事務長をこれにfしてる

第4条会議は，毎月 1回常例的に開催すなただし必嬰があるとぎぱ，双方協誠の

上臨時に会議を開佃することができる

第5条会議の議長は，交互にいずれかの所長がこれに当る

第6条 会議が必要と認めた場合は，委員以外のものを参加さ吐，その意見を間くこ

とができる

付則

この内規1ま，昭和 24年 12月 15日から実施する

D)生産技術研究所運営関係委員会設置規定

第1条 生産技術研究所長は，所内の連営上の諸問題について必要ある場合は，その

目的別に委員会を設けることができる

第2条 前条の委貝会は，所長の諮間に答え，所内の連営の向上，合罪化，処理方針

等の審議を行うものとする

第 3条 所長が必要と認めたときは，委員会の長に連営事務の一部を分窄さ吐ること

ができる

第4条名委員会の目的，構成，任務等については，別に定める規定による

1) 常務委員会に関する規定

第1条東京大学生産技術研究所に常務委員会を置く

常務委員会は，評議貝と常務委員とで組織し，次の市項を行う

1. 所長の諮問に応ずること

2. 教授総会から委託された事項を処刑すること

3. 常務に関する打合せ

第 2条所長は，常務委旦会を招集し，その議艮となる

第3条 ＇常務委貝は，研究部より各部 2名とし，その部の教授・助教授の互近による．

第4条常務委員の任期は 1年とし，補欠委員の任期は前任者の残任期間とする・ 引

続き 2期在任した常務委貝は，任期満了後2年間は常務委貝に近ばれることができ

ないただし，補欠委員としての 1年に満たない期間は，在任期間とみなさない

第5条 第3条により選出された常務委貝のうち， 1名を部主任とし，その部を代表
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する

第 6条 前条の部主任は，その部の常務を総括する

第7条 常務委貝会における各部2名の常務委貝は，全く同等の立場に立つものとす

る

第8条 揺務委員会には，代理者の出JI位を認めない

ただし，その部所属の常務委貝が2名共に出府できない場合は，その部の教授また

は助教授の中から， 1名を出席させなければならない

第9条 所長が必要と認めたときは，常務委貝以外のものを常務委員会に列席させ，

意見をきくことができる

付則

この規定は，昭和 26年4月1日から実施する

2) 特別研究審議委員会規定抜幸

第2条 委員会は，所長の諮問に答え，次の事項を審議する

1. 特別研究費の配分に関すること

2. 特別研究費の予冥嬰求資料の作成

3. 特別研究費による事業の逹成に関する事項

4. その他特別研究に関し，所長が必要と認めた事項

第3条 特別研究費とは，各部に配当される研究費以外で，研究所の使命逹成のため，

特別に配付された研究費，または生研内で特別に考應された研究費等をいい，科学

研究費・受託研究費および常務委員会において特に除外したものは含まない

ただし，科学研究投の内，機関研究費・化学促進研究費および輸入機械購入費は，

本委員会において取扱うものとする

第4条 委員会は，委員 10名で組織し，内 1名を委員長とする委員長は委員の互

返とし，第7条による改遥の都度これを行う

第8条 委員は，研究部の各部 2 名とし，その部の教授• 助教授の互近による（以下

略す）

3) 工作委員会規定抜幸

第2条 委貝会は，試作工場の業務連営を円滑にするため，次の事項について審議す

る

1. 試作工場の迎営に関する重要事項の企圃並びに立案

2. 作業能率向上に関する事項

3. 業務実施に関する連絡調整

4. その他必嬰な事項

第 3条 委員会は，委員長の他に委具若干名をもつて組織する

第4条 委員長は，本所教授の中から教授総会で選出する．委員は次の通りとする
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1. 研究部の各部ごとに，その部の教授• 助教授またはこれに準ずるものの互選に

よるもの各1名

2. 所長が必要と認め，教授総会の承認を得た者若干名

（以下略す）

4) 技術管理委員会規定抜幸

第2条 委員会は所内における土地，建物，工作物の維持，新設，模様替，ガス，電

気，通信，水道等の合理的な運営を図るため次の事項を行う

1. 土地，建物工作物の管理，新設，模様替等について工事全般計画に対する企両，

運用に関する助言並びに技術的指導

2. ガス，屯気，通信，水道等の合理的使用方法、保守，改善および適正な運用に

関する助言並びに技術的指導

3. その他必要と認めた事項

第3条委員会は，委員長および委員5名で組織する

第4条 委貝長は，本所教授中から教授総会で選出する．委貝は研究部ごとに 1名と

し，その部の教授•助教授の互遥できめる

委員長および委貝の任期は 1年とし菫任をさまたげない．

（以下略す）

5) 図書委員会規定抜幸

第2条 委員会は，所内図苫室の連営について次の事項を行う

1. 図因室運営に関する事務監督

2. 図書連営に関する企画並びに立案

3. 図古運営に関する連絡調整

4 購入図書の選択

5. その他必要と認めた事項

第3条 委貝会は，委員長の外，委貝 10名をもつて組織する

第4条 委員長は，本所教授中より教授総会において選出された者，また委員は，研

究部ごとに 2 名とし，その部の教授• 助教授またはこれに準ずる者の互選によった

者が，これに当る

（以下略す）

6) 写爽委員会規定抜幸

第 2条 委員会は，写真室の業務連営を円滑にし，写真技術の向上を図るため下記の

事項を行う

1. 写真室連営に関する企画並びに立案

2. 写真業務の予定叶圃並びに実施報告に対する検討
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3. 写真業務実施に関する連絡調整

4. 材料の入手使用並びに業務技術に関する助言

5. 一般写真および高速度写真用設備・機械・路材の整備充実に関する企圃

6. その他必要と認めた事項

第 3条委員会は，委貝5名および恵門委貝若干名で組綴し，委旦の中 1名を委貝長

に他の 1名を副委貝長とする

委員長および副委員長は委員の互選による

第 4条 委貝は，各研究部ごとに 1名とし，その部の教授・励教授並びにこれに準ず

るものの互逗による

第 5条専門委員は，委貝長の依嘱による

第 6条 委員長，副委貝長および委員の任期は 1年とする

ただし，重任をさまたげない

7) 生研報告発行委員会規定抜幸

第2条委員会は東京大学生産技術研究所報告発行内規に従つて生研報告の発行に

関する事項を審議する

第 3条 委貝会は，委貝長，刷委員長および委員若千名で組織する

第 4条 委貝会の委員長は所長とし，副委員長は常務委員会で選び委員は常務委貝と

する

第 5条 副委貝長の任期は 2年とする・ ただし重任をさまたげない

（以下略す）

8) 生産研究編集委員会規定抜幸

2. すること：生廂技術研究所の月刊機関雑誌である「生産研究」の絹染とそのた

めに必要な仕事をする

3. しくみ：委貝長 1名，委貝 12名

委貝長は教授が当り，教授総会で選び，任期は 1年とし，侮年4月1日にあらた

める

委貝は教授か助教授，またはこれに準ずるものとし，第1部 2名．第2部 3 

名，第3部 2名，第4部 3名，第5部2名を各部で選ぶ

任期は 1年とし，毎年4月1日と 10月1日に各部の半数がかわるただし4月

は第2部 1名，第4部 2名， 9月は第2部 2名，第4部 1名がかわるこ

ととする

委員長は編集技術上必要あるときは，屯門委員をたのむことができなまた委員

会の仕事を助けるために編集幹事をおくことができる

4. しかた；

責任とカー委貝は毎号の緬集について共同的な責任を負い，原稿の取括，訂正等
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；こついて十分な力を持つものとする

会議ー毎月 1回以上定期の委員会を開く・ また必要によつて臨時の委員会や専門

委貝会をもつことができる

編集室一編集に関する実際的な仕事をするため絹集室をもつ

9) 将来計画委員会規定抜幸

第2条 委員会は本研究所の将来計画に関し次の事項を行う

1. 土地，庭園等の造成，建物工作物の新営に関する企画並びに立案

2. 叶両に関する営繕課との連絡調整

3. その他必要と認めた事項

第3条 委員会は委貝長 1名，収令事 1名，委貝 7名および専門委員布干名で組

織する

第4条 委員長は本所教授中から教授総会で近出する

幹事は委員長の要請に応じて教授• 助教授中より所長が委揺すな委員は各研究部

ごとに教授• 助教授の互選により 1名，事務長，営紹課長とする

専門委貝は委貝長の要請に応じて所長が委麒する

第5条 委員長および各研究部の委貝の任期は 2年とし重任はさまたげない

第7条 幹事は委員長を補佐し，委員会の業務に必要な企圃連絡調整に当る

第8条 委員長が必要と認めたときは委員以外の者を委員会に列席させて、意見をきく

ことができる

10) 放射性同位元素実験室およぴ電子顕微鏡実験室運営実施要項

棗京大学生究技術研究所における放射性同位元索実験室および屯子顕徴鋭実験室の連

営実施については当分の間次に依つてこれを行う

1. 放射性同位元索実験室は放射性同位元索委旦会委員長が， ・;t;:子顕徽鐙実験室は屯
子顕徴鋭委員会委員長がおのおのこれに当る

2. 所長は各実験室の連営に必要な予多店を配当することがで苫る

3. 前記配当された予邸の経理については放射性同位元索実験室は第4部，屯子顕徽

鋭実験室は第2部のそれぞれの事務主任がこれに当る

4. 委員長は各実験宝に所属する物品を監守せしめるため，物品監守昔を置かなけれ

ばならなし、

5. 各実験室の処物管理についてはその所属する部主任の監督を受ける

6. 各実験室に屯従する戦員の人事管理についてはその職員の所属する部主任とおの

捻の委員長と協議の上これを行う

] ]) 観測ロケット委員会規定抜幸

第2条 委旦会は所内における観測ロケットに関する業務を円滑に行うため次の事項
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を行う

1. 所内における業務の連絡・（閏整・拙進

2. 観測ロケット業務の直要事項審議

3. 観測ロケット業務の連営に閃すろ助言

4. その他必要と認めた事項

第 3条 委員会は委員長および委旦 7名以内で組隈する

第 4条委員長は所長がこれに当る

委員は次のとおりとする

1. 研究部ごとにその部の教授.ll}J教授の互選によるもの各 1名

2. 工作委員会・写真委旦会・各委員中よりその代表各 1名

ただし，研究部より選ばれた委員が工作委旦会委員または‘序真委員会委ilである場

合はそのものに第2号の委員を兼ねさせることがで含る

委員の任期は 1年とし，重任をさまたげない

策 6条 恨測ロケット研究班は下記事項につき委員会の承認を受けなげれ（月たらた［ヽ

1. 'j', 含店に関すること

2. 実施計圃に関すること

3. 実施後の経過報告

4. 生産．技術研究所の連営にI周連ある直要事項

5. その他観測ロケット研究班におし•て必要と認めたれ項

第 7条 委員艮が必要と認めたとぎは，観梱lロケット研究班に対して汎明を求冷似ま

たは文甚を提出させることができる

第 8条 委員長が必要と認めたときは，委員以外のものを委員会に列J常さ吐，意見を

ぎくことができろ

1寸則

この規程は附和 31年1月 18日から実施する

12) 厚生委員会規定抜幸

第 2条 委員会は本所の厄生に関する施設並びに市業の円治な連営を図るため次の'Jf.

項を行う 、

1. l[剥貝，大学院学生の体育，保健，術生，幅利並びに職貝のレクリェーション等

に対する企圃，連用に関する事項

2. J享生事業部の連営に対する助言

3. その他必嬰と認めた事項

第 3条 委貝会は委員長および委貝 8名以内で粗職すな委員長は所長が委叫立する

第4条 委員は下記に従い所長が委嘱する

1. 研究部ごとに 1名とし，その部の教授・ 1リJ敦授並びにこれに準ずるものの互泣
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によるもの

2. 事務部は事務長

3. 所長が必要と認める『設貝および大学院学生の代表2名以内

第5条委員長は委員会を招集し，その議長となな委貝長および委員の任期は 1年

とすなただし，重任をさまたげない

（以下略す）

E)生産技術研究所報告発行内規

第1条 東京大学生産技術研究所報告（以下生研報告と称する）の発行はこの内規に

よつて行う

第2条 生研報岩は生産技術研究所（以下生研と称する）の研究業紹を学外に発表す

るを目的とする

第3条生研報告の発行に関する審議は，この内規に従つて生研報告発行委員会（以

下委員会と称する）が行う

委員会の規定は，別にこれを定める

第4条 生研報告に掲載する論文は生研職貝の研究成果または生研職貝が中心となつ

て行つた共同研究成果でその部の推薦を経たものとする

第5条 生研報告に掲載する論文は新しく発衷する研究報告とする．ただし，学会誌

等に概要を発表した研究報告を詳細にまとめたもの，または分割掲戦した研究成果

をまとめて発表する場合はこの限りでない

第6条 生研報告に掲載する論文は 1篇，または 2篇以上を 1冊として発行する

第7条 前条について委員会は著者の希望を勘案してこれを決定する

第8条生研報告に用いる文は，欧文または和文とし，和文の場合は本文の 10努以

内で2ページを超えない範囲の欧文梗概を付するを原則とする

第9条生研報告は不定期に発行し，およそ 300ページを単位として巻を改めな発

行部数はその部度定める

備考

1) 第4条により論文を推郎する場合は原則としてその内容につき部を中心とす

る関係者の間で十分の討議を経ることを要する

2) 大学院学生および研究生の研究論文も第4条に準じて取扱うことができる

F)生産技術研究所研究員取扱内規

第1条 生産技術研究所において次の場合において，所長は総長に上叶1の上研究員を

置くことができる

1. 生附技術研究所において一定期間特殊な事項の研究に対し，所外の者に研究の

協力を委醗する必要ある場合

2. 学内，学外より，生産技術研究所の施設を利用し一定期間研究することを依頼
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され，所長が差支えないと認めたとき

第2条 研究員は大学卒業または同程度の学力を有し，研究事項については相当の

経験を有するものでなければならない

第 3条 研究目に対して第1条第1号の場合は手当を支給することができる

第4条 第1条第2号の研究貝にして特に費用を要するものは，その実費を負担させ

ることができる

第 5条 研究員は，本所職員に準じて取扱う

ただし，別段に定められている事項についてはこの限りでない

第6条 研究員は，本所において研究した成果を発表するとき，または特許権等を申

訥する場合は，予め所長に協議しなければならない

第7条 各部において研究員を置こうとするときは，その部の主任は内申書を所長に

提出しなければならない

内申書は，氏名，身分，研究目的，研究期間，研究方法，手当の額，その他必嬰な

事項等を記入し，また本人の履歴古を添付しなければならない

第8条 所長は，内申書が提出されたときは，常務委貝会に諮り総長に上申する

第9条 研究貝は，研究期間中といえども本所において，差支えある場合は発令を取

消すことがある

付則

この内規しま昭和 26年 10月1日より実施する

G)生産技術研究所研究生規定

第1条 生産技術に関する事項につき研究を希望する者があるときは，本所において

支悼がない場合に限り，研究生として入所を許可することがある

第2条 研究生として入所を許可する者は，大学学部を卒業した者もしくはこれと同

等以上の学力を有する者，または相当の経験を有する者で，本所において適当と認

めた者とする

第3条研究生を希望する者は，所定の願内に股歴書を添えて所長に差出さなければ

ならなし、

第4条 研究生は，所長の指揮監督を受け，本所が指定した教官の指忠の下に研究に

従事しなければならない

第5条 研究生がその研究業紐を発衷しようとするときは，必ず指郡教官の承認を受

けなければならない

第6条研究生は，入学料として金500円を納付しなければならない

第7条 研究生は，研究料として月額金 600円を 3月または 6月分前納しなければな

らないただし特に多額の聾用を要する場合は，別に自弁させることがある

2 既納の研究料は，還付しなし、

第8条研究生の研究期間は， 1年以内とする
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2 当初決定された研究期間を経て更に研究を継続しようとするときは，その理由を

具して所長に願出で，許可を受けなければならない

第 9条研究生は研究期間の終りに，その研究状況および成果を記載した報告古を指

導教官を経て所長に提出しなければならない

2 研究生の研究期間が 1年以上にわたるときは， 1年の終りにおいて，その研究状

況の中間報告古を前項に準じ提出しなければならない

第10条 所長は，疾病その他の事由により，研究を継続することが不適当と認めると

きは，その研究生に対し，退所を命ずることがある

第11条研究生が期間溝了前に退所しようとするときは，理由を具してその旨を所長

に願出なければならない

第12条 官公署または会社等より，依託研究生を入所させようとする場合も，本規定

により取扱う

付則

この改正は，昭和 31年4月1日から適用すなただし，改正前から引続ぎ在学する

研究生の研究料は，なお従前の例による
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H)生産技術研究所受託規定

策1条東京大学生産技術研究所（以下本所と I, う）に対し，生産技術に関係がある

学理的問題または物品等の研究・試作・試験・検定• 製作・調査等を委託しようと

する者があるときは，本所で適当と認めたときにこれを受託する

第2条 前条の委託をしようとする者は，別紙様式(1)に定める申込書を提出しなけれ

ばならない

受託を承諾したものに対しては，別紙様式(2)の受託承諾古を交付する
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第 3条 受託の承諾を得た者は，第5条に定めた料金を，指定の期閥内に，本所に前

納しなければならないただし，特別の事由があるときは，前項の料金の分納また

は後納を認めることがある

指定の期間内に前項の料金を納付しないときは，委託を取消したものとみなす

第 4条一旦納付した料金は，これを返遠しないただし，天災，その他やむを得な

い事由によつて委託事項を遂行し得ないときはその仝部または一部を委託者に還

付することがある

罪｝ー

，
 II 

様式(2)

受祁ホ諧

昭和年月日

闊・-~ 
昭打1 年 月 日附巾込の委活事項は本所受託

姐定に悲さ下品の条件によつてこれを成悶しま

す

東京大学生窟技術研究所長 口0ロロ
記

?1345678 ej 

題i ~ 

分任担当者

第5条 第3条第 1項の料金は，委託'];:項に要する経判を邸定してその部度これを定

める

第 6条 本所が，受託順項実施中特に多額の費用を要し，納付された料金に不足を生

じると認めたときは，改めて委託者と協議することができる

第7条 下記の各号の場合においては，委託者の受ける祖害に対し本所は，その責を

負わなI、‘

1. 天災，その他やむを得ない＇仕由によつて，受託事項を送行し得なし，場合

2. 委託を受けた物品の試験・検定等のf/1]に担害を生じた楊合

3. 委託者が，その責務を完全に股行せずと本所が認めたときに執つた処理に陥<
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場合

第8条 受託事項が完了したときは，その経過並びに結果を委託者に報告すなただ

し，受託実施中において，委託者の希望によつて中間報告をすることができる．

第9条受託事項に関する成果を公表するときは，本所がこれを行う

前項の公表が委託者の利益を害するおそれがあると認められるときは， 2年以内，

その公表を猶予することができる

第10条 委託者は，本所が必要と認めたときは，補助者を一定の期間中派追すること

ができる

前項の補助者の勤務に関しては，本所職員に準じて取扱うが，給料・手当•旅費等

は，これを支弁しない

第11条 受託事項で，本所職員が発明したときにおける発明特許等に関する規定は，

別にこれを定める

付則

本規定は昭和 25年3月 11日から施行する

I) 生産技術研究所輪講会要項

1. 本会は生産技術研究所輪講会と称する

2. 本会は生産技術研究所内における知織の交換を目的とする

3. 本会の事務を運営するため世話人を置く．世話人は各研究部より 1名ずつ選出し

内1名を世話人代表に互選する

4. 本会は毎月第 1及び第 3水耀日午後 1時 10分から 2時まで開催するのを定則と

するただし，教授総会その他の都合により日時を変更することがある

5. 講演者は 1回1名とし，講演時間は 1名 45分（外に質疑討論5分）以内を定則

とする

6. 講演の順序は原則として順次各部より適当な講演者を選出し購演の 2選間以前ま

でに庶務掛に申出講演要旨を，迎間前までに送付するものとする

7. 庶務掛は当番部に講演の日から 1カ月以前に通知するものとする

8. 世話人会は講演者の決定その他本会に閃する事項を処煎するものとする

9. 臨時聴購希望者は世話人に申出て了解を得ることを要すろ

10. 輪購会を司会するため当番幹事を担当部より；選出する
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